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　それは、小学校に入る直前の春先だったように思う。

　遠くに住む祖父が、珍めずらしく螢けいの家を訪ねてきた日の夜だった。夕食後、いつものようにレゴブロックで遊んでいた螢の前に、母親が膝ひざを突ついた。

　顔を上げると、普ふ段だんならもっと遅おそい時間にならなければ帰宅しない父親の姿もある。

「螢、少しお話ししたいんだけど……いい？」

　父親と視線を交かわした母親が、静かな声で螢の名前を呼ぶ。

　螢は、レゴブロックを組み合わせていた手を止めると、目の前の両親を交こう互ごに見み遣やって「うん」とうなずいた。

　いつもあまり多くしゃべらない父親は黙だまったままで、母親が話し出した。

「あのね、お昼にお祖父じいちゃんが来てたでしょう？　螢のお話をするためだったの」

　そんな前置きをして、そっと螢の手を握にぎってくる。

　いつになく真しん剣けんな顔で自分の指先を見ている母親がなんだか怖こわくて、「なに？」と握られていた手を引き抜ぬく。

　父親は、笑うでもなく真剣な目で螢を見ていて……なんとなく空気が重い。

「この前、一いつ緒しよに遊んでいた大ひろ翔とくんの靴くつが燃えてビックリしたね。手が熱くなったの、憶おぼえてる？」

「うん。僕の手がカーッてなって、ボッて火が出た」

　近くの公園で、二つ上の友達と遊んでいた時のことを思い出す。

　砂場で山を作ることに夢中になっていて、大きな犬が近づいてきていることに気づくのが遅おくれた。

　ふと顔を上げると、紐ひもで繫つながれていない大きな犬がすぐ傍そばに立っていたのだ。驚おどろいて、怖くなった螢は縋すがるものを求めて大翔の靴を握った。

　心臓が力いっぱい走った時と同じようにドキドキして、手……指の先が熱くなった直後。摑つかんでいた大翔の靴が、突とつ然ぜん燃え上がったのだ。

「螢のお祖父ちゃんの、そのまたお祖父ちゃんのお祖父ちゃん……ずっと昔のご先祖様は、炎えん神じん様……竈かまど神がみ様の御お手て伝つだいをする偉えらい人だったの」

「かま……？」

　えんじんさまとか、かまどがみさまとか。

　母親の言葉は難しくて、一度聞いただけではわからない。首を傾かしげた螢に、母親は唇くちびるに浮うかべた微び笑しようを深くする。




「台所……火の神様のことよ。ずっと昔は、今よりずっと火を点つけるのが大変で大切だったから、みんなに感謝されてたの。螢は、そのご先祖様の特別な力をもらったみたいね」

「火の？　ごせんぞさま？」

　首を捻ひねるばかりの螢に、母親はふっと息を吐はく。父親と顔を見合わせて、小さくうなずき合った。

「まだ、少し難しいかな。ねえ、螢。お母さんと、お約束して。すごく怒おこりたくなったり、すごくビックリすることがあっても、できるだけ我が慢まんしてくれる？　少しならいいけど……螢がとっても怒ったり泣いたりしたら、また火が出ちゃうかもしれないの」

　再び手を取られて、指先をギュッと握られる。

　自分の指先から、音もなく燃え上がった火は……怖かった。

　一緒に遊んでいた大翔の靴が燃えて、近くにいた大人が大おお騒さわぎして、螢はなにもできずに立ち尽つくすだけだった。

　大翔は火傷やけどをしてしまったのに、螢の手はチリチリ熱い感じになっただけでどうにもなっていなくて、大人たちは不思議そうだった。

　それは、母親が語った「えんじん」とか「かまど」とか……螢の、ずっと昔のお祖父ちゃんが理由なのだろうか。

　怒ったり泣いたり、ビックリしたら……また、あんなふうに火が出てしまう？

「僕、怒らないよ。泣かない。約束する」

　怒ったり泣いたりしたら、自分の手が、誰だれかを傷つけてしまうかもしれない。それが怖くて、母親に握られた指先を握り返す。

　ハッキリ「約束する」と言って大きくうなずいた螢に、母親は何故なぜか淋さびしそうな笑えみを浮かべた。

「ありがと。ずーっと我慢するのは、大変だと思うけど……いつか、水の神様だった人と逢あえたら、助けてくれるかもしれないってお祖父ちゃんが言ってたわ」

「水……？　どこにいるの？」

　水は、好きではない。雨も嫌きらいだし、練習しても泳げないから、幼よう稚ち園えんのプールの時間も嫌いだった。

　でも、助けてくれるかもしれない？

「ごめんね、お母さんはわかんない」

「お父さんは？」

　母親がわからなくても、大きくて強い父親ならわかるかも。そんな期待を込めて、黙ったまま螢と母親の会話を聞いていた父親を見上げる。

　目が合った父親は、螢の頭にポンと手を置いた。そして、

「……お父さんも知らないんだ」

　申し訳なさそうに首を横に振ふられてしまい、「そっか」と肩かたを落とした。

「いつか、逢えたらいいね」

「うん」

　水のカミサマ？

　よくわからないけれど、その誰かが助けてくれるという言葉は、螢の小さな胸に渦うず巻まく不安を少しだけ軽くしてくれた。

　自分が背負って生まれてきたものが、どのようなものか。

　明確に理解するには、まだ幼くて……ただ『水のカミサマが助けてくれる』という希望だけが、胸の片かた隅すみに残った。







《一》







　受験から解放されて、なにかと口うるさい親元を離はなれた独り暮らし。

　心身ともに自由を謳おう歌かできる大学の入学直後というのは、たいてい浮かれ気分になるもの……のようだ。

　特に、大学生活にも慣れてきた五月の連休明けともなれば、気が合う友人もできて最高潮に楽しい……らしい。

　ようだ、とか。らしい、とか。

　騒さわぎながら夕暮れ時の構内を歩く、男女取り混ぜた集団を横目で見ながら冷めた気分で考える自分が、数少ない例外だということは自覚している。

　笑わない、しゃべらない、なにを考えているのかわからない。

　中学生くらいの頃ころから、螢のあだ名は『ナイナイくん』だった。最初の頃は意図的にそう振る舞まっていたのだが、いつからかすっかり染しみついてしまった。

　大学でも、怖い顔で黙り込んでいるなにを考えているのかわからない人、と女子たちに言われていることを知っていて、それでも自分を変えようという気は皆かい無むだ。

　今でも友人がいないわけではないし、積極的に恋こい人びとを作りたいと思ったこともない。

　わざわざこんな人間に近づきたくないと、距きよ離りを置いてくれればいい。それが、相手にも螢にとっても平和な日々をもたらすのだ。

「あ……やべっ」

　手に持ったままだった奨しよう学がく金きんに関する書類を、歩きながら肩にかけてあるバッグに入れようとしたところで、強い風に煽あおられて手放してしまった。

　まだ一文字も記入していない。失くしたとしても新たな書類をもらえばいいだけなのだが、敷しき地ちの外れにある学生課に出向くのが面めん倒どうだ。

「待て、って……どこまで飛んでく気だ」

　風に乗った白い紙は予想外の高さまで舞い上がり、ひらひら飛んで行ってしまう。チッと舌打ちした螢は、ラベンダー色の空を見上げて速足で追いかけた。

　歩を緩ゆるめることなく校舎の角を曲がった直後、予想外のものが視界に飛び込んできて、ギョッと立ち止まった。

「……な、なに？」

　どうして、大学の構内に全身ずぶ濡ぬれの人間が『落ちて』いるのだろう。

　滅めつ多たに感情を表すことのない螢だが、これはさすがに驚いた。目を瞠みはり、言葉もなくマジマジとソレを見下ろす。

　膝ひざを抱かかえてうつむいているので、顔は見えない。でも、水の滴したたる白衣に包まれた体格からして……男には違ちがいない。

　すぐ傍に人が立っている気配を察したのか、膝を抱えて身を丸めていた男がピクッと肩を震ふるわせる。

　膝に伏ふせていた顔をのろのろと上げ、なにを言うかと思えば……。

「さ……寒い」

　消え入りそうな声で、そんな一言をつぶやく。螢に向かって訴うつたえたというよりも、独り言の響ひびきだ。

　見なかったことにして無視してもよかったけれど、あまりにも珍ちん妙みような光景に呆あつ気けに取られた螢は、ポツリと口を開いた。

「なんで、ずぶ濡れ……？」

　無意識に見上げた空は、晴れ渡わたっていた。

　今日は朝からずっと、雲一つない五さ月つき晴ばれが広がっていたはずだ。まさか、この男の頭上にだけ局地的な豪ごう雨うが降ったわけでもないだろう。

　螢の疑問に、男は肩を震わせながら答える。

「藻ものサンプルを収集中に……うっかり、池に落ちた」

「はぁ……」

　なるほど。池に落ちたのなら、全身がずぶ濡れになっているのにも納なつ得とくできる。

　しかし、池か。

　冒ぼう険けん心のない螢は、入学してから一ヵ月が経たっても用のないところにまで足を運んだことがない。大学構内で馴な染じみのある場所といえば、一いつ般ぱん教養の授業が行われる教室や食堂、大学生協と学生課くらいだ。

　理工学系の学部が集められている、やけに広い大学構内に池があると耳にしたことはあっても、わざわざ見物に行こうという気もなかった。

　藻のサンプルという一言から察するに、理学部に属する人間か？

「さ、寒さみぃ……」

　膝を抱えてガタガタと身体からだを震わせる男は、見るからに寒そうだ。こうして見下ろしていても、顔色が青白いのがわかる。

　日中の最高気温が二十度を超こえる日もある今の季節なら、池の水もそれほど冷たくなさそうなのだが……まるで、雪山で遭そう難なんしたかのような様子は、ひたすら不思議だった。

「……おれに言われてもなぁ」

　面倒なモノに行き合ってしまった、という思いを眉み間けんの皺しわで表す。でも、ここで回れ右して立ち去るのはあまりにも寝ね覚ざめが悪い。

　さて、どうする？

　大きなため息をついた螢は、

「あ」

　そういえば……と、肩にかけてあるバッグの中に手を突つっ込んで中を探さぐった。

　指先に触ふれた金属の缶かんを摑つかみ、取り出す。昼食後に買ったのはいいが、飲みそびれていた缶コーヒーの存在を思い出したのだ。

　その缶を両手でギュッと包み込み、額に押し当てる。

　伏せた瞼まぶたの裏に思い浮うかべるのは、真っ赤な炎ほのおのイメージだ。チリッと指先が痺しびれるような感覚に奥歯を嚙かみ締しめつつ、深呼吸を三回。

「ふー……」

　時間にして、一分弱というところか。

　閉じていた瞼を開いて、額に押しつけていた缶コーヒーを右手に持ち直し、

「これ」

　無ぶ愛想あいそな一言と共に、男の手に缶コーヒーの底を触れさせた。

「っ！」

　暖を求めたのか、男は言葉もなく両手で縋すがるように缶を握にぎり締める。かすかに触れた男の指は冷え切っていて、いつも体温の高い螢には氷のように冷たく感じた。

「あ……あたたか……い？」　>>>♥

　不思議そうに口にしながら顔を上げた男と、視線が絡からむ前に踵きびすを返す。背後で男の声がなにか言っているのはわかっていたが、聞こえないふりをして速足で歩き去った。

　これ以上、面倒事に関かかわるのはごめんだ。熱いコーヒーを飲んで身体の内側から暖まれば、自力で動けるだろう。

　服がずぶ濡れでは電車やバスに乗るのは難しいかもしれないけれど、そこまで心配をする義理はない。

　やれやれ、変なところで時間を取られてしまった。

　大おお股またで歩いていた螢は、校舎の角を曲がったところで当初の目的を失念していたことに気がついた。

「あ……書類」

　今いま更さら、引き返して書類を探そうという気にはなれなかった。また学生課に行って、もらってこなければならない。

「メンドクセ。濡れ男のせいで」

　濡れた前まえ髪がみが目元を隠かくしていたせいで、しっかりと顔を見ることはできなかった。

　でも、白衣を身に着けていたことや雰ふん囲い気きからして、学部生ではなく院生といったあたりだろう。

　苦い思いを嚙み締めながら大股で構内を通り抜ぬけて、最も寄よりの駅に向かう。早歩きのまま改札を抜けて階段を上がり、ようやく足を止めた。

　ふとホームの真ん中にある飲料の自動販はん売ばい機きが視界の端はしに映り、クッキリと刻んでいた眉間の皺を解いた。

　見慣れた自動販売機だ。ジュースもコーヒーやお茶も、そこに並ぶサンプルの価格表示はすべて青色だった。

　ハッキリとは憶おぼえていないけれど、四月末……少なくとも連休前には、ホット飲料がすべてコールドに切り替かわっていた。

　この自動販売機だけでなく、路上にあるものや大学の構内にある自動販売機も、同時期にすべてコールドになっているだろう。

「缶コーヒーが温かいのは、不自然か？」

　先ほどの『濡れ男』にホットの缶コーヒーを渡したのは、軽けい率そつだったか……？　と懸け念ねんが頭の隅すみを過よぎったが、あの様子では深く考える余よ裕ゆうなどなかったはずだ。

「ま、あれじゃ気にしないだろ」

　つぶやいて自動販売機から目を逸そらした螢は、強風と共にホームに滑すべり込んできた電車に視線を移し、開いた扉とびらから乗り込んだ。

　車窓を流れる夕暮れの街を眺ながめながら、思考の片隅にもやもや停てい滞たいしている『濡れ男』を、ぼんやりと思い浮かべた。

　学部生だけでなく院生や研究生を合わせると、学生数が数千人になる大規模な大学だ。きっともうあの男と逢あうことなどないだろうし、どうせあちらも目の前に立っていた螢をまともに認にん識しきしていない。

　たとえ意図して探そうとしても、難しいはずだ。

　少しばかりイレギュラーな出来事だったけれど、だからどうということはないと、自分を納得させる。

　それより、今日の夕食はどうしよう。

「米……はあるし、インスタント味み噌そ汁しるもあるな。あ、コロッケが特売五十円の日だ。今日の晩飯はコロッケ定食、明日あしたの朝飯はコロッケサンドに決まり」

　ようやく慣れた駅に停車した電車を降りると、アパートの最寄り駅のすぐ傍そばにあるスーパーで、客層の大半を占しめる主婦に混じって買い物を済ませる。

「カレーコロッケが残ってて、ラッキーだったな。出来立てだったし」

　夕食のメインとなるぬくぬくのコロッケを手に、独り暮らしをしている古びたアパートに帰り着く頃ころには、奇き妙みような『濡ぬれ男』などすっかり頭の隅に追いやっていた。




　　　　□　□　□




　大学の構内には立ち木が多くあるせいで、蟬せみの鳴き声が賑にぎやかだ。

　耳みみ障ざわりだ……と眉間に皺を刻んで歩く自分が、いつにも増して『怖こわい顔』になっているという自覚はある。

　入学から三カ月が経過しても、他ほかの学生からは遠巻きにされている……はずなのに、不意に背中の真ん中に衝しよう撃げきを受けて「ぐっ」と呻うめいた。

「螢っ！　なに怖い顔して歩いてんだ？」

　学内で、こんなふうに遠えん慮りよなく接してきたり親しげにファーストネームで呼びかけてきたりする人物には、一人しか心当たりがない。

「大翔……っ」

　その心当たり、幼おさな馴な染じみの名前を呼びながら、ギギギ……と機械仕じ掛かけの人形のような動きで振ふり向いた。

　眉間に深い皺を刻んで頰ほおを引き攣つらせた螢は、凄すご味みのある表情をしているはずだが、大翔は人ひと懐なつっこい笑え顔がおを崩くずすことなく遠慮のない言葉を投げつけてくる。

「さっきすれ違ちがった女の子たちが、今の人、なんか怖い顔してたぁ～とか言ってたぞ。元は整ったイイ顔なのに、わざわざ女の子たちを威い嚇かくして歩くなんてもったいない」

　二つ年上の仲なか原はら大翔は、所謂いわゆる幼馴染みだ。学部は違っているが、同じ大学に通うことになった螢を親から「面めん倒どう見てやって」と頼たのまれているに違いない。

　実家が徒歩五分で行き来できる距きよ離りにあり、親同士の仲がいいこともあって幼よう稚ち園えんに上がる前からのつき合いなので、先せん輩ぱいという意識はない。

「別に……そんなつもりじゃないけど」

　意図的に威嚇して、周囲を遠ざけようとしているわけではない。結果的に、そうなっているだけだ。

「ま、螢に悪気がないのはわかってるよ」

　苦く笑しようした大翔は、ポンと螢の肩かたを軽く叩たたいて「仕方ないな」と嘆たん息そくする。

　無愛想だとか、怖い顔……と言われている螢とは正反対で、大翔には社交性もあり、男女問わず友人が多い。

　面倒見もよく、言葉もおぼつかない頃からずっと、螢のことを実の弟のように気にかけてくれている。

　家族以外で、唯ゆい一いつ気を許せる存在と言ってもいい。

「それよりさ、もうすぐ夏休みだけど、螢はいつ帰省するんだ？　旅は道連れだ」

　自分たちの地元に帰省するには、新幹線と私鉄を乗り継ついで三時間ほどかかる。同郷の螢と帰省の日を合わせて、道中の退たい屈くつを紛まぎらわせようという意図だろう。一人を好む螢とは違い、人と接することが好きな大翔らしい。

　だが、申し訳ないことに道連れになってあげられるかどうか即そく答とうできない。

「おれは、未定。実入りのいいバイトをうまく見つけられたら、帰らない。盆ぼんや正月に帰らなくても、おれの親は催さい促そくすることもないだろうし」

　年に一度は家族旅行に行く大翔の一家とは違い、螢の家族関係はドライだ。結けつ婚こんして別に家庭を持っている姉や共働きの両親も含ふくめ、全員が家に揃そろうことなど滅めつ多たにない。

　盆に帰省したところで、実家でなにをするでもなく……滞たい在ざい期間も二、三日だろうと思えば、移動にかかる交通費がもったいない。

「ん？　バイトを見つけられたら……って、運送会社の倉庫の仕分けは？」

「それは……」

　不思議そうに尋たずねられて、少し高い位置にある大翔の目から視線を逸らした。

　大翔のように、飲食店で雇やとってもらえたら賄まかない付きで食事には困らないだろうが、接客業が向いていないことは自他共に認めている。

　その点、入学直後に見つけた運送会社の倉庫での仕分けアルバイトは他人と接することが少なく、無ぶ愛想あいそで人懐こいとは間ま違ちがっても言えない螢には適職だった。

　そんな適職から離はなれなければならなくなった一連の経けい緯いを思い出すと、苦いものが込み上げてくる。

　チラリと見上げた大翔は、螢の口から「それは」の続きが語られるのを待っていると、目で催促している。

　特大のため息をつくと、濁にごして誤ご魔ま化かそうとした詳しよう細さいを渋しぶ々しぶながら続けた。

「……一週間前、クビになった。デカデカと割れ物表示のある荷物を投げたバカに、思わず『どこに目ぇつけてんだボケ』ってつぶやいたらケンカになった。管理責任者に呼び出されて話を聞かれて、おれが一方的にケンカを売ったってことにされたんだよ」

　あまりにもスラスラと事実を捻ねじ曲げた弁明をする先輩バイトに、呆あきれて反論する気がなくなり……面倒になって「辞やめます」と背を向けた。

　雇こ用よう側にしてみれば、子供じみたケンカをした挙げ句、拗すねて仕事を投げ出したいい加減な学生という認識だろう。

　ただ、十年を超こえるつき合いの大翔には、軽く説明しただけで大体の流れは読めたらしい。

「相変わらずだな。見て見ぬふりをして、適当に流せばいいのに。正義感が強いと、生き辛づらそうだなぁ」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なで回しながらしみじみとそう言われ、唇くちびるを引き結んだ。

　慰なぐさめてくれようとしているのは、わかる。

　螢の仮面に騙だまされない大翔には虚きよ勢せいを張っていられなくなりそうで、わざと邪じや険けんにその手を振り落とした。

「正義感ってわけじゃ……ない」

「カワイイから照れるなよ、ハリネズミめ」

　無用に周りを威嚇していると笑う大翔は、螢が張り巡めぐらせているトゲを、攻こう撃げきのためのものではなく我が身を守る『ハリネズミ』みたいなものだと苦笑する。

　歳が離れていてあまり話すこともない実の姉以上に、大翔は螢のことを理解しているかもしれない。

「そっか、でも……新しいバイトか。おまえにピッタリのヤツ、心当たりがなくもないんだけど……まだ空きがあるかな」

　螢に振り落とされた腕うでを組んだ大翔は、思わず顔を上げた螢に「興味あるか？」と笑いかけてくる。

　自分のことを知り尽つくしている大翔の言葉に、つい反応してしまった。

「興味ある？　素す直なおに言ってみろ」

　なんとなく憎にくたらしい笑みに眉まゆを顰ひそめ、「いらねーよ」と背を向けてしまいたい衝しよう動どうと無言で戦う。

　新たなアルバイトを探しているのは確かで、大翔が言う「螢にピッタリ」を変な意地でむざむざ蹴けるのが馬ば鹿かだということもわかっている。

　ググ……と右手を握にぎり締しめて、肩を落とし……ポツリとつぶやいた。

「……話、聞かせてくれ」

「ん？　目を見て、お願いしてくれないとなぁ」

「っ……説明しやがれ」

　ジロリと睨にらみ上げて説明を求めた螢に、大翔は「あはははは、カーワイイ」と憎たらしく笑ったけれど、それ以上からかうことなくうなずいた。







《二》







　そこは、研究室と呼ぶにはなんとも異質な空間だった。

　濡ぬれても大だい丈じよう夫ぶなように床ゆかは塩化ビニールで、壁かべ際ぎわには排はい水すいのための溝みぞがある。

　壁へき面めんの、床から三十センチほど高い位置にあるコンセントやアース機器には、ゴチャゴチャとコードが接続されている。サーモスタットや水の循じゆん環かんろ過装置、水中へと酸素を送るための機械に必要なのだろう。

　そして、七月だというのに、ハロゲンヒーターや電気ストーブがすぐに使用できる状態で置かれていた。

「着き替がえ持参って言うから、簡単な掃そう除じのはずなのになんでだろ……って不思議だったけど、理由がわかった」

　部屋の大部分を占しめる巨きよ大だいな水すい槽そうを前にした螢は、チラリと横目で大翔を見み遣やる。

　肩に掛かけている大翔のトートバッグも不自然に膨ふくらんでいて、螢と同じく着替えが入っているらしい。

　掃除は掃除でも、コレか。

　なんとなく釈しやく然ぜんとしない気分は表情にも出ているはずだけれど、大翔は飄ひよう々ひようとした顔で笑った。

「一応、な。夏場だから少しくらい濡れたところで風邪かぜっぴいたりしないだろうけど、転ばぬ先の杖つえってやつだ」

「……っていうより、用意周しゆう到とうとか準備万ばん端たんじゃないか？」

「同じようなもんだろ」

　噓うそをつかれたわけではない。ただ、少しばかり『螢にピッタリなアルバイト』の説明を端折はしよられていただけだ。

　この、高さ三メートルほど、奥行きはよくわからないけれど幅はばが六、七メートルはありそうな巨大水槽の掃除だと初めから説明されていたら、もう少し返事に悩なやんだかもしれない。

「どこが、おれにピッタリだ」

「ピッタリだろ。おまえが水嫌ぎらいなのは知ってるけど、水を抜ぬいた空っぽの水槽だし……他人と接することなく黙もく々もくと作業できる。バイト代を踏ふみ倒たおされる心配もないし」

　大翔の言葉に一言も反論できなくて、グッと唇を引き結んだ。

　確かに螢は、水が苦手だ。他人とコミュニケーションを取る必要などなく、黙だまって作業ができるのもありがたい。

「空っぽの水槽か。魚とかは？」

「隣となりの部屋にある小さい水槽に移されてる。掃除が終わったら戻もどされるけど、ちょっと珍めずらしい魚や亀かめが悠ゆう々ゆうと泳いで……スゲー綺き麗れいだぞ」

　理学部の研究室が並ぶ棟とうには初めて入ったが、建物の一角にこんなに大きな水槽があるとは知らなかった。

　学部が違ちがえばほとんど接点がないのだから、こうしてアルバイトに参加する機会でもなければ、卒業まで一度も足を踏み入れなかったかもしれない。

「しっかし……デカいな」

　螢は、改めて目の前の水槽を見上げて感かん嘆たんの息を吐はく。

　水が完全に抜かれた巨大な水槽は、底に敷しき詰つめられた砂じや利りが見えるのと、水槽の側面に緑色の苔こけが薄うっすらとこびりついているのみだ。

「デカいだろー」

　ポツンとつぶやいた螢の一言に、大翔は飄々とした響ひびきで同意した。

　これほど大きな水槽を掃除するとなれば、かなりの重労働だろうと取りかかる前から想像がつく。

　水槽というより、プールと呼んだ方が近いかもしれない。道理で、学内のアルバイトにしては日給一万円に昼食とおやつ付きという好条件なわけだ。そうして高給で釣つらなければ、学生が集まらないに違いない。

　しかし……どうして、集合時間になっても現場に自分と大翔しかいないのだろう。

「他ほかのヤツは？」

　怪け訝げんな思いでつぶやいて、壁かべにかかっている大きな時計を見上げた。

　やはり、集合時間と言われた十時を少し過ぎている。まさかと思うが、示し合わせて全員遅ち刻こくか？

　そっと眉を顰めた螢に、大翔は「ん？」と惚とぼけた顔で笑った。

「他って、いないけど。今回のバイトは、俺と螢の二人」

「は……あ？　二人だけっ？　このプールみたいな水槽の掃除を、おれと大翔の二人でやれって？」

　普ふ段だんの螢は、たいていのことでは驚おどろかない。そうあるべく意識して、可能な限り感情を波立たせないよう自身を律している。

　怒いかりはもちろん、驚きよう愕がくや嘆なげきも、日常生活では無用の長物でしかない特とく殊しゆな力を増ぞう幅ふくさせる要因となるのだ。

　でも、さすがに、この巨大な水槽の掃除を二人でしなければならないと聞かされては、淡たん々たんと聞き流せなかった。

「おれと大翔だけじゃ、一日で終わんないだろ」

「……一日で終わらせなくてもいい。でも、三日くらいで終わらせてくれたら、俺の懐ふところ事情がありがたい」

「ぇ……？」

　螢のぼやきに答えたのは、大翔ではなかった。

　背後から聞こえてきた男の声にビクッと肩かたを震ふるわせて、勢いよく振ふり返る。

「おはようさん。時間厳守でなによりだ」

　戸口には、白衣を身に纏まとった長身の男が立っていた。目が合った螢に、初対面だと思えないほど親しげに笑いかけてくる。

「仲原のお友達だって？　この研究室の主あるじ、理学部准じゆん教きよう授じゆの水すい伯はく龍りゆう司じです。専門は水関係。よろしく」

「工学部の火ひ野の坂さかです。螢、挨あい拶さつっ」

　無言で立っていると、大翔に肘ひじでつつかれながら挨拶を促うながされる。仕方なく、自己紹しよう介かいというにはささやかすぎる一言を口にした。

「工学部一年の、火野坂螢です」

　わずかに首を上下させて口を噤つぐむと、シン……と沈ちん黙もくが広がった。

　社交的で朗ほがらかな大翔とは正反対の『お友達』に、きっと驚いている。もしくは、無ぶ愛想あいそな学生だと気を悪くしているかもしれない。

　どんな顔をしているのか……そろりと視線を上げて窺うかがうと、水伯と名乗った准教授は螢の予想をすべて裏切る表情でこちらを見ていた。

　なんだろう……。楽しそうな笑えみを浮うかべている？

　准教授というからには、それなりの年ねん齢れいのはずだ。なのに、きちんと整えているわけではない少し長めな髪かみ形がたといい……白衣の裾すそから覗のぞくダメージ加工が施ほどこされたジーンズに、足元はスポーツブランドのシューズというラフな服装といい、学生に混じっても違い和わ感かんがなさそうなくらい若い。

　正確にはわからないが、きっと三十歳そこそこだ。

　女性が好みそうな端たん整せいな容よう貌ぼうは、研究者という言葉から連想する地味なイメージを見事に覆くつがえす華はなやかさで……なにもかも、胡う散さん臭くさい。

「……っ？」

　視線が絡からんだ瞬しゆん間かん、何故なぜか指先がチリッと熱を帯びる。胸の奥からじわりと湧わいたのは、これまで誰だれにも感じたことのない不快感だった。

　理由はわからないし、この気持ち悪さの正体も不明だ。ただ、原因が目の前にいる水伯であることだけは確かだった。

　戸と惑まどう螢をよそに、ゆったりとした歩みで近づいてきた水伯は、

「ヒノサカくん、ね。どんな字？」

　……好こう奇き心しんで、目をキラキラさせている？

　まるで、子供みたいに興きよう味み津しん々しんな様子で更さらに大きく一歩近づかれて……思わず足を引いてしまった。

　螢も大翔も、百七十センチの半ばほど上背がある。なのに、この男は自分たちより七、八センチ高い位置に頭があり、誰かを見上げるという慣れない体勢が落ち着かない。

「螢っ」

　またしても隣から大翔に脇わき腹ばらをつつかれて、ハッとした。

　指先が……ますます熱くなっている。ギュッと手の中に握にぎり込み、「落ち着け」と心の中で言い聞かせた。

　深呼吸をして唇くちびるを引き結んだ螢は、ジーンズのポケットに入れてある財さい布ふから学生証を取り出して、目前に立つ水伯に無言で差し出す。

「火野坂、か。なるほど。へぇ……名字も含ふくめると、名前に火の字が三つも入っているんだな。ずいぶんとあたたかそうだ。どれどれ？」

「っっ！」

　前まえ触ぶれもなく手を握られて、ビクンと身体からだを強こわ張ばらせる。あまりにも唐とう突とつで、逃にげる暇ひまもなかった。

　物もの怖おじしないというか、人ひと懐なつっこいというか、……馴なれ馴れしい男だ。

　言葉もなく硬こう直ちよくしている螢の頰ほおは引き攣つっているはずだが、水伯は全く気にすることなく顔を綻ほころばせた。

「うーん……やっぱり名は体を表すのか。体温、高いな」

　そういう水伯の手は、夏場だというのにひんやりとしている。まるで、ついさっきまで冷たい物を握っていたみたいだ。

　螢自身の平熱が、もともと高いせいもあるかもしれないけれど……なんとも形容し難がたい、不思議な感じだった。

　ただ、ひんやりとした水伯の手のおかげか、指先に集まりかけていた熱が冷めたらしいのは幸いだ。

「火野坂くんさぁ……どこかで逢あったこと、あるか？　なーんか、憶おぼえが……」

　マジマジと顔を見ながらそんなふうに尋たずねられて、無言で首を横に振る。

　なんなんだ、この人。

　まるで、陳ちん腐ぷなナンパのような台詞せりふ……と思ったところで、同じことを感じたらしい大翔が笑う。

「先生、レトロなナンパじゃないんだから……螢が引いてます。人見知りの激しい野の良ら猫ねこみたいなモノだと思って、慎しん重ちように距きよ離りを詰めてやってください」

　それまで無言で傍ぼう観かんしていた大翔が、遅おくれ馳ばせながらあいだに割って入ってくれた。

　ぼんやりとしていた螢は、ようやく我に返って握られていた水伯の手から逃のがれる。

「だ、誰が野良猫だっ！」

　誰になにを言えばいいのかわからなくて、ひとまず大翔に顔を向けて文句をぶつけると、笑みを崩くずすことなくポンポンと背中を叩たたかれた。

「……と、このように慣れれば可愛かわいいので」

　暖簾のれんに腕うで押し。糠ぬかに釘くぎ。

　長年のつき合いで螢の扱あつかいを知り尽つくしている大翔は、睨にらみつけても気にする様子もなく笑っている。

「確かに、可愛い反応だ」

　どうやら、この水伯という准教授も大翔と同じカテゴリーに属するマイペースな人間らしい。螢と大翔のあいだで、視線を往復させてうなずき……破顔した。

「わかった。人慣れしない猫ちゃんだと思って、気をつけるよ」

　ついさっき螢の手を握っていた自分の右手を胸むな元もとに上げて、芝しば居いがかった様子で「不用意に触さわらない」と続ける。

　野良猫という一言で納なつ得とくされるのは、愉ゆ快かいな気分ではない。でも、口くち下べ手たな螢が反論する間もなく話が移ってしまった。

「水すい槽そうの掃そう除じだけど……仲原は、三回目か？」

「はい」

「じゃあ、任せちゃっていいか。手順はこれまでと同じだ。腹が減ったり……なにかあったら、俺は隣となりにいるから声をかけてくれ」

　水伯は、「よろしく」と言い残すと、白衣の裾を翻ひるがえして廊ろう下かに出て行った。この場を自分たちに丸投げして、隣の研究室に籠こもるらしい。

「なんて、テキトーな……おれたち、放ほうっておいていいのかよ」

　巨きよ大だいな水槽が大部分を占しめている部屋だが、貴重品や、取り扱あつかいに気をつけなければならないモノがあるのではないだろうか。

　あまりの無防備さに啞あ然ぜんとした螢がつぶやくと、大翔が「はは」と声を上げた。

「ああいう人だ。講義もユニークだし、いろいろ面おも白しろいぞ。研究者としては優ゆう秀しゆうなんだけど、ものすごくマイペースなんだよなぁ」

「……マイペースって、便利な言葉だよな。つまり、自分勝手ってことだろ。周りの迷めい惑わくを顧かえりみず、好きなようにやってる」

「ま、そうとも言うか。実害はないはずだから安心しろ。さてと……とりあえず、始めるか。昼飯は、豪ごう華かなものを食わせてもらうぞ」

　大翔は、水槽を見上げてニヤリと笑いながら両手を組み合わせる。

　二人でこのサイズの水槽掃除とは……やりがいのありそうなバイトでなによりだ。螢は皮肉の滲にじむ苦く笑しようを浮かべて、密ひそやかなため息をついた。

　労働の対価として、せめて昼食の豪華メニューに期待しよう。










「……よく考えたら、学食の一番豪華なメニューってたかが知れてるよな」

　一番高いＡ定食でも、五百円だ。確かに、自分では選ばない豪華メニューではあるけれど、なんとなく釈しやく然ぜんとしない。

「話を聞いた時は割のいいバイトだって思ったけど、そうでもない気がしてきた」

　昼食を兼かねた休きゆう憩けいを終えて研究棟とうに戻もどった螢は、巨大な水槽を前にしてボソッとつぶやいた。

　シューズと靴くつ下したを脱ぬいでいた大翔は、屈かがめていた腰こしを伸のばして水槽を見上げる。

「あー……うん。だから、学生がなかなか集まらない。一回経験したら、懲こりるみたいでさ。俺は、数少ない例外だな。短期バイトだし日ひ払ばらいしてくれるから、ありがたい」

　螢の恨うらみ言ごとに、大翔は苦い笑みを滲ませて答えた。

　日給が一万円というのも、この労働と照らし合わせればさほど高給ではないのでは。世の中、そううまい話などあるわけがない、ということだろう。

「あ、でもおやつは豪華だぞ。ハーゲンダッツ様だ。……魚の餌えさの虫やミミズと、冷れい凍とう庫こに同居してあるモノだけど」

　神経の図太い……いや、小さなことに拘こだわらない大翔らしい。螢にしてみれば、あまり知りたくない事実だったが。

「……その情報、おれに聞かせる必要なかったんじゃないか？」

　学生にとって、高価なアイスは高たか嶺ねの花だ。確かに豪華で……でも、冷凍庫で魚の餌と並んでいる図を想像すると、素す直なおに喜べない。

「大だい丈じよう夫ぶ。アイスは密みつ封ぷう包装されている」

「そういう問題じゃないだろ……」

　のほほんとした台詞に気が抜ぬけてしまい、特大のため息をつく。

　ここで文句を零こぼしても、仕方がない。掃除の続きに取りかかろう。

　シューズと靴下を脱いでジーンズの裾すそを捲まくり上げていると、背後から水伯の声が聞こえてきた。

「学食は不満か。うちの学食、値段の割に美味うまいと思うが」

　どこから聞いていたのか、戸口のところに立った水伯が腕うでを組んで自分たちを見ている。不ふ機き嫌げんそうな顔ではないけれど、仕方ないな……とでも言いたそうな苦笑を滲ませていた。

　せっかくご馳ち走そうしてくれたのに、不満を零こぼすなど無礼な学生だと思われたか……と焦あせる螢をよそに、大翔は緊きん張ちよう感かんのない笑えみを浮うかべて答えた。

「……いえいえ、Ａ定食なんて贅ぜい沢たくなモノ、自分じゃ選ぶことがないんでありがたいですよ。って、螢が言ってました」

　大翔が名前を出したせいか、水伯の視線が自分に移る。目が合う直前に、足元に視線を落とした。

　なんだろう。接した時間は長くないのに、この人は少し苦手だ。近くにいると、指先がチリチリする。

　螢が不可解な感情をなんとか抑おさえ込もうとしていることを知る由よしもなく、水伯は無ぶ遠えん慮りよに近づいてくる。

「一日じゃ終わんないだろうし、明日あしたは出前を取ってやるよ。つっても、中ちゆう華かか蕎麦そばかピザだけどな。火野坂は、なにが好きだ？」

「な……んでも、いいです」

　話しながら馴れ馴れしく肩かたに腕をかけられて、露ろ骨こつに身体からだを逃にがしてしまった。呼び名からも、当然のように「くん」が抜けている。

　失礼な態度だったはずだが、水伯は笑みを浮かべたまま半はん袖そでのシャツから伸びる螢の腕に触ふれてくる。

「やっぱり、体温が高いなぁ。冬場もこんな感じ？」

　肌はだの温度を確かめるように、肘ひじから手首に触れていたかと思えば……スッとシャツの袖そで口ぐちから脇わきに近い部分にまで指先を滑すべり込ませてくる。

　ひんやりとした指が二の腕の内側を撫なでた瞬しゆん間かん、ザワッと鳥とり肌はだが立った。

「ッ……セクハラ！」

　反射的に水伯の手を振ふり払はらった螢は、右手で左腕をゴシゴシと擦こすりながら目の前の長身を睨み上げる。

　女子学生ならともかく、その台詞せりふはいかがなものだろう……と自分でも思ったけれど、水伯は飄ひよう々ひようとした表情のまま目を瞬しばたたかせた。

「悪い悪い。あったかくって気持ちよかったから、つい」

「先生……距きよ離りを急に詰つめないでくださいって、言ったのに……」

　すぐ傍そばで成り行きを見ていた大翔が、呆あきれたように笑いながら水伯を咎とがめる。どうせなら、もっと早くに苦言を呈ていしてほしかった。

　もしも自分が猫なら、背を丸めて「フーッ」と威い嚇かくの声を上げている……。

　螢は、そんなふうにわかりやすく警けい戒かいを表しているはずなのに、水伯は相変わらず緊張感がない微び笑しようを浮かべている。

「悪かったって。でも、やっぱり火野坂……どこかで逢あってないか？」

「知りません！　学食とか生協ですれ違ちがったことくらいは、あるかもしれないですけど」

「いや、そんな一いつ瞬しゆんじゃなくてさぁ」

　目を逸そらしたら、なにをされるかわからない。そんな警戒を抱いだきつつ、水伯を睨みつけながらジリジリと距離を取る。

　なのに……どうしてこの男は、螢が後ずさりしたのと同じだけ近づいて来る？　しかも、観察するように顔を見詰めながら……。

　水槽にトンと背中が当たり、これ以上逃げられないところまで後退したことを悟さとった。水伯との距離は、三十センチほどだ。

「掃除を放ほう棄きしてもいいんですか」

　短くそれだけ口にして、グッと奥歯を嚙かむ。威嚇し続ける螢に、水伯は両手を白衣のポケットに入れながら一歩足を引いた。

「んー……そいつは困る。なーんかスッキリしないけど、ひとまず退散するとしよう。おやつの時間になったら、声をかける」

　水伯は笑ってそう言うと、軽い足取りで廊下に出て行った。

　大翔と二人で水槽の前に残された螢は、啞然とした心ここ地ちでつぶやく。

「……変人」

　なにを考えているのか、まったく読めない。螢も、同級生から散々言われ続けてきた言葉だけれど、自分より遥はるかに上手だと思う。

「あははは、確かにそうとも言う。……面おも白しろい人だろ」

「面白い、って一言で済ませるか？」

　声を上げて笑った大翔を、螢は勢いよく振り返る。

　こんなふうに動どう揺ようさせられたり、声を荒あららげたりするなどまずないことだ。

　そのせいか体温コントロールがうまくできず、握にぎり締しめた手のひらにじっとりと汗あせが滲んでいる。

　アレを『面白い』の一言で表していいものだろうか。変に追い詰められた螢にしてみれば、とんでもなく迷めい惑わくだ。

「だいたいなんで、おれにばっかり絡からんでくるんだよ」

　落ち着かない心地そのままに前まえ髪がみを搔かき上げると、大翔は掃そう除じのためのブラシを手にしながら口を開く。

「確かに……もともと気さくな人だとは思うけど、やけに螢を気にするよなぁ。ホントに初めて逢ったのか？」

「うん。口を開かなかったら芸能人並みに派手な顔だし、一回でも逢ってたら忘れないと思う。……中身は変人だけど」

　外見だけで判断すれば、容姿を売りにして仕事をしている人と言われても納なつ得とくできるいい男だという点には、異論はない。

　極力他人を避さける生活をしていて、関かかわる人が少ないから尚なおのこと、一度でも水伯と顔を合わせて会話をしていたら記き憶おくに残っているはずだ。

　水伯はスッキリしないと言ったが、それはこちらの台詞だ。あんなふうに追い詰められる理由がわからなくて、モヤモヤする。

　首を捻ひねる螢に、大翔は「ふーん？」と同じように思案の表情を浮かべて、

「じゃあ、螢のことが気に入っただけじゃないか？」

　などと、簡単な一言で片づけた。

　気に入った？

　そんな要素は、どこにもなかったはずだが。逆に、嫌きらわれてもおかしくないほどツンツンした態度だと思う。

　万が一、それが正解だとしたら……迷惑としか言いようがない。できる限り、放ほうっておいてくれるのが一番だ。

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで黙だまり込む螢をよそに、大翔はマイペースに言葉を続ける。

「研究者としては、ホントに有能なんだけどね。三十二……だったか、あの若さでポンとこの規模の研究室をもらえるって異例だろ。業界では、新進気き鋭えいの期待の研究者ってやつらしいよ。論文、読んだけど……ホントにスゲーの。水伯って名前からして水っぽいし、水に関わるために生まれてきたって感じだよな」

「水……天敵だ」

　あの男が気に食わない理由の一いつ端たんが、なんとなくわかった気がする。

　螢にとって、水は天敵にも等しいものだ。物心つく前から、相あい性しようは最悪と言ってもいい。雨も嫌いだし、風ふ呂ろは仕方がないけれど海やプールは避けて……可能な限り関かかわらないようにしている。

　幼おさな馴な染じみの大翔は、家族以外では唯ゆい一いつ、螢の厄やつ介かいな『体質』を含ふくめた事情を知る存在だ。つぶやきの意味も、察したのだろう。

「あー……まぁ、な。螢には、そうかも」

　しみじみとした調子で納得されて、無言でうつむく。

　視界の隅すみに映る大翔の足の甲こうには、五百円玉くらいの範はん囲いで皮ひ膚ふの色が違う部分がある。火傷やけどの跡あとだ。

「螢？」

　ジッと大翔の足の甲を見詰めていると、頭の上にポンと手を置かれる。我に返り、慌あわてて顔を上げた。

　大翔は、螢がなにを見ていたのかわかったのだろう。

「続き、やるぞ」

　余計なことは言わずに笑ってそれだけ口にすると、水すい槽そうを指差す。

　身体からだの向きを変え、水槽の側面に取りつけられているハシゴを上る大翔の背中を、螢は唇くちびるを嚙んでジッと見詰めた。

　この手は、他人を傷つける可能性がある。

　そう知った日から極力スキンシップを避けてきたし、感情的にならないよう自制しているつもりだ。

　そうして逃にげ続けているうちに、いつからか他人との距離の取り方がわからなくなった。なにより、拒きよ絶ぜつしていることは相手にも伝わるらしい。気がつけば、友人と呼べる存在は幼馴染みの大翔くらいになってしまった。

　水伯のように、無ぶ遠えん慮りよというか……警けい戒かい心しんの欠片かけらもなく近づいてくる人間など初めてで、戸と惑まどうばかりだ。

　あんなふうに螢に触ふれようとしたのは、水伯だけで……。

「冷たかった……な」

　物もの怖おじしないというか人ひと懐なつこそうな性格といい、ひんやりとした手といい……水と相性がよさそうなところといい、自分とはなにもかもが正反対だろう。

　あのひんやりとした指に触れられた途と端たん、感情を乱したせいで熱を上げかけていた螢の体温が下がったような気がするのは……何故なぜだ？

　チリチリと、焼けつくような不快感が纏まとわりついていた指先から、スルリと熱が逃げたみたいだった。

「おーい、螢？」

「あ……」

　ゴンゴンと水槽の内側を叩たたきながら名前を呼ばれ、慌てて顔を上げる。大翔は、螢の足元にあるバケツを指差して言葉を続けた。

「そこのタワシ、投げてくれ。あと、水みず垢あか落としのスポンジも！」

「わかった！　おれも、そっち行く」

　とりあえずタワシを投げ込むと、水垢落としのスポンジをジーンズの尻しりポケットに突つっ込んで、ハシゴに手足をかけた。

　できる限り早く、水槽掃除を終わらせよう。これさえ終われば、学部の違う水伯と螢の接点はなくなる。

　バイト代をもらって、さよならだ。







《三》







「終わった……よな？」

　ポツンとつぶやいた螢は、塩化ビニールの床ゆかに柄えの長いブラシをトンと突いて大きなため息を吐はく。

　使い慣れない筋肉を酷こく使ししたせいか、中ちゆう腰ごしの体勢でいる時間が長かったのが原因か、腰や膝ひざが痛い。

　小魚などの生体に影えい響きようする危険を避けるため強力な洗せん剤ざいを使えないので、天然素材の石せつ鹼けんしか使用できず……ブラシやタワシで頑がん固こな水垢と格かく闘とうしたこともあり、腕うでと肩かたもガチガチに凝こっている。

「……筋肉痛」

　誤ご魔ま化かしようもなくヘロヘロになっている螢を、このバイトは三回目だという大翔は苦く笑しようして見下ろしてきた。

「お疲つかれ。おまえ、適当に手て抜ぬきできない性格だからなぁ」

　同じ体勢を続けていた螢とは違ちがって、大翔は合間に背中や腰のストレッチをしながら要領よく作業を進めていたので、まだ余力がありそうだ。

「あとは、砂じや利りや珊さん瑚ごを戻もどして……水の循じゆん環かんろ過装置の設置は、先生にしてもらおう。キレイになった水槽に水を張って、珍めずらしい水草や魚が入ったところを見たら、感動するぞ。ちょっとした水族館だ」

「感動……より、今はとりあえずどっかに転がりたい」

　うつ伏ぶせで身体を伸のばして、強こわ張ばっている背筋を解ほぐしたい。が、あまりキレイではない水で濡ぬれた、この床に転がるのはごめんだ。

　持っていたブラシから手を離はなして、天てん井じように向かって思いきり伸びをする。パキパキと背中の関節が鳴る音が耳に入り……。

「うわっっ！」

　珍ちん妙みような悲鳴を上げてしまった。

　なんだっ？　冷たいモノが脹ふくら脛はぎに触さわっている？

　閉じていた瞼まぶたをパッと開いた螢は、慌てて仰あお向むけていた顔を戻して足元に視線を落とす。

　足元の冷たいモノの正体は……。

「水伯先生。やめてくださいよ」

　裾すそを捲まくり上げたジーンズから伸びている螢の素す足あしを、いつの間にそこにいたのか……しゃがみ込んだ水伯が摑つかんでいた。　>>>♥

　失敗した。早々に、ロールアップしていた裾を伸ばしておくべきだった。

「いや、不思議だなー……と思って。水に濡れても、やっぱり肌はだが冷たくなっていない。火野坂、優ゆう秀しゆうなサーモスタットを備えてるな」

　脹脛から踝くるぶしあたりまでにかけて無遠慮に両手で撫なで回され、ゾワゾワと背筋を悪お寒かんが這はい上がる。

　水伯を蹴けりつけるわけにもいかず、大おお股またで数歩離れて、膝下まで捲り上げていたジーンズの裾を伸ばした。

「サーモスタットとか、人を機械みたいに言わないでください。真冬ならともかく、夏場なんだし、これくらいで冷えたりしません」

　螢の場合は、真冬の屋外にシャツ一枚の薄うす着ぎでいてもある程度体温を高いまま保てるが……そこまで水伯に話す必要はない。

　眉まゆを顰ひそめて文句をぶつける螢に、水伯は相変わらず飄ひよう々ひようとした調子で言い返してきた。

「いや、俺が同じことをしたら、凍とう死しするかと思うくらいのレベルで体温が下がるぞ。身体が暖まるまで、ストーブの前を陣じん取どる羽目になる」

「まさか……」

　真冬の屋外ではないのだから、凍死寸前にまで体温が下がるなどあり得ない。ストーブなど、目にするだけで気分が悪くなりそうだ。

　これは間ま違ちがいなく、真顔で螢をからかっている。

「この時季に、凍死とか……」

　真冬でもないのに、凍死寸前……？　と。

　ふと、なにかが頭の隅すみを過よぎって言葉を切った。首を捻ひねって、その『なにか』を掘ほり下げようとしたところで、大翔が会話に参加してくる。

「水伯先生、冗じよう談だんみたいな冷え症しようですしね。六月に、寒いとかって震ふるえながらヒーターの前にしゃがみ込んでいる姿を見た時は、冗談かと思いましたよ」

「……餌えさやり中に手を滑すべらせて、うっかり水槽に落ちたんだ。濡れた服は着き替がえても、一度下がった体温がなかなか戻らなくて……あれは寒かった」

　しみじみと語った水伯は、やはり真顔だ。

　夏場だというのに、ハロゲンヒーターやストーブが、すぐに使える状態でこの部屋の隅にある理由がわかった。

「だから、火野坂みたいに体温が高いの、いいなー。触らせろ」

「やめてくださいって！　おれに懐なつくな！」

「ケチケチするな」

　邪じや険けんな言葉を投げつけながら逃げようとしても、水伯は容よう赦しやなく追いかけてくる。

　長い両りよう腕うでの中に抱だき込まれ、薄うすいシャツ越ごしに背中を撫で回されて、全身を駆かけ抜ぬけた悪寒にビクビクと身体を震わせた。

「っ……痴ち漢かん！」

「人聞きが悪いな。微笑ほほえましいスキンシップだろー」

「微笑ましくない！　大人げないっ」

　螢がジタバタともがいても、水伯の腕はがっしりと絡からんでいる。

　普ふ段だんなら、こんなふうに他人とベッタリ密着することなどまずない。布を隔へだてていても、水伯の手がひんやりと冷たいのがわかる。

　自分より体格のいい男に抱きつかれているという気持ち悪さや困こん惑わくよりも、疑問がムクムクと込み上げてくる。

　どうして、夏場なのにこんなに冷たい？　実はゾンビなのでは……と、子供じみた想像までしたくなる。

「た、助けろ大翔っ」

　水伯の腕の中に捕とらえられたまま、少し離れたところで傍ぼう観かんしている大翔に手を伸ばして助けを求めた。

　嫌いやがる螢に助け舟ぶねを出すどころか、まるで、ジャレる犬か猫ねこを見ているような目で自分たちを眺ながめている。

「なんで、黙だまって見てるんだ」

　神経が昂たかぶっているせいか、指先がチリチリ熱を帯びている。

　こんなふうに動どう揺ようしたら、自分がどうなるか……どんどん上がる熱を抑おさえ切れなくなりそうで、怖こわい。

「いや、対人関係にちょっとばかり問題がある螢の、いいリハビリになるんじゃないかなー……と思って」

「なるかっ！　うわ、冷た……っ」

　シャツの裾、腹のところから潜もぐり込んできた水伯の手が素す肌はだに触ふれた。これまで以上の冷たさに、スッと身体からだの熱が下がる。

　え……なんで熱が抑え込まれた？

　予想外のことに驚おどろき、目を瞠みはって動きを止めた螢の顔を見て、ようやく大翔が足を踏ふみ出した。

「先生、そろそろ螢が本気で泣きそうです。それくらいで勘かん弁べんしてやってください」

　大翔に向かって伸ばしていた右手を摑まれて、水伯の腕の中から救出される。

　大翔が介かい入にゆうしたせいか、これまでがっしりと螢を抱き込んでいた水伯の腕があっさりと解かれ、拍ひよう子し抜ぬけした。

　急ぎ足で大翔の背側に回り込み、水伯の手が届かないことを確かく認にんしてホッと息をつく。

「水すい槽そうの掃そう除じ、砂利の水みず垢あか落としも……一応、終わりました。これで問題がないか、チェックしてください」

「ああ。……おい、火野坂。仲原の背中に隠かくれて、泣いてるか？」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなく、笑えみを含ふくんだ台詞せりふだ。茶化す一言にムッとして、大翔の背中から顔を覗のぞかせて言い返す。

「泣いてません！」

　挑ちよう発はつに乗せられた自覚はあるが、水伯のことは無視できないのだ。

　目が合った螢に、水伯は「そいつはよかった」と笑い、自分たちが二日半をかけてピカピカに磨みがき上げた水槽に向き直った。

「おー、キレイになった。期待以上だな。水を張って……水草とか魚を戻もどすのも手伝ってくれ。満水になるまで少し時間がかかるから、そのあいだに昼飯にするか。学外に出てもいいぞ。ご褒ほう美びに、おまえらの好きなものを食わせてやる」

　ひと通り水槽を検分した水伯は、「ちょうど昼飯時だ」と壁かべ掛かけ時計を指差す。

　大きな時計の針は十二時半を指していて、確かに昼食時だと実感した途と端たん、空腹感がドッと押し寄せてきた。

「本当になんでもいいんですか？」

「……ここから徒歩五分圏けん内ないの店ならな」

　嬉うれしそうにニヤリと笑った大翔に、水伯はシレッとした声で条件を突つきつけた。ここから徒歩五分となれば、随ずい分ぶんな難関だ。

　後出しで『なんでも』に制限をつけられた大翔は、「えー？」と困惑の声を上げる。

「それじゃ、ラーメン屋と牛ぎゆう丼どん屋とコンビニしかありませんが。あ、走れば中ちゆう華かとカレー屋も五分圏内だ。螢、なにがいい？」

　振ふり向いて尋たずねられた螢は、咄とつ嗟さに「中華」と答える。候補に挙がった店の中で、自腹で食事するのが一番難しい店を選んだ結果だ。

　この重労働に加えて、暖を取らせろと言いながら触さわられまくったことを考えれば、それくらい安いモノだ。

「ってわけで、先生も走ってください」

　文句はないだろう、と。

　それでいいか尋ねるのではなく、「決定」を伝えた大翔に、水伯は仕方なさそうなため息で答えた。

「……年寄りを走らせるな。わかった。中華で好きなもの食わせてやる。財さい布ふを持ってくるから、ちょっと待ってろ。あ、仲原、水すい栓せん開けておいてくれ」

　踵きびすを返した水伯が、隣りん室しつに向かうべく廊ろう下かに出る。

　指名された大翔が壁のところに取りつけられた水栓を操作すると、空っぽだった水槽に注水が始まった。

「水を入れながら昼飯に行く……って、そのあいだ、これを放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶなのか？　溢あふれるんじゃないの？」

　この水量では満水になるまで時間がかかりそうだけれど、見張っていなくて大丈夫なのだろうかと心配になる。

　チラリと水槽を横目で見み遣やった螢に、大翔は「ヘーキ」と笑う。

「水栓のところにタイマーがついていて、勝手に止まるんだ。……水伯先生のスキンシップに、だいぶん慣れたみたいだな」

「慣れたんじゃない。有う無むを言わさず慣らされたんだ。隙すきがあれば触ろうとするんだから。おれが女子なら、とっくにセクハラで訴うつたえられるレベルだろ」

　露ろ骨こつに嫌な顔で言い返した螢に、大翔は「うーん……確かに」と苦く笑しようする。

「でも、おまえの熱々なバリケードをものともしない貴重な人材だ。きちんと制せい御ぎよできてるみたいじゃないか」

　そう言いながらさり気なく右手を取られて、手のひらを人差し指でトンと突かれる。

　感情を波立たせているにもかかわらず、きちんと制御していると……せっかく褒ほめてもらえたが、螢自身が意識してコントロールしているわけではない。

「おれ……っていうより、先生が抑えてる感じなんだよな。あの人の手、冷たいだろ。おれの手とかが熱くなっても、あの指で触られたらスーッと熱が下がるみたいで……特別なことはされていないのに、なんでだろ？」

　考えれば考えるほど、不思議だった。

　水伯の冷たい手で触れられると、螢自身が意図して制御するまでもなく、自然と熱が落ち着くのだ。

　いくら水伯の手が常に冷たいと言っても、これまでにないことで……わからない。

　螢が不可解な心ここ地ちで水伯の顔を思い浮うかべていると、大翔も首を捻ひねってつぶやく。

「火と水の関係か。それにしては相あい性しようが悪くないみたいだけど」

「悪い、待たせたな。スマホが行方ゆくえ不明で探してた。……火と水がどうした？　相性が悪くないのは、酢すと油じゃないか？」

　ひょっこりと姿を現した水伯が、漏もれ聞こえていたらしい大翔の言葉を口にしながら会話に参加してくる。

　戸口を振り向いた大翔は、気が抜ぬけたような口調で水伯に言い返した。

「……先生、酢と油じゃドレッシングができます」

「ん、それもそうか。……腹減ったな。行くか」

　どうも空腹が原因で、『酢と油』という言葉が出たらしい。螢と大翔を促うながして踵を返し、歩き出した。

　水槽に背を向けた螢は、並んで歩き出した大翔に肩かたをぶつけて文句を告げた。

「つーか……どこを見て、相性が悪くないとかって台詞を吐はいてんだ。おれ、本気で嫌いやがってるだろ」

「えぇー？　そうかぁ？　マジで嫌なら、とっくに火を噴ふいてんじゃないかなぁ……ッて、いてぇ！」

　のほほんと「火を噴く」と口にした大翔の肩を、容よう赦しやなく叩たたいて口を閉じさせる。

　通りすがりの人に聞かれても意味がわからないはずだが、あまり聞かれたくない。秘密にしなければならないというより、悪目立ちしたくないのだ。

「おい、なにジャレてんだ。置いてくぞ」

　螢と大翔が、ついて来ていないことに気づいたのだろう。少し先で立ち止まった水伯が、子供じみた仕草で手を振ってくる。

「置いてかないでくださいよ！　行くぞ、螢。せっかく先生の奢おごりなんだ。食いはぐれたくないだろ」

「ん」

　大翔に肩を叩かれて、立ち止まっていた水伯に駆かけ寄った。

「ま、仲良きことは美しいが」

　水伯は、追いついた自分たちに笑ってそう言うと歩みを再開させる。

　トレードマークのようになっている白衣を脱ぬぎ、肘ひじまで袖そでを捲まくり上げたシャツとジーンズという格好になった水伯は、ますます『先生』の雰ふん囲い気きではない。完全に、自分たち学生に溶とけ込んでいる。

「日ひ替がわりランチ、なんだろーなぁ」

「エビチリだといいですね」

　大おお股またで歩きながらのんびりとした声で口にした水伯に、斜ななめ後ろを歩く大翔が答える。偶ぐう然ぜんにも、螢が思い浮かべていたのと同じメニューだ。

　すると、少しだけ歩を緩ゆるませた水伯がジロリとこちらを振り向いた。

「……おまえ、水すい槽そうのエビを思い出したんだろ。アレは、食っちゃダメなヤツだからな」

「はは、わかってますって」

　……そうか。自然とエビチリが思い浮かんだのは、研究室の隅すみに置かれた小型水槽の中で漂ただよっていた、半はん透とう明めいのエビを目にしたせいか。

　研究室にあるからには、たぶん貴重な個体で……食用ではないのは確実だ。

　大翔と水伯がやり取りしているあいだ、螢は無言だったのに、パチッと目が合った水伯はクスリと笑みを浮かべる。

　考えていたことを見み透すかされたみたいで、気まずさにぎこちなく視線を逸そらした。
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　昼食を終えて研究室に戻もどると、水槽に注いでいた水がもう少しで満水になるところだった。

　タイマーで制御されていると言っていた通りに、水槽の縁ふちまで三十センチほどを残した位置から水位が上がらない。

「魚と亀かめ……珊さん瑚ごも戻してもらうか。俺も一いつ緒しよにやろう。っと……忘れるところだった。その前に消毒だ」

　水伯が壁かべ際ぎわにあるカラーボックスからスプレーボトルを持ってきて、「仲原、火野坂、手を出せ」と促される。

　大翔と並んで両手を差し出すと、霧きり状じようの消毒液が噴きつけられた。

　チラリと見遣ったスプレーボトルにはラベルなどが貼はられていないので成分はわからないけれど、魚や水草に害のないものだろう。

「水草はバケツだったな。火野坂、水草はおまえに任せた」

「はい」

　うなずいた螢は、大翔と共に巨きよ大だいな水槽に背を向けた。

　掃そう除じのために水槽の水を抜いているあいだ、魚などはドアのない続きの間に置かれた小型水すい槽そうに避ひ難なんさせてあるのは知っている。

　それらをここに戻せば、アルバイトからお役やく御ご免めんになるようだ。つまり、水伯との縁も切れる。

　早く終わらせて、平和な日常に戻ろう。広い大学構内では、そう偶然行き合うこともないはずだ。

「螢、とりあえずこれから持って行って」

「わかった」

　大翔に指示された螢は、水の中に深緑色の水草が漂うバケツを手にして、巨大水槽の前に戻った。

　ズッシリとしたバケツを持ったままハシゴを上るのは、かなり難しそうだが……ここから手を伸のばしても、うまく水槽に入れられそうにない。

　どうしたものかとハシゴを見み詰つめて立ち尽つくす螢の背に、水伯の声がかけられる。

「草は、投げ入れていいぞ」

「はぁ？　……冗じよう談だんですよね？」

　とんでもないセリフに、驚おどろいて振ふり向いた。

　色とりどりの、小さな魚が泳いでいる水槽を両手に持って運んできた水伯は、……真顔だ。

「少々手て荒あらに扱あつかったところで、どうってことない。水草を適当に投げ入れたら、魚を頼たのむ。コイツらは、こっちの小型水槽から手ですくってバケツに移して、そっとな」

「水草……本当に投げますよ」

「いいって言ってんだろ。あ、仲原。その赤珊瑚は別の水槽に移す。そろそろ、産卵期が近いはずだから……」

　螢の足元に小魚の水槽を置いた水伯は、大翔に話しかけながら踵きびすを返す。

　巨大水槽の前に立った螢は、手に持ったままだった重いバケツを床ゆかに置いて、手を差し入れた。

「なんていうか……恐おそろしく適当だな」

　根のついた水草を摑つかんでバケツから出すと、言われた通りに水槽の中へ投げ入れる。根がうまく重りの役目を果たし、ゆったりと水に沈しずんだ水草は、水槽の底に敷しき詰めた砂じや利りへと着地した。

「コレも、貴重な草なんじゃないか？　おれには、海苔のりみたいにしか見えないけど」

　次々と水草を水槽に投げ入れて、バケツを空にする。

　水草が終わったら、こっちの魚……か。

「オモチャみたいな色だなぁ。食ったら腹を壊こわしそう」

　赤や黄色、コバルトブルーといった鮮あざやかな色の小魚は、半透明なエビと同じく明らかに観賞用だ。

　小魚の泳ぐ水槽を覗のぞき込んで口にした螢の独り言に、思いがけず低い声が答えた。

「食うなよ」

　振り返ると、すぐ後ろにいる水伯が苦く笑しようを滲にじませて螢を見下ろしていた。

　しまった。バカな独り言を聞かれてしまった。しかも、敵に背中を見せている。

　ハッとした螢は、急いで屈かがめていた腰こしを伸ばして水伯に向き直った。

「……食いませんって。水草、本当に投げましたよ。こんなのでいいんですか？　なんか、まばらだし……」

　水槽の面積に対して、水草の数が少ないような気がする。透とう明めいな水の中をふわふわ漂う深緑の草は、なんとなく淋さびしげだ。

「ああ。近いうちに川に採取に行く予定だから、密集するより適度に空いてる方がいい」

「このカラフルな魚って、海水魚だと思ってたんですけど……水草を採取するのは川？　そういえば、水槽の水ってまさか水道水じゃないですよね……？」

　水伯の言葉が引っかかり、不可解な思いで聞き返す。

　海水に棲すむ魚と、川で採取する水草を同居させるのは、いかがなものだろう。この水槽の水は、海水と淡たん水すい……どちらだ？

　変なことをしたら、魚か草のどちらかが死んでしまうのではないだろうか。

　螢のそんな懸け念ねんは顔に出ていたのか、水伯が唇くちびるに微び笑しようを浮うかべる。

「俺の研究テーマの一つだ。既すでに好適環境水は開発されているが、……好適環境水って、知ってるか？」

「漠ばく然ぜんと、ですけど。地方の、理科大学が開発したもので、海水魚が生きられる海水でも淡水でもない水だとか……」

　専門外の分野だから、あやふやな知識だ。でも、画期的な水ということで話題になったので、なんとなくは知っている。

　水伯は、螢に「上等だ」と笑って、言葉を続けた。

「魚の浸しん透とう圧あつ調整に関かかわるナトリウムとカリウムの濃のう度どを突つき止めて、淡水に電解質を含ふくませることで海水魚が水道水でも飼育できるようになった。でも、他人と同じことをやっていたんじゃ面おも白しろくないからな。まったく別の方法で、それをランクアップさせた別物の特とく殊しゆな水を創つくり出せないか……って実験段階だ。まだ不安定だが、一応この水槽でイワシと金魚を同居させられるぞ」

「はぁ……イワシと金魚を」

　水伯が水の研究を主にしているということは、大翔から聞いていた。将来有望な優ゆう秀しゆうな研究者だとも聞かされていたが、あまりにも軽いというか……妙みような言動に惑まどわされて、忘れそうになっていた。

　理化学は専門外で詳くわしくない螢でも、サラリと説明されたものが困難な研究だということはわかる。

　水槽を見ながら語る水伯は、普ふ段だんのどこか軽けい薄はくな空気を一いつ掃そうした真しん剣けんな表情で、こんな顔もできるのかと……無意識に横顔を見詰める。

　螢の視線に気づいたのか、水槽を見ていた水伯がふとこちらに顔を向けた。

「なんだ、いい男だなぁって顔で、ジッと見て。……さては俺に惚ほれ直したか？」

　先ほどまでの真しん摯しな研究者とは別人かと思うほど、茶化した言葉を口にしながら笑う。螢の顔を覗き込むように距きよ離りを詰めてきて、慌あわてて足を引いて逃にげた。

「だ、誰だれが……っ、見ていません。それに、惚れ直すってなんですか？　もともと、惚れていませんから！」

　心臓が、変に脈を乱している。

　いい男だなどとは考えていなかったが、水を語る際の意外な表情に目を奪うばわれていたのは事実だ。

　しどろもどろになりながら水伯の言葉を否定しても、白々しいかもしれない。

　これ以上追つい及きゆうされたら、どう誤ご魔ま化かせばいいか……とドキドキする螢をよそに、水伯はいつもと変わらない調子で軽く続けた。

「なーんだ、残念。俺はこんなに火野坂が好きなのに、冷たいなぁ」

「冷たいのは、水伯先生のほうでしょう」

　水伯に問い詰められなかったことにホッとして、ふっと吐と息いきを吐はく。咄とつ嗟さに言い返した言葉に、水伯は、

「おお？　珍めずらしく、火野坂が冗談を言った」

　と唇を綻ほころばせて、馴なれ馴れしく髪かみを撫なで回してきた。

　せっかく落ち着いた心臓の鼓こ動どうが、また変にスピードを上げる。指先だけでなく、首から上もカッと熱くなった。

　慌ててその手を振り払はらい、水伯を睨にらみ上げる。

「冗談じゃなく、事実です」

「んー……確かに。冷たい俺と違ちがって、おまえはいつも熱いなぁ。触さわったら、気持ちいい」

「ッ！」

　言葉が終わるか終わらないかというところでスルリと首筋を撫でられ、冷たい手の感かん触しよくに瞬しゆん時じに鳥とり肌はだが立つ。

　気持ち悪いから……ではない。肌はだがざわつくのは、悪お寒かんではなくて……では、これはなんだろう？

「止やめてくださいって」

　水伯の手から伝わった冷たさを搔かき消すように、自分の手を首筋に押し当てる。ジリジリと焼けつくように、熱い。

　今、こうして触ふれているのが自分自身でなければ、火傷やけどを負わせてしまうに違いない。

　心臓が、猛もうスピードで脈打っている。脈動がドクドクと耳の奥で忙せわしなく響ひびき、同じリズムで指先が熱く疼うずいた。

　これはなんだろう。不快感ではない。得体のしれないものに対する怯おびえに似たものが、胸の奥に渦うず巻まいているみたいだ。

　混乱に巻き込まれた螢は、なにが自分を動どう揺ようさせているのか……なにを怖こわがっているのか、わからなくなる。

　ポーカーフェイスを繕つくろう余よ裕ゆうもなく、不安や怯え、色んなものが入り混じった複雑な顔をしているはずだ。

　その表情を見られたくなくて、足元に視線を落としていたせいで、水伯の動きに気づくのが遅おくれた。

「そんなに嫌いやがられたら、傷つくなぁ」

「触さわっ……！」

　のん気な声でそう言いながら、首筋のところに押し当てたままの手の甲こうに触れられ、焦あせって顔を上げる。

　火傷させてしまったかと、慌てたけれど……。

「……ぇ？」

　今にも発火しそうなほど熱を帯びていた、指の熱さが……引いた？　まだ、動悸は治まっていないのに？

　啞あ然ぜんとする螢に、水伯は表情を曇くもらせて真ま面じ目めな声で尋たずねてきた。

「火野坂、熱があるんじゃないか？　手、異様に熱かったぞ」

「いえ……先生、手……指、なんともないですか？」

「指？　どうもないが」

　不思議そうに言いながら「ほら」と目の前に差し出された水伯の手を、咄嗟に両手で摑つかんでマジマジと検分した。

　ついさっき、螢の手に触れたことは間ま違ちがいない。でも、本当になに一つ異変はないようだ。赤くなってもいない。

　どうして……？

　奇き妙みような沈ちん黙もくが漂ただよったところで、どこに行っていたのか姿を消していた大翔の声が緊きん張ちようを打ち破ってくれた。

「すみません、ちょっとお手洗いに……って、あれ？　なんかありました？」

「っ、なにも！」

　パッと水伯の手を離はなした螢は、首を左右に振ふって身体からだの向きを変える。

　無言の水伯が、螢の背中を見ているのがわかったけれど、振り向いて表情を確かめる余裕はない。

　間違いなく、変な言動だった。きっと、不ふ審しんに思われている。

　なにか言われたら、どう返せばいいか……耳の奥で忙しなく響く動悸がうるさくて、思考がうまく纏まとまらない。

「魚、水すい槽そうに戻もどしていいんですよね？」

「ああ、頼たのむ」

　大翔と話している水伯の様子は、普段と変わらない。なにを思っているのか、窺うかがい知ることは困難だ。

「あ、おれも……」

　小型の水槽の前にしゃがんだ大翔の隣となりに、同じように膝ひざを折った。奇妙な焦りを、動くことで誤魔化したい。

　そっと水槽に手を差し入れて水と一いつ緒しよに小魚を掬すくい上げた途と端たん、鮮あざやかなカナリアイエローの魚が奇妙な行動を取る。

　忙しなく腹びれや尾おびれを動かしてクルクル回ったかと思えば、腹を上にして浮うかび……動かなくなった。

「なんでっ？」

　螢は、自分の手の中で動かなくなった小魚に衝しよう撃げきを受け、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　さっきまで泳いでいた水槽に帰せば、息を吹ふき返すかと……水ごと戻しても、ぷかりと浮かんだまま動く気配はない。　>>>♥

「おれが、なにか……」

　魚の害になるようなことを、やってしまった？　でも、水ごと掬い上げただけで……手て荒あらなことをした覚えはない。

　言葉を失った螢の隣で、大翔が「あ」と短く零こぼした。

「そっか、螢……体温が」

　大翔の言葉が終わらないうちに、小さな水槽の中で泳いでいた魚たちが不安定な動きを見せる。

　ぷかり……ぷかり、と。

　色とりどりの小魚が、次々と腹を上にして水面に浮かんでいく。最後までもがいていた一いつ匹ぴきもついに動かなくなる。

　螢も、大翔も、水伯も……誰もが無言だ。大きな水槽からかすかな水音が聞こえてくるだけで、奇妙な静けさが広がる。

　この水槽に手を入れたのは、螢だけだった。自分に原因があることは明らかで、目の前の異様な光景から視線を逸そらせない。

「確かに、小魚は水温変化に弱いが……いくら火野坂の体温が高くても、熱傷で死ぬほどじゃないはずだが」

　螢の脇わきに立ち、不思議そうな声で言いながら背中を屈かがめて水槽を覗のぞき込んだ水伯に、のろのろと首を横に振る。

「いえ、おれのせい……です。酷ひどいこと、した」

　迂う闊かつだった。

　自分の体温が普ふ通つうの人より高いこと……更さらに今は、感情の昂たかぶりのせいで普ふ段だんよりずっと熱くなっていることも自覚していた。もっとよく考えれば、こんなふうに魚たちを死なせてしまうことはなかったはずだ。

　ついさっきまで、気持ちよさそうに水中を泳いでいた魚たちが、ピクリとも動くことなく浮かんでいる。

　それがショックで、震ふるえる指先を手の中に握にぎり締しめた。

「ごめん……ごめん、な」

　小さな声は、みっともなく上うわ擦ずっている。

　せっかくキレイになった水槽で、悠ゆう々ゆうと泳ぐことができたはずなのに……魚たちが可哀かわい想そうで、申し訳なくて、他ほかになにを言えばいいのかわからない。

　水槽を凝ぎよう視ししながら謝罪を繰くり返しても、魚たちに伝わるわけもない。どうすることもできず、項うな垂だれて身体を強こわ張ばらせていると、背後から両りよう肩かたに手を置かれた。

「そんなに落ち込むな。おまえが悪いんじゃない」

　これまで聞いたことのある、どんな声とも違う。

　低く、落ち着いた静かな水伯の声からは、毛け羽ば立った螢の心を宥なだめようという意図が感じられる。

「いえ、おれが悪い。おれのせいだ。……おれが、水に手を入れたから」

　慰なぐさめようとしてくれているのはわかるが、明らかに螢が原因だった。大翔もそれを知っているから、一言も口を開かないのだ。

　どんな言葉でも、螢にとってフォローにならないとわかっているから……。

「ど、したらいいですか？　魚たち、全部、死なせちゃって……。おれ、取り返しのつかないこと……」

　どれくらい貴重な魚だったのか、螢にはわからない。補ほ塡てんすることが可能かどうかさえ、見当もつかなくて途と方ほうに暮れる。

　肩に置かれたままの水伯の手からは、シャツ越ごしにでもひんやりとした冷たさが伝わってきて、わずかながら螢に平静さを取り戻させてくれる。

「魚は天然記念物とかじゃないから、大だい丈じよう夫ぶだ。せっかく水槽に入れるんなら、鮮やかな色の熱帯魚がいいなぁ……ってだけの理由で、こいつらを泳がせていた。補ほ充じゆうすればいいだけだから、気にするな」

「でも、あ……もしかして水草も」

　ハッとして、大きな水槽に目を向ける。水草も、手て摑づかみで投げ込んだのだ。

　手の熱さが災わざわいして、枯かれてしまうのでは……と不安になったが、今のところ青々とした色を保っていて安あん堵どした。

「草の生命力は強いから平気だろ。根が無事なら、再生するしな」

「じゃあ、魚の弁べん償しようをさせてください。今回のバイト代を無しにしても足りないようなら、きちんと払はらいます」

　金銭で解決していいものかどうか、バイト代を無しにしたところで賄まかなえるものかも、わからない。

　でも、子供ではないのだから、「ごめんなさい」の一言で済ませられるわけがないのは確かだ。

　弁償させてくれと頼み込む螢に、水伯は微び笑しようを浮かべたまま首を横に振る。

「気にしなくていいって。少しくらいの水温変化に耐たえられないってことは、そろそろ寿じゆ命みようだったんだろ」

「少し……じゃないかも、しれません」

　今は落ち着いたけれど、あの時の自分の手は、かなり熱かったはずだ。きっと、二、三度どころではなく水温が上がっている。

　螢が消しよう沈ちんから立ち直らないせいか、水伯は思案の表情を浮かべた。

「んー……どうしてもなにかしたい、っていうなら一つ提案がある。八月に入ってすぐ、南のほうに魚や珊さん瑚ごを採集に行く予定になっているんだが、火野坂が助手として同行してくれればいい」

　胸むな元もとを指差しながらそんなことを言われて、あまりにも予想外の『提案』に目を瞠みはる。

　魚や珊瑚の採集に、助手として？

「おれが、役に立つとは思えませんけど」

　理化学系の学生ならともかく、畑はたけ違ちがいの螢は完全な門外漢だ。助手など、務められる自信がない。

「特とく殊しゆなことは、なにもしなくていい。助手って名目の、雑用係だ。現地でも地元の学生をバイトに雇やとうつもりだが、行き帰りも一緒の荷物持ちが一人いれば、ありがたい。ただ、期間がどれくらいかかるか、行ってみないとわかんないからなぁ。草や魚、目的のものが早々に採集できたら、三日や五日で終わるかもしれん。でも、数が集まらなかったり海が荒あれて作業日が減ったりしたら、半月あまりかかる可能性もある。一応、最長で二週間……のつもりだが、それも不確定だ。夏休み、火野坂になにか予定があるなら、無理にとは言わないが」

　マイペースで強ごう引いんな人だと思っていたが、そう言って螢と目を合わせた水伯からは、強要しようという空気は感じられない。

　決定権は螢にあるのだと、真っ直すぐにこちらを見る目が語っていた。

「おれなんかを雑用係にしても、足あし手で纏まといになるだけじゃ……」

「コンドミニアムを借りることになっている。飯めし炊たきと、洗せん濯たくと……採集の補助だ。交通費や滞たい在ざい費、飯代は研究補助費から出る。沖縄、行ったことあるか？　あそこの海は、めちゃくちゃキレイだぞ」

　それだけ聞けば、お詫わびにならないのではないかと思うほどの好条件だった。他に、立候補する学生がいるのではないだろうか。

　そんな思いが顔に出ていたのか、水伯は嘆たん息そくして言葉を続ける。

「ただし、ほとんど自由時間がない。せっかく沖縄にいるのに、遊ぶ時間も気力や体力もなくなるレベルで死ぬほどこき使われるとかって学生に嫌いやがられるせいで、この一、二年は現地の学生バイトを雇う羽目になった」

　チラリと大翔に目を向けると……水伯の言葉を肯こう定ていも否定もせず、苦く笑しようを滲にじませていた。

　誇こ張ちようされているわけではなく、概おおむねその通りなのだろう。

「俺は、いいと思うけど。どうせ、実家に帰省する気もなさそうだったし……こき使われてこいよ。螢も、弁償して終わりにするより気が楽だろ」

　そんなふうに大翔に背中を押されて、渋しぶ々しぶながら迷いを手放した。

　罪悪感を軽くしたいだけの自己満足かもしれないけれど、それでお詫びになるなら螢にとっても確かにありがたい。

「そんなので、先生が本当にいいのなら……」

　懸け念ねんは、最大二週間……この男と行動を共にするということだけれど。

　これまでと同じ調子で接してこられたら、いつか火を噴ふくのではないだろうか。

　ジッと自分の手を見み詰つめていると、大翔に背中の真ん中を軽く叩たたかれた。

「……水伯先生なら、大丈夫そうじゃないか？」

　笑いながらそんなふうに言われて、グッと眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「その根こん拠きよは？」

「んー……なんとなく。この二日半くらいのやり取りを見てても、セーブされてる感じだし」

　恐おそろしくいい加減な、直感だ。

　でも、螢の背中を後押しした大翔の意図は、なんとなく伝わってきた。常に他人に対して強固なバリケードを張っている螢が、不意打ちとはいえ水伯をテリトリー内に立ち入らせたことが意外だったに違ちがいない。

　感情を揺ゆさぶられて、売り言葉を買ったり……怒おこったりしても、水伯ならサラサラ流れる水のように受け流すことも、見ていてわかったのだろう。

「水伯先生、螢をしっかりこき使ってやってください」

「なんで、大翔がこき使えとかって言うんだよ。もちろん……雑用でもなんでも、おれができる限りのことはしますが」

「よしよし。その言葉、忘れるなよ。今回の採集は、いい仕事ができそうだなぁ」

　そう言った水伯は、イタズラを思いついた子供のような……なんとなくタチのよくない笑えみを浮うかべている。

　水すい槽そう掃そう除じのバイト代をもらって縁えんを切ろうと思っていたのに、予想もしていなかった事態に陥おちいってしまった。

　嘆息して視線を落とすと、床ゆかに置かれている四角い水槽が目に入る。

「この魚たち……どこかに埋うめてあげてもいいですか？　もし可能なら、海に帰してあげたいけど……」

　自分が不ふ慮りよの事故で死なせてしまったのだから、海に帰すのが無理でもせめて埋まい葬そうしてあげたい。

　螢の申し出に、水伯は天てん井じよう付近に視線を泳がせて迷いを滲ませる。

「うーん……埋めるのはマズイかな。猫ねこが掘ほり返しそうだし、研究室で実験に使っていたから産さん廃ぱい扱あつかいになるんだ。申し訳ないけど、冷れい凍とう庫こ行きだ」

「そう……ですか」

　うなずいた螢は、水面でゆらゆらしている色いろ鮮あざやかな魚たちを見下ろして、心の中で「ごめんな」と告げる。

　やっぱり、この手は……ロクなものではない。

　ギュッと拳こぶしを握にぎって立ち尽つくす螢の頭を、水伯が無言でグシャグシャと撫なで回した。

　髪かみに触ふれられただけなのに、ひんやりとした冷たい空気が伝わってくるみたいだ。

　いつもは、余計な一言を口にして螢の神経を逆なでするくせに……ズルい。触さわるなと、振ふり払えない。

　天敵のような存在だと思っていた、水伯の手なのに……今は、不思議と螢の心を落ち着かせてくれた。







《四》







　目的地は、沖縄本島の最さい北ほく端たんに近い場所……空港のある南部とは、ほぼ対極に位置するらしい。高速道路を利用しても途と中ちゆうから一いつ般ぱん道どうを走ることになり、三時間近くかかるようだ。

　レンタカーのハンドルを握る水伯の横顔を、チラリと見る。螢の視線に気づいたのか、水伯はフロントガラスの向こうを見み据すえたまま、

「なんだ？」

　と、唇くちびるの端はしをほんの少し吊つり上げた。

　自分ではさり気なく見み遣やったつもりだったけれど、露ろ骨こつな視線だっただろうか。螢は慌あわてて視線を逸そらし、ポツポツと口を開いた。

「いえ、その……先生に運転させて、すみません。せめて、おれも免めん許きよを持っていればよかったなぁ……と思って」

　空港近くでレンタカーを借りる際、「火野坂、おまえ免許持ってる？」と尋たずねられても、「すみません」と首を横に振るしかできなかった。結果、運転を水伯に任せて螢は悠ゆう々ゆうと助手席に座っている。

　雑用係としてサポートするはずが、今のところまったく役に立っていないのだ。水伯も、予想以上に使えないヤツだと、内心ため息をついているかもしれない。

　そんな螢の不安を、水伯はカラリと笑って払ふつ拭しよくした。

「ま、ないもんは仕方ない。本格的にこき使うのは、これからだ。昼飯は途と中ちゆうのどこかで食って……コンドミニアムに荷物を置いたら、スーパーで買い出しだな。晩飯、おまえに任せていいんだよな？」

「が、頑がん張ばります。けど、大したものは作れません」

「ああ。食えればなんでもいい」

　螢に期待していないというよりも、本当になんでもいいと思っている口調だとわかり、ホッとした。

　過度な期待もされていないし、どうせ何もできないだろうと侮あなどられているわけでもないことが、伝わってきたのだ。

　狭せまい車内で他人と二人きりなど、普ふ段だんの螢なら息苦しくてどうにかなりそうなものだが……相手が水伯だと、不思議とそれほど気き詰づまりではなかった。

　水槽掃除のバイト中、不ふ可か抗こう力りよく的に研究室で接していたことも要因かもしれないけれど、よくいえばマイペースな水伯は螢に無用な緊きん張ちようを与あたえない。

　沈ちん黙もくをどうにかする必要はない。しゃべりたくなければしゃべらなくてもいいのだと、自然と肩かたの力を抜ぬくことができる。

　こんな相手は、家族や幼おさな馴な染じみの大翔以外では初めてだ。

　バイト初日に顔を合わせた時は、苦手なタイプで……天敵に等しいとまで感じていたのに、自分でも不可解だった。

「……ヤベ、黙だまってたら危険だ」

　トンネルや勾こう配ばいもほとんどない、真っ直すぐな高速道路だ。無言でハンドルを握っていれば、眠ねむ気けが襲おそってくるのかもしれない。

　一つあくびを零こぼした水伯が、螢に話しかけてきた。

「仲原とは、幼馴染みだって？」

「そうです。実家が徒歩数分の近所で……親同士の仲がいいから」

「なるほど。それで、か。出発前に研究棟とうで顔を合わせた時に、螢を頼たのみますよって念を押されたぞ。幼馴染みっていうより、過保護な兄貴っぽいな」

「昔から、面めん倒どう見みがいいし……おれが、頼たよりないんだと思います。コミュ力が低いとか、よく言われますので」

　そうして自分の殻からに引き籠こもりたがる原因も知っているから、結局は甘やかしてしまう俺も悪い……と、苦笑いしていた。

　水伯にこき使われてこいと送り出した今回の採集旅行も、リハビリというより荒あら療りよう治じに近いものがある。

　それでも、ギリギリまで「なんかあったら連れん絡らくしろよ。国内だし、迎むかえに行けないこともないから」と気き遣づかってくれた大翔は……水伯も言ったように過保護だし、心配性だ。自分でも面倒な人間だと思うのに、大翔は背を向けることなく気にかけてくれる。

「まぁ……コミュ力はそこそこあったほうがいいのは確かだが、無理して他人に合わせる必要はない。おまえは、ナンパサークルみたいなやつらの真似まねをするなよ。懐なつかない猫みたいなところが可愛かわいいんだから」

　懐かない猫だとか、可愛いという余計な一言にムッとしたけれど、眉間に皺を刻むだけで不快感を抑おさえる。

「……したくてもできません」

「はははっ、確かにそうか」

　螢はあからさまなほど無ぶ愛想あいそに答えたのに、水伯は朗ほがらかに笑った。こんな可愛げのない学生と話していて、なにが楽しいのやら……やはり変な人だ。

　もしくは、自分とは正反対と言ってもいい存在が物もの珍めずらしくて、面おも白しろがっているだけかもしれない。

　名前も火野坂と水伯だし、正反対と感じるのはお互たがい様だ。そう考えたところで、機会があれば尋ねてみようと思っていたものが、ふっと頭に浮うかんだ。

「水伯先生……」

「あ、それ。こんなところで『先生』呼びされるのは照れくさいから、今後は禁止な。だいたい、俺なんかセンセイって雰ふん囲い気きでもないだろ？」

「はぁ……」

　確かに、今の水伯を見て大学の准じゆん教きよう授じゆという職業を言い当てられる人は、皆かい無むに近いだろう。

　さすがにシャツは柄がら物ものではなく無地の水色だけれど、ゆったりとしたカーキ色のリネンパンツにスポーツサンダルとラフな格好だ。

　シャツの胸ポケットにはサングラスを引っかけていて、どう見てもバケーションを楽しむ観光客といった風ふう貌ぼうだろう。

　夏休みを謳おう歌かする人でいっぱいのリゾート地に、見事なまでに溶とけ込んでいる。

「現地の学生バイトにも、龍さんとか龍ちゃんとか龍司くんとか、好きなように呼んでもらっているぞ」

　その、馴なれ馴れしいにもほどがある……師し弟てい関係を感じさせない呼び名を、螢にも求めているのか？

　無理、と心の中で答えてため息をついた。

「じゃあ……水伯さん、で」

「おまえにしては、ギリギリの妥だ協きよう点か。まぁ、それでいい。えーと……そうだ、話を遮さえぎって悪い。なんだった？」

「え……」

　意外だった。螢の呼びかけなど、聞き流して……話題が逸れたことで、完全になかったことになったと思っていたのに、きちんと気に留めていてくれたらしい。

　軽けい薄はくでデリカシーがなくて、はた迷めい惑わくなマイペース人間とばかり思っていた水伯を、少し見直す。

　同時に、わかりやすく表面に出ている部分だけを見て、どこか軽かろんじていた自身が恥はずかしくなった。

「おい？　なにか言いかけていただろ？　螢ちゃん？」

　螢ちゃんという、ここ数年は母親にも呼ばれることのない親しげな呼び方に、眉み間けんの縦たて皺じわを深くする。

「妙みような呼び方をしないでください。……忘れました」

　本当は、忘れていない。でも、改まって尋ねる雰囲気ではなくなってしまい、ふいっと顔を背そむけて助手席の窓の外へと目を向ける。

　ポストカードで目にする南国の空そのままの、見事な晴天だ。遠くにソフトクリームのような入道雲が浮かんでいて、絵画を切り取ったみたいだった。

「思い出したら言えよ」

「……思い出したら」

　ボソッと答えて口を噤つぐむ螢を執しつ拗ように追つい及きゆうすることなく、それきり会話が途と切ぎれた。

　無神経なのかと思えば、こうして気遣いを感じさせたりして……水伯という人間が摑つかめなくて、戸と惑まどうばかりだ。

　沈黙が満ちた車内には、カーステレオからの音もカーナビの音声もなく、どちらも口を開こうとしない。

　それでも、やはり嫌いやな静けさではなかった。










　海のすぐ傍そばにあるコンドミニアムは、長期滞たい在ざいをしてマリンスポーツを楽しむ人を主な利用対象にしているのだろう。

　玄げん関かん扉とびらの脇わきに広々とした洗い場があったり、サーフボードを立て掛かけるためらしい設備があったり、螢が初めて目にするものばかりだ。

　建物の内部は、小ぢんまりとしたキッチンとバスルームの他ほかにはロフトらしき中二階に続く階段があるだけで、開放感のあるリビングが広がっていた。

　大きな窓の向こうには、ささやかながら白い砂すな浜はまとマリンブルーの海が広がっている。

　リビングの窓からも、直接海岸に出られそうだ。まるでプライベートビーチを有しているかのような、贅ぜい沢たくな立地だった。

　フローリングのリビングには、大きなソファとガラストップテーブル、薄うす型がたテレビが置かれているだけで他に目につく大きさの家具はない。

　備え付けのクローゼットらしい扉とびらはあるけれど、余計なものが一いつ切さいない十二畳じようほどの部屋はやけに広く感じた。

「荷物、ここでいいですか？」

　車のトランクから運んできた大きなスーツケースを二つ、壁かべ際ぎわに置く。

　螢の私物はスポーツバッグ一つなのだが、水伯の荷物が多いのは仕方がない。せめて、ポーターとしてくらいは役に立たなければ。

「ああ、そこでいい。火野坂、おまえがロフトを使え。俺はソファベッドでいい」

　ガランとしたリビングで唯ゆい一いつ存在を主張している大きなソファは、どうやらベッドにもなる優すぐれものらしい。

　ロフトに上がる階段を指差しながら半個室とも言えるそこを使えと言われた螢は、恐きよう縮しゆくして首を横に振ふった。

「いえ、おれがそこでいいです。先生がロフトを使ってください」

「……先生じゃないだろ」

「あ、水伯さんが、ロフトを使ってください」

　生き真ま面じ目めに言い直した螢に、水伯は苦く笑しようを浮かべて「気遣いは無用」と返してくる。

　肩かたにかけていたバッグをソファの隅すみに置き、モバイルパソコンを取り出した。

「俺は、ここのテーブルで作業をするからな。夜中までガタガタすることもあるだろうし、ソファで転がられているより、ロフトに引っ込んでいてくれたほうがありがたい。おまえの睡すい眠みんを妨さまたげることもない」

　モバイルパソコンをテーブルの端はしに置きながらそんなふうに言われると、螢には「わかりました」としか答えようがなかった。

　ロフト使用の勧すすめには、螢に対する気遣いと、水伯の仕事の邪じや魔まにならないように……と、二重の意味がある。

「さてと。落ち着く前に、買い出しと……軽く近所の案内をしてやろう。沖縄、初めてだって言ってたことだし、有名な水族館も行っておくか？　明日からこき使うからな。自由時間も、どれくらいやれるかわからん」

　財さい布ふとスマートフォンをパンツのポケットに突つっ込んだ水伯は、車の鍵かぎを指に引っかけて振り回しながら螢の脇に立つ。

「このあたり、詳くわしいんですか？」

　案内できるほど詳しいのか、と首を傾かしげた。

　よく考えれば、レンタカーに備え付けられているカーナビのスイッチを入れていなかったのに、迷わずここに辿たどり着いた。馴な染じみのある土地ということだろう。

　水伯は、螢の疑問に「ああ」とうなずいて、答える。

「ここは三回目だからな。離り島とうの方に足を伸のばすこともあるが、幸い今回は、このあたりだけで用が済みそうだ」

　ここは三回目。離島にまで足を伸ばす？

　ずいぶんとアクティブな……。

　そう、言葉もなく目をしばたたかせていると、水伯はイタズラっぽく笑った。

「清流にしかいない魚や草のために、東北の山の中でサバイバルすることもあるぞ。それと比べたら、今回のヤツは軽いアクティビティだな」

「……それは、大変そうです……ね」

　東北の山の中で、サバイバル。

　アウトドア活動とは縁えんのない螢には、未知の世界だ。どんなことをしているのか、想像もつかない。

　それも、こういっては失礼だが……優やさ男おとこというか、軟なん派ぱそうな印象の水伯が。

「学者は研究室に引き籠こもって、パソコンと睨にらめっこするか顕けん微び鏡きようを覗のぞいてるばかりだと思ってただろ？　実は体力勝負なんだぞ」

　意外だ……という思いが顔に出ていたのか、水伯はクククッと肩を揺ゆらして螢の髪かみを搔かき乱した。

　額をかすめた指先は今日も冷たくて、南国にいるとは思えない低体温だ。

「すみません。認にん識しきを改めます」

「……おお。火野坂は真面目だなぁ。もっと、砕くだけていいんだぞ」

「そんなわけには……」

　いくら『らしくない』と言っても、一応水伯は目上の人間だ。無ぶ遠えん慮りよに触さわってきたり、意味もなくからかおうとしたりするのには抵てい抗こうさせてもらうが、水伯が望むような砕け方などできない。

　それとも、こうして同じ空間にいる人間がピリピリしていたら息苦しいだろうか。

　足元に視線を落として口を引き結んでいると、ポンと頭の天てつ辺ぺんに手を置かれた。

「仕方ない。ちょっとずつ慣れてくれ。じゃ、行くか」

　螢が顔を上げた時には、水伯は既すでに背中を向けて玄げん関かんに向かっていた。だから、どんな表情でそう言ったのかわからない。

　対人関係のリハビリも兼かねて……などと言っていた大翔には悪いが、こんなのでこれから何日も生活を共にして大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。一週間かからずに終わるか、二週間あまりになるか……見当もつかないのに。

「火野坂、置いてくぞ。車を走って追いかける気か？」

「い、行きます。ちょっと待ってください」

　玄関の外から名前を呼ばれた螢は、なんとも形容し難がたい不安を抱かかえながら、小走りで水伯の後を追いかけた。
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　現地の学生アルバイトが参加する本格的な採集は明日からで、今日は下見を主な目的としている……らしい。

　車と同じくレンタルした小型の船を、船せん舶ぱく免めん許きよを有しているという水伯が操そう舵だして沖おき合あいへとやって来た。

　イメージする南国の海そのもので、このあたりの海は透とう明めい度が高い。風もほとんどないので、波も穏おだやかだ。

　螢は救命ベストを着込んで船の縁へりに摑つかまり……ここでもやはり、役に立っていない。しかも、スイムウエアを身に着けて海に潜もぐった水伯を、船上で待つだけだ。

　ゆらゆら波に揺れる小船の上で膝ひざを抱えて座った螢は、小さな白波が立つ海面をジッと見み詰つめる。

　水伯が潜って、そろそろ……五分近い？

　船底に置かれている防水の時計に目を向けてそのことに気づき、慌あわてた。

「せ、先生」

　船の縁に手をかけて、海に身を乗り出す。まさか、溺おぼれてしまったのでは……と、船と水伯を繫つないでいるロープを両手で握にぎった。

　そのロープを引っ張ろうと握った手に力を込めた直後、海面に泡あわが立って水伯の頭が浮うかんでくる。

「ぷはっ。……螢、これ受け取って」

「は……い」

　目が合った螢に、右手に持っていた緑色の海かい藻そうらしきものを差し出してくる。水伯からそれを受け取ってバケツに入れているあいだに、派手な水音を立てて水伯が小船に上がり込んできた。

「っ……と」

「あ、悪い。揺れるぞ」

「……揺れる前に言ってください」

　グラグラ揺れる船の床ゆかに座り込んだ螢は、悪びれず笑っている水伯にボソッと苦情をぶつける。

　水伯は「だから悪かったって」と笑いながら、海水が滴したたる頭を犬のように振った。細かな水みず飛沫しぶきがこちらまで飛んできたけれど、無言で頰ほおを拭ぬぐう。

　船の上で待機していた螢が、海中に潜っていた水伯に文句は言えない。

「あー……寒さみぃ。海の中にいたらいいけど、水から上がったら堪たまらん」

「うわっっ、冷てっ！」

　水伯の声が近い……？　と振り向こうとしたところで背後から伸のし掛かかられて、ビクッと身体からだを震ふるわせる。

　直射日光からの保護のために長なが袖そでのラッシュガードを着ているけれど、海から上がったばかりの水伯が容よう赦しやなく密着してくれたおかげで、びしょ濡ぬれだ。

「タオル、使ってください。おれで拭ふかないでくださいよ」

「んー……タオル、遠い。やっぱりおまえ、気持ちいいなぁ。あったかぁ……。これ、邪魔だから脱ぬがせるぞ」

　螢の苦情を聞き流した水伯は、螢が身に着けていたベストタイプの救きゆう命めい胴どう衣いを、恐おそろしいまでの早はや業わざで剝はぎ取る。

「だから、やった後に言わないでくださいって。つ、冷た……っ、水伯先生、めちゃくちゃ冷たいんですけど」

　身を捩よじる螢の抵抗をものともせずに両りよう腕うでで抱だきすくめられて、腕に鳥とり肌はだが立つ。水伯に対する嫌けん悪おではなく、冷たいモノに密着されたことによる物理的な悪お寒かんだ。

　ついさっきまで海の中にいたとはいえ、これほど体温が下がるものか？

「もともと、水との相あい性しようはいいんだ、それは構わないけどなぁ……親水性が優すぐれすぎていて、水と一体化しそうだ。たまーに、日常生活に支障がある」

「なんですか、その人外みたいな発言。まるで、河童かつぱみたいな」

「はは、水に関しては似たようなものかも」

　笑いながらさり気なく肯こう定ていされて、目を瞠みはる。背後から抱だきついている水伯には、螢の表情の変化は見えなかったはずだ。

　暖を求めてか、両腕で螢の身体を抱き込んだまま言葉を続けた。

「知ってるか？　水伯って、水神の名前だってよ。おかげかどうかは知らんが、水に関することはガキの頃ころから得意だ」

　水伯は、水神。

　空港からコンドミニアムに向かう車の中で、螢が尋たずねようとして聞きそびれていたことそのものを本人の口から聞かされて、無意識に肩かたの力が入る。

　知っていたのか。……水伯自身のことなのだから、当然か。

　無言で思考を巡めぐらせている螢をよそに、水伯はぎゅうぎゅうと抱き締しめながらマイペースに口を開く。

「おまえ、ホントに体温高いな。いつもなら、水から出たらしばらくストーブか焚たき火びに当たらないと死にそうなくらい冷えるのに……もう体温が戻もどってきた。今回、おまえを連れて来て大正解だ」

「ど、どこが正解。おれ、泳げない……ってだけで、足あし手で纏まといじゃないですか？」

　マリーナで船に乗り込みながら「おれ、泳げません」と申しん告こくしたら、さすがの水伯も絶句していた。

　海でサンプル採集と聞いた時点で、どうしてその不都合に思い至らなかったのか我ながら呆あきれる。

　水伯は、まさか泳げないなどと想像もしていなかったから、改まって尋ねなかったのかもしれないが……。

「怖こわい？　俺が一いつ緒しよにいたら平気だから、安心していい。水の事故は絶対に起きない。螢一人くらい、抱いて泳げるぞ」

「な、んですか、その根こん拠きよのない自信っ。そうじゃなくて、まったくの役立たずだと思うんですけど」

　螢を安心させるように、抱きすくめたままの腕に力を入れられて、ビクッと身体を震わせる。

　スキンシップに慣れていないせいか、こんなふうに抱き込まれながら耳の近くでしゃべられると、心臓が変に鼓こ動どうを速くする。

　だいたい、水伯の台詞せりふは的外れだ。

　螢は、泳げないから海を怖がっていると言いたいわけではなく、『役立たず』であることが申し訳ないと思っているだけだ。

「それも心配無用。泳げなくても、雑用は無限にある。陸に戻ったら、草のサンプルの調査だな。リストと照らし合わせて……」

　スルリと、抱き込まれていた腕が離はなれていった。螢が抗あらがっている時は、長い腕がしっかり巻きついていたくせに、やけに呆あつ気けない。

　どうしてだろう。冷たい身体が密着していたのに、背中が……熱い。

　まるで、つい今しがたまで水の力で熱を抑おさえ込まれていたみたいだ。水伯が螢で暖を取っていたように、螢は水伯で熱を鎮しずめられていた？

　足元の水たまりを見み据すえて考えていると、

「あ、ついでに海水のサンプルも持って帰ろう。螢、コイツに入れて」

　そう口にした水伯が、クーラーボックスからキャップつきの試験管を取り出した。差し出された試験管を反射的に受け取り、眉まゆを寄せる。

「さっきから、螢……って」

　あまりにも自然にファーストネームで呼びかけられるものだから、聞き流していた。

　今いま更さらながらの苦情だと思ったのか、水伯はタオルを手に取りながらキョトンとした顔で言い返してくる。

「なんだ、文句も言わずに黙だまってたから、了りよう解かいだと思ってた。異論があるのか？　聞くだけ聞こう」

「……いいです。好きにしてください」

　さあ言え、と笑いかけられて、討論することなく抵てい抗こうをあきらめた。どう頑がん張ばっても、自分が弁で水伯に勝てる気はしない。

　ため息をついた螢に、水伯は相変わらず飄ひよう々ひようと笑っている。

「しばらく密に過ごすんだから、堅かた苦くるしいのはヤメだ。螢も、龍ちゃんって呼んでくれていいんだぞ」

　普ふ段だんと同じ、茶化した調子でのふざけた台詞だ。螢は、眉み間けんの皺しわを深くして水伯と視線を絡からませる。

「……どれくらい海水を採取すればいいですか、水伯さん」

「ったく、真ま面じ目めだなぁ。七、八分ってところでいい。上のメモリのところ」

　わざと強調して、『水伯さん』と呼びかけた螢に仕方なさそうなため息をついた水伯は、螢が手にした試験管を指差して苦く笑しようを滲にじませる。

「わかりました」

　ボソッと答えて濡れた船底に膝ひざを突つき、船ふな縁べりから身を乗り出して海水を汲くみながら、水伯の言葉を思い起こした。

　水伯は、水神の名前。

　水との相性……親水性がよすぎて、日常生活に支障があることも。

　それは……水を火に置き換かえれば、自分の状じよう況きようとよく似たものではないだろうか？

　チラリと振ふり向いて様子を窺うかがった水伯は、「うぅ……寒ぃ」とぼやきながら、厚手のラッシュガードを着込んでいる。

　うっかり目が合ってしまい、「なんだ、見とれるほどいい男か」と笑いながら大おお股またで距きよ離りを詰つめてきた。

　急な動きに小型の船が揺ゆれ、グッと足を踏ふん張る。

「これっ、サンプルを採取しました！」

　抱きつかれる、という螢の予感はきっと間ま違ちがえていない。ゴム栓せんをした試験管を突き出すと、水伯は「おお……」と足を止めた。

「そんなに警けい戒かいしなくても……傷つくなぁ」

　試験管を受け取った水伯は、さり気なく螢の手を握にぎり締める。指だけでなく手のひらまで氷のように冷たくて、振り払はらうタイミングを逃のがしてしまった。

　寒い寒いと言っていたが、大おお袈げ裟さな発言ではなく……本当に寒そうだ。

「うん……螢は手も温かいな。あ！」

　なにやら一人で納なつ得とくしたようにうなずいていた水伯は、突とつ然ぜん目を輝かがやかせる。

　どうせ、ロクなものではない……という螢の予感は、またしても当たってしまう。

「ちょっと、その手で触さわらないか？」

　自分が着ているラッシュガードを捲まくり上げた水伯は、あろうことか螢の手を握ったまま無造作にその内側に誘ゆう導どうした。

「ぅわ！」

　肌はだの冷たさ以上に、皮ひ膚ふの下……筋肉質な感かん触しよくに驚おどろいて、手を震ふるわせながら妙みような声を漏もらしてしまう。　>>>♥

　サンプル採集のため山の中でサバイバルをすることもあるとか、研究者という肩かた書がきにしては意外と体力仕事だということは聞いていたし、ついさっきスイムウエアの水伯を見ていたのだから頭ではわかっていた。

　でも、予想を遥はるかに凌しのぐ張り詰めた筋肉の感触が手に伝わってきて、何故なぜかドギマギとした気分になる。

「痴ち漢かんっ！……セクハラの強要は迷めい惑わくだっ」

　なんとか水伯から手を取り戻して、睨にらみつけながら文句をぶつける。

　随ずい分ぶんな言い回しだと言葉を発した直後に後こう悔かいしたが、水伯は、うつむいて……肩を震わせていた。

「っく……くくっ。なにおまえ、そのチョー可愛かわいい反応。初心うぶっつーか……今時、女子学生でもそんな言い方しないっつーか……あいつらは、『センセー、腹筋触らせてよ』とか遠えん慮りよなく撫なで回してくるのに……おまえ、っ」

「それは、水伯先生だからでしょう。もしメタボ腹だったら、見せただけで容よう赦しやなく変態呼ばわりされます」

　女子学生にもない、可愛い反応だと？

　そりゃあ女子学生も、水伯のような文句なしにいい男だと喜んで触りたがるだろう。

「言葉の選せん択たくを間違っただけです。冷たくて、ビックリして……」

　螢がしどろもどろになりながら言い訳をすると、ひとしきり笑った水伯は大きく息をついて顔を上げる。

「螢が笑わせてくれたおかげで、身体からだがあったまった。とりあえず、陸に戻もどるか」

　そう言いながら、目元にかかる前まえ髪がみを搔かき上げる。直後、少し強い風が吹ふき……さらりと、水伯の前髪が風になびいた。

「あれ？　今日は、やけに髪の乾かわきが早いなぁ……？」

　不思議そうにつぶやいた水伯から、目を逸そらして背中を向けた。

　それは……螢に密着していたせいではないだろうか。

　水伯が必要以上に感情を揺さぶるものだから、身体の熱が上がって水伯の水気を蒸発させたのかもしれない。

　変に……思われてしまっただろうか？

　そっと横目で水伯を窺っても、不ふ審しんさを覚えている様子はない。

「動かすぞ。落ちるなよ」

　そう言い置いて操そう舵だスペースへと入る背中に、詰めていた息をホッと吐はいた。

　水と相あい性しようがいい水伯と、火と……相性がいいどころではなく密な関係の螢。

　性質を考えれば反発しそうなものなのに、どうして水伯はこれほど螢を気に入っているのだろう。

「おれは……やっぱり、苦手だ」

　ギュッと手を握り締しめた螢は、自分に言い聞かせるように口にして奥歯を嚙かむ。

　螢の小さなつぶやきは、低いエンジン音と海面を進む小船が波を作る水音が搔き消した。







《五》







　さほど広くないコンドミニアムに、水伯と二人きり。それも、個室と言えばお手洗いやバスルームくらいで、プライベート空間はほぼない。

　ストレスで胃に穴が開きそうだ……という螢の懸け念ねんは、最初の二日で払ふつ拭しよくされた。

　水伯は螢に必要以上に構うことなく、リビングテーブルのパソコンに向き合っている。モニターを睨みつけていたかと思えば、ノートを取り出してぶつぶつ口にしながらペンでなにやら書き込み……自分の世界に入り込んでいる。

　無ぶ遠えん慮りよに絡んでくるのではないかと、水伯を警戒していた自分が馬ば鹿かみたいだ。

　夜、螢が「お先に失礼します。おやすみなさい」とロフトに引っ込んでからも作業を続けているようで、何時にソファベッドに横になっているのかわからない。

　朝の七時に螢がロフトから降りると、意外にも丸く縮こまって眠ねむっていて……初めて見た時は、ギョッとしてしまった。

　しかも、少しばかり声をかけたり足音をさせたりしたところで、眠りから覚めることはない。研究者としての集中力は、眠りにも適用されるのだろうかと不思議になる。

「おはよーございます」

　今朝も、螢が声をかけてもピクリともせず眠り続けている。

　大だい胆たんに大の字で眠りそうなイメージだったのに、丸く小さくなっている水伯は、起きている時とは別人のように繊せん細さいな雰ふん囲い気きだ。

「動物みたいっていうか……肩かたが凝こりそうな寝ね方かただよなぁ」

　苦く笑しようした螢は、ソファベッドの水伯を見下ろしてつぶやいた。すぐ傍そばにある他人の気配やこれくらいの声では、眠りの妨ぼう害がいにはならないらしい。

「とりあえず、朝ごはんの準備か」

　リビングの窓を覆おおう厚いカーテンを開け、キッチンスペースに向かう。ソファベッドの真横を、足音を立てて通り抜ぬけても、水伯は動かない。

　冷蔵庫から取り出した食材を並べ、熱したフライパンにスパムを置き……香こうばしい匂においが室内に漂ただよい始めたあたりで、水伯が動いた気配がした。

「……スパム……卵は目玉焼き……」

　寝言のようなつぶやきに顔を上げると、ソファベッドに座り込んだ水伯が大きく伸のびをしていた。

　今、まさに卵を割ろうとしていた螢は、目を瞬しばたたかせて手を止めた。

　ガスコンロやシンクなど、調理スペースが組み込まれているキッチンカウンター越ごしに「おはようございます」と声をかける。

　水伯は、眠りの余よ韻いんを漂わせたぼんやりとした顔で、

「んー……食パンは二枚。一枚はクロワッサン……ベーグル……」

　などと、呼応しているとは言い難がたい一言を返してきた。しかも、支し離り滅めつ裂れつだ。

　ダメだ。これはまだ、半分くらい眠りの中だ。

　嘆たん息そくした螢は、焼き目のついたスパムの隣となりに卵を割り落として、コンロの火を弱めた。

　朝の水伯と接するのは三度目だが、寝起きはよろしくない。普ふ段だんの爽さわやかさが噓うそのように、ぼんやりとしている。

　正常モードになるには、熱いコーヒーを飲んで更さらに五分ほど経過しなければならない。

「螢」

「はい？」

　覚かく醒せいしてもらうためにコーヒーを淹いれていた螢は、不意にハッキリとした声で名前を呼ばれて顔を上げる。

　カウンター越しに目が合った水伯は、窓から差し込む光に眩まぶしそうに目を細め……眉み間けんに皺しわを寄せた気難しそうな顔で、螢を手招きした。

　なんだろう？　普ふ通つうの声で話しても難なく聞こえる距きよ離りなのに、わざわざ呼びつけて話すことが？

　コーヒーを胃に入れる前に、きちんと目を覚ますなど……三日目にして初めてだ。

「ちょっと待ってください。火を止めてから……」

　コンロの火を止めた螢は、怪け訝げんな面おも持もちでキッチンカウンターを回り込み、水伯が座り込んでいるソファベッドの脇わきに立つ。

　水伯は、真顔で螢を見上げてきた。

「なに……っっ！」

　なんの用だと問いかけようとしたところで、言葉もなく右手を摑つかまれてグッと強く引っ張られた。

「うわ！」

　身構える間のない不意打ちだったせいで踏ふん張ることができず、水伯の上に倒たおれ込むような体勢になってしまう。

　けれど水伯は、伸のし掛かかる螢と共倒れになることなく、待ち構えていたかのようにしっかりと抱だき留めた。

「水伯さん、危ないだろ……っ！」

　抗こう議ぎの声を上げて離はなれようとした螢をよそに、水伯はがっしりと両りよう腕うでで螢の身体を抱だき込んでいる。

　なにをどうやっているのか、ジタバタともがいても長い腕は絡からみついたままで、一向に放される気配がない。

「あー……ぬくいなぁ」

　しかも、耳のすぐ傍で悦えつに入ったのん気な台詞せりふが聞こえてきた。どうやら水伯が、自分で暖を取っているらしいと気づいて、カーッと頭に血が上る。

　わざわざ呼び寄せて、予告なく引っ張り込み……言う言葉が「ぬくいな」だと？

「朝から、ふざけないでください」

　用事があるから呼ばれたのだと思っていたのに、まさか……コレが、わざわざ螢を呼び寄せた理由だろうか。

　だとしたら、許し難い。

「水伯さんっ！」

「んー……もうちょっと」

　螢の抗議を完全に聞き流して、Ｔシャツ越しに背中を撫なで回してくる。薄うすい布を通して感じる水伯の手は、今日も冷たい。

「やっぱりあったかいなぁ、螢。もっと早く、こうすりゃよかった。いつもなら起き抜けは頭も身体からだも鈍にぶくて、動くのに時間がかかるんだが……今日は、早々に覚醒モードに入ることができたぞ」

　背中を無遠慮に撫で回しながらのそんな台詞に、ブチンと堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

　憤いきどおりが理性を突つき破り、どんどん心しん拍ぱく数すうと体温が上じよう昇しようしていくのがわかる。握にぎり締しめた手が、熱い。

　……このままでは、火を噴ふいてしまいそうだ。

「いい加減に、しろっ！　朝っぱらから鬱うつ陶とうしい！」

　なんとか水伯の肩を押し返して、蔓つるのように巻きついていた長い腕の中から逃のがれることに成功する。

　指が……指だけでなく、手のひら全体が熱を纏まとっている。今の自分が生卵を握れば、ゆで卵ができそうだ。

　チリチリする指先を見下ろしていると、大翔曰いわくハリネズミレベルでトゲを身につけている螢とは対照的な、緊きん張ちよう感かんに乏とぼしい声が耳に飛び込んでくる。

「気持ちいいからって、調子に乗って悪かった。そんなに怒おこるな」

「あ……」

　さり気なく手を握られて、ビクッと肩を震ふるわせる。

　ヤバい。火傷やけど、させたっ？

　焦あせって水伯を見下ろしたけれど、螢の手を握っている水伯は熱そうな素そ振ぶりを見せることなく笑っている。

　……なんで？　絶対に、尋じん常じようではない熱さのはずだったのに……。

「やっぱり、あったかいな」

　呆ぼう然ぜんとする螢を見上げた水伯は、「熱い」ではなく「あたたかい」と言いながら螢の手を握る指に力を込める。

　今にも火を噴きそうだった螢とは対照的に、その指は冷たい。冷たい……けれど、螢の手を握っているうちにぬくもりを帯びていく。

　まるで、互たがいの体温が馴な染じみ……相そう殺さいしているみたいだ。水伯の冷たさに抑おさえ込まれているかのように、螢の手に滞とどこおっていた熱が収束する。

　水伯の手に握られていたら……自分でも制せい御ぎよしかねる熱が治まる？

「んー、腹が減った」

　水伯は、右手で螢の手を握ったまま、左手をパジャマ代わりのＴシャツの裾すそから手を入れて脇腹を搔かき、のんびりとした調子でつぶやく。

　ぼんやりとしていた螢は、ハッと顔を上げた。

　しまった。惚ほうけていたせいで、水伯に握られた手を取り戻もどすタイミングを逃していた。

「あ、コーヒー……淹れてたんだ。持ってくるから、手を離してください」

「ああ。残念」

　キッチンカウンターを振ふり返りながら、水伯の手から自分の手を引き抜ぬく。ひんやりとした手が離れて行った途と端たん、じわりと指先が熱を帯びて眉まゆを顰ひそめた。

　やはり、水伯が螢の熱を抑え込んでいたのだろうか。

　でも、どうやって？

　不可解な気分で、カウンターのところに置いてあったマグカップを手に取る。すっかり冷めていたが、マグカップを両手で包み込むように持って、水伯の目の前にあるテーブルの端はしに置いた。

「どうぞ。あ、食パンとかクロワッサンとかベーグルとか言ってましたけど、食パンしか用意していないのは知ってますよね」

「うん？……俺、そんなコト言ったか？　憶おぼえてねーなぁ」

　首を捻ひねった水伯は、マグカップを持って無防備に口をつけ、「アチッ」と眉間に深い縦皺を刻んだ。

　そして、不思議そうにマグカップを見み詰つめる。

「熱いくらいなんだが……レンチンとか、してないよな？　んー……？」

　螢は、あえてなにも言わずにキッチンカウンターへと戻る。

　少し、イタズラが過ぎただろうか。

　まさか、螢がマグカップを握っただけでコーヒーが温度を上げたとは……思い至らないと思うけれど。

　朝食の最中も、水伯は何度もマグカップを不思議そうに見み詰つめて……首を捻ひねりながら、慎しん重ちように口をつけていた。

　恐おそる恐るという表現がピッタリで、警けい戒かいの仕方がなんとなく可愛かわいかったから、うつむいてこっそり笑ってしまった。

　そうして螢が笑っていたことは、マグカップを見み据すえていた水伯には気づかれていないはずだ。




　　　　□　□　□




「あ、来た！　水伯先生！　龍さん！」

　マリーナの駐ちゆう車しや場に車を停とめ、荷物を抱かかえて船に向かっていると、元気のいい女の子の声が水伯の名前を呼んだ。

　大型のクーラーボックスを二つ重ねて抱えている螢は、足元が見えないこともあって慎重に足を運んでいる。顔を上げて、声の主を確かく認にんする余よ裕ゆうはない。

「あれ？」

　不意に視界が晴れると同時に、抱えていたクーラーボックスがふわっと軽くなる。驚おどろいて顔を上げた螢のすぐ前に、ついさっきまで螢の手にあったクーラーボックスを一つ抱えた男が立っていた。

「危なっかしいな。前、見えてなかっただろ。一つ龍さんに持ってもらえばいいのに」

「……どうも」

　目を逸そらして、ボソッと無ぶ愛想あいそにつぶやく。

　荷物を引き受けてくれたことといい、水伯の名前を呼んだことといい、きっと彼も水伯のサポートをするためにここにいる現地の学生だ。

　陽ひに焼けた肌はだと色素の薄い髪かみ、初対面の螢に人ひと懐なつっこく笑いかけてくる態度も……苦手なタイプかもしれない。

　螢の態度は友好的とは言い難いものだと思うが、彼は気にする様子もなく踵きびすを返してクーラーボックスを船のすぐ脇わきに運んだ。

「もー、龍さん遅ち刻こく！　ウチナータイムに馴染んでどうすんのよ」

「待ちくたびれた！　帰っちゃおうかと思ったよ」

　螢の後ろから歩いてきた水伯に、駆かけ寄った女の子が苦情をぶつけている。もう一人の女の子も加わり、両りよう脇わきを挟はさまれた水伯は苦く笑しようを浮うかべて言い返した。

「ってほど遅おくれてないだろ。十分くらいか」

「私たちが時間ピッタリに来てたのに！」

「悪い悪い。ドライアイス屋とコンビニに寄り道してた。……おまえらの昼飯とおやつだ。まだ文句があるなら聞こう」

　水伯の遅刻の理由が、コンビニでの買い物だと聞かされた女の子たちは、途端に曲げていたヘソの位置を戻したらしい。

　腕うで組ぐみをして胸を張った水伯に、ケロリと笑いながら、

「文句なんかないでーす。アイスもある？」

　と言って、クーラーボックスに視線を向ける。

「適当に買い込んだから、好きなの食え。ドライアイスは後でサンプルの保管にリサイクルするから、食うなよ」

「あはは、食えません！」

　ずいぶんと親しげなやり取りに、水伯はどこに行っても水伯か……と呆あきれた気分になる。

　ため息を吞のみ込んで、地面に置かれていたクーラーボックスの上に自分が抱えていたものを重ねる。

　腰こしを伸のばして顔を上げると、さきほど螢の手からクーラーボックスを一つ引き取ってくれた男と目が合った。

「龍さんの助手？　学生？」

　Ｔシャツと、スイムウエアらしいハーフパンツという服の上からでも、体格がいいことがわかる。

　四、五センチ高い位置から見下ろされ、螢は笑い返すことなく答えた。

「……雑用係です。水伯さんと同じ大学の学生ですが、学部は別なので」

「へぇ……っと、名前は？　俺は、遠えん藤どう久ひさ弥や。久弥でいいよ」

　遠藤、か。地元の学生とは聞いていたけれど、出身地は沖縄ではないのかもしれない。

　ロクに話してもいないうちに、ファーストネームで呼べという懐なつっこい言葉には戸と惑まどいつつ、ひとまず自分の名前を名乗った。

「火野坂螢です」

「螢ね。了りよう解かい。あと、タメ口でいいから」

「でも……おれ、一年だし」

　きちんと聞いてはいないけれど、彼は確実に年上だと思う。大翔も年上だが、幼おさな馴な染じみの彼とはわけが違ちがう。

　螢は、最低限のことを短く返すだけで笑いかけるでもなく……無愛想な言動のはずだが、久弥は気にする様子もなく言葉を続けた。

「俺は三年だから、二つ上か。気にするほどの差じゃないだろ。あいつらもあんな感じだし、堅かた苦くるしいのは肩かたが凝こる」

　あいつらと視線で指した先では、二人の女子学生が水伯を挟んで談笑していた。女の子が水伯の背中を叩たたいたり、無ぶ遠えん慮りよなスキンシップを交えたりしながら楽しそうに話す図は、やけに親密そうだ。

　水伯が実際の年ねん齢れいより若く見えることもあって、こういってはなんだが……チャラい空気が漂ただよっている。

　螢と同じように三人を見ながら、久弥が口を開いた。

「俺たち、春も龍さんと作業したから二回目なんだ。あいつら、前回から龍さんのことめちゃくちゃ気に入っててなー……今度こそ自分が落とす、って睨にらみ合ってライバル宣言してた。バイトだっつーの」

　呆れたような最後の一言がなんだかおかしくて、ふ……と唇くちびるを綻ほころばせた。

　その、思わず漏もれた笑えみを目め敏ざとく見られてしまい、久弥が声を上げる。

「やっと笑った。龍さんが連れてきたのが、螢でよかったよ～。これで女子学生だったら、立つ瀬せがない。仲よくしよ」

「あ……」

　躊躇ためらいなく右手を握にぎられて、ぶんぶんと上下に振られる。こんなふうに、自然に握あく手しゆされるのは初めてだ。

　戸惑う螢に、久弥は「力仕事は任せろ」と笑みを深くして、顔を覗のぞき込んでくる。

「任せはしないけど……女の子ばかりじゃなくてよかったって、おれも思う。想像するだけで、怖こわい」

　これでもし、久弥が女の子だったら……と想像したら、ゾッとする。社交的な彼以上に、立つ瀬がない状じよう況きようだっただろう。

「あははは、確かに怖いよなぁ。螢、大人しい感じだし。女のパワーに絶対負ける」

　無愛想ではなく大人しいと、慣れない言い回しで表現されて、どう答えればいいのかわからず唇を引き結んだ。

「ほら、お仕事だろ。乏とぼしい研究費からバイト代を払はらうんだから、給料以上に働けよ。螢、久弥。海に出るぞ」

　女子学生二人を伴ともなった水伯が、係留してある船の脇に歩み寄ってくる。

　通り過ぎざまに、おざなりな口調で「よろしくー」と声をかけられたけれど、彼女たちは螢など眼中にないのだろう。

　螢が言葉を返す間もなく、係留してあるロープを解ほどく水伯の脇にしゃがみ込んでいる。

　自己紹しよう介かいをする気もなければ、螢の情報を知りたくもなさそうだ。二人して、水伯しか見えていない。

「……キツそうになったら、超ちよう肉食のあいつらから龍さんをガードしてやろうな」

　そう言いながら久弥にポンと肩に手を置かれ、どう返せばいいのかわからず……かすかに頭を揺ゆらした。

　水伯なら、自力で切り抜ぬけられそうだが……この面子メンツで作業すると思えば、先行きがなんとなく不安だ。










「じゃあ、また明日あした！」

「お疲つかれ様でしたっ」

　親しん睦ぼく会という名目での宴えん会かいが終わり、マリーナのすぐ近くにある居酒屋を出る頃ころには、すっかり深夜になっていた。

　水伯と螢は車で十五分ほどのコンドミニアムに戻もどるけれど、久弥たちは自前の自転車で寮りように帰るらしい。

　自転車も、飲酒運転ではないのか……と、酒しゆ豪ごうの域に達していた女の子二人をチラリと見み遣やる。

「いいから、しっかり前を向いて歩けっ。海に落ちるなよ！」

　水伯の言葉に、二人は「はーい」とか「わかってますぅ」と、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか不安になる調子で答える。

　特大のため息をついた水伯は、久弥の肩に両手を置いた。

「久弥、莉り奈なと朱あか里りを頼たのんだ」

「あー……仕方ないので、頼まれます。チャリ、押して……歩いて帰ります。酔よい覚ましの散歩になるし」

　二人と同じくらい飲んでいた久弥は、まったく危なげのない口調と足取りだ。一いつ滴てきも飲んでいない螢や水伯と、普ふ通つうに会話ができる。

「本当は、車で送ってやればいいんだが」

「足がないと明日の朝が困るんで。まぁ、この感じなら大丈夫でしょ」

「なんかあったら、電話してくれ」

　心配だと表情を曇くもらせる水伯に、久弥は軽く「へーき、へーき」と答えて手を振ふった。

　ふと目が合い、ズイッと螢に距きよ離りを詰つめてくる。

「酒を酌くみ交かわせなくて残念だ。でもこれで、ちょっとはあいつらとも打ち解けられただろ。肩、カーマインローション塗ぬるのを忘れんなよ」

　日焼けで赤くなっていた肩を指差されて、コクリとうなずく。

「……うん」

　本当は、少しくらい赤くなっていても螢に鎮ちん静せいケアの必要はない。きっと、もう赤みも引いている。

　それでも気き遣づかいを素す直なおに受け取り、

「久弥も気をつけて」

　と、酔っ払ぱらい二人に視線を向けた。久弥は、「慣れてるから大丈夫だって」と笑い、二人を促うながして自転車置き場に向かう。

　作業中の船の上で色々と聞いたが、同じ海洋学科に在ざい籍せきして隣りん接せつする寮に住んでいる三人は、普段から仲がいいらしい。

　水伯と二人になり、「俺らも帰るか」という一言を合図に、ここから徒歩数分のマリーナの駐ちゆう車しや場へと足を向けた。

　この先には、マリーナがあるのみだ。夜でも楽しめる観光地や宿しゆく泊はく施し設せつが近くにあるわけでもなく……深夜ということもあってか、海沿いの道路を通る車はない。

　街灯もほとんどなくて、すぐ傍そばの海に浮うかぶ船の光と夜空に瞬またたく星が、怖いくらいハッキリと見える。

「……久弥と、随ずい分ぶん打ち解けたみたいだな。ちょっと意外だった」

　数歩前を歩いていた水伯が、ボソッと口を開いた。

　沖おきを見ていた螢は、白いシャツに包まれた水伯の背中に視線を移してうなずく。直後、背中を向けている水伯には見えないかと唇を開いた。

「あ……はい。おれが無ぶ愛想あいそでも、気にしないし……大らかで、なんとなく大翔に似てるせいかもしれません」

「俺には、怖い顔でツンツンしていたのに」

「それは、水伯さんにも原因があると思いますが」

　水伯が無遠慮にスキンシップを図はかったり、不必要なほど螢に絡からんで来たりしなければ、螢もツンツンする理由などない。

　どうして、責め……いや、拗すねたように文句を言われなければならないのだ。

「ほら、それっ。言葉遣いも！」

　突とつ然ぜんピタリと足を止めた水伯が、振り向いて螢の胸むな元もとに指を突つきつけてくる。

　なんなんだこの人。本当に、子供みたいに……。

「そんな簡単に、切り替かえられるわけがないでしょう。水伯さんこそ、莉奈さんと朱里さんに挟はさまれて……ハーレムみたいでしたけど」

　しまった。余計なことを言ってしまった。

　自分の発言を後こう悔かいした直後、水伯の声が変わる。

「ん？　なに、ヤキモチ？」

　わずかに笑みを含ふくんだ、どことなく嬉うれしそうなもの……？

　暗くて顔がよく見えないから、声で推測するしかない。でもこれは、螢をからかおうとしているに違ちがいない。

「違いますっ！　なんで、そんなの……」

　なんだろう。心臓が、変だ。ドキドキ……激しく脈打っている。

　あちらからもよく見えないとわかっていても、言葉で言い表せない気まずさが胸の中いっぱいに満ちて、ぎこちなく水伯から顔を背そむけた。

　動どう悸きのせいで胸が苦しい。指先が、チリチリする。

　これでは、まるで……図星を指されたみたいな？　まさか。

　なんとか動どう揺ようを抑おさえ込む螢をよそに、水伯はいつもと同じのん気な口調で言葉を続けた。

「心配しなくても、螢もイケメンだぞ。もうちょっとだけ愛想よくしたら、女の子にモテるだろ」

「あ……」

　そっち、か。

　水伯は、莉奈と朱里の二人で両手に花の状態になっている自分を、羨うらやんでいるのかと……そう、からかい混じりに口にしたらしい。

　普通に考えれば、それで当然だ。

「っ！」

　思い至った途と端たん、首から上だけでなくカーッと全身が熱くなった。

　なに？　自分は今、どっちにヤキモチを妬やいてるのだと……図星を指された気分になった？

　自分自身がよくわからなくて、速足で水伯を追い抜く。

「あ、おい……螢。車、そっちじゃないぞ」

　背中を追いかけてきた水伯の言葉に歩を緩ゆるませたけれど、顔の熱はなかなか引きそうになくて、腕うでで何度も頰ほおを擦こすった。

　こんな顔、水伯に見られるわけにはいかない。

　自分でも正体が摑つかめない動悸は、水伯がハンドルを握にぎる車がコンドミニアムに着いても治まってくれなくて。

「すみません……先にバスルーム使って、いいですか」

「ああ。お疲れ」

　水伯の顔を見られないまま逃にげるようにバスルームに駆かけ込むと、全身の熱を下げようと冷たい水を頭から浴びた。







《六》







　久弥と莉奈と、朱里。

　最初はどうなるかと不安ばかりだった三人との共同作業も、三日目になればある程度慣れたと思う。

　なにより、三人とも螢が無愛想でも気にしない。逆に、サボろうとすることなく黙もく々もくと働くイイ子と言われてしまい、螢のほうが戸と惑まどった。

　人ひと懐なつっこいというか変に遠えん慮りよすることのない彼らのおかげで、コミュニケーション能力が低いと自他ともに認める螢でも、それなりにやっていけそうだ。

「螢、この草はそっち。このバケツのヤツとは種類が違う」

「あっ、はい。ごめん」

　水伯や久弥たちが海中で採集した草を、船上で待機している螢が網あみから取り出して種類ごとに分ける。

　そんな単純作業なのに、門外漢の螢はイマイチ役に立っていない。

　久弥に指差されたバケツから海かい藻そうを一株取り出して、隣となりのバケツに移動させた。

「龍さんは、まだ海の中か」

　肩かたにタオルをかけた久弥は、船の縁へりから身を乗り出して海を覗のぞき込んだ。透とう明めい度の高い海は、海中の人ひと影かげを簡単に視し認にんすることができる。

「春の時も思ったんだけど、水生動物みたいだよなぁ。水との相あい性しようが異様にいい。たまに、水に溶とけ込むんじゃないかと不思議になる」

「……うん。おれも、そう思う」

「龍さんが手の中に掬すくったら、魚が『水を得た魚』って感じになって、元気を取り戻もどしたこともあったし。水に関する超ちよう能のう力りよくでも持ってるんじゃないのか？」

　いくらなんでも、超能力はないだろう……と、笑えなかった。自分のように感情の起き伏ふくで熱を発する人間がいるのだ。

「いろいろ……不思議だな」

　確かに、水伯はたまに水を操あやつっているのではないかと思うくらい本人曰いわく『親水性が高い』と感じることがある。久弥が言ったことが本当なら、体温で魚を死なせてしまった螢とは、正反対だ。

　今も、生き生きと海に潜もぐっている。

　他ほかの三人は適度に船に上がって休んでいるのに、水伯はほとんど休きゆう憩けいすることもなく海中での採集作業をしているのだ。

　それも、動きづらくて邪じや魔まだから……という理由で、ウェットスーツではなく普ふ通つうのスイムウエアを身に着けて……。

　穏おだやかな海面をぼんやり見ていると、人影が浮かび上がってきた。

「ふぁ……疲つかれたっ。螢、受け取って。久弥、ついでに引っ張り上げて」

「あ……お疲れ様です」

　水面に顔を出した莉奈に網を手て渡わたされて、ズシリと重い網を船の上に引き上げる。久弥は莉奈を引っ張り上げようと手を摑み……、

「おー、お疲れ。……重いぞ」

「失礼なっ！」

「うわ！」

　余計なひと言を発して、海に引きずり落とされた。

　派手な水音と飛沫しぶきが上がり、小さな船がグラリと揺ゆれる。慌あわてて船の縁に摑まった螢は、海中を覗き込んだ。

「二人とも、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぶはっ、鼻に海水が入った！　ランボーな女だなっ」

「自じ業ごう自得でしょ」

　二人は、顔を突き合わせて侃かん侃かん諤がく諤がくと言い合いながら、船に摑まっている。

　螢が手を差し伸のべるまでもなく、莉奈は久弥の肩に手をかけ、踏ふみ台にして船に上がってきた。実に逞たくましい。

「あれ、朱里は？」

「あ、さっき水伯さんに手伝えって言われて海に……」

　大判のタオルを差し出して答えていると、タイミングよく船から少し離はなれたところに二人が浮うかび上がる。

　まだ海中にいた久弥が二人から網を受け取り、螢に「はい」とパスしてきた。それを引き上げて床ゆかに並べていると、三人が順番に海から上がってくる。

「皆みなさんお疲れ様でした。お茶、持ってきます」

　迎むかえた螢は、用意してあったタオルを三人に手渡して、熱いお茶の入ったポットとカップを船室まで取りに行った。

「お茶と……お菓か子しもどうぞ」

　プラスチックのカップと合わせて、疲ひ労ろう回復効果を謳うたったバータイプのチョコレート菓子を四人に配る。

　海に入れない螢ができるのは、この程度のサポートだ。

　誰だれも不満を口にしないけれど、船上での雑用など楽な仕事だということは自覚している。せめて、できる限りの後方支し援えんを……とバタバタしている螢を、水伯が手招いた。

「螢。これ」

「あっ、はい」

　空になったプラスチックカップを水伯から受け取り、トレイに置いた……直後、腕を摑んで引っ張られた。

「わっっ、水伯さん……っ」

「今日はこれくらいでいいか。一休みしてマリーナに戻る」

「了りよう解かいです。草の仕分け、しておきますか」

「そうだなー。やってもらえるとありがたい」

　驚おどろきの声を上げて硬こう直ちよくしている螢を、当然のように抱だき込んで……普通に他の三人と話している。

　水伯の髪かみから滴したたった海水が頰に当たり、ゾクッと背筋を震ふるわせた。

「ちょ……と、水伯さん。なにやってんです」

「ん？　暖を取ってる。寒さみぃんだよ」

「おれは湯たんぽですかっ」

　そうとう奇き妙みような光景だと思うのだが、久弥も莉奈も朱里も、笑って見ているだけだ。

　莉奈などは、初日はさすがに「なにしてんのソレ」と引いていたようだが、三日目ともなれば慣れてしまったらしい。

　水伯の冷え症しようと対照的に、螢の体温が高いことは、既すでに全員が知っている。

「気持ちはわかるかな。螢って、平熱が高いんだよなぁ。それに、心なしか近くにいたら乾かわきが早いような気が……」

「久弥、触さわるな。螢は俺の専属だ」

「えー……ケチ。龍さんだけ独り占じめしてないで、俺にも暖を分けてよ」

「……ヤダ」

　もぞもぞ身み動じろぎをする螢を両りよう腕うでで抱き込んだまま水伯と久弥が言い合っている。自分の頭上で交かわされている会話に、頭が痛くなってきた。

　ケチと口にする久弥もどうかと思うが、それに「ヤダ」と子供のような一言を返す三十代はとことん大人げない。

「いい加減にしてください。莉奈さんと朱里さんが呆あきれてるでしょう」

　水伯に抱き込まれたまま女性二人を見み遣やると、バッチリ視線が絡からんだ。螢の目は「助けて」と訴うつたえていたらしく、腰こしを浮かせた莉奈が手を伸ばしてくる。

「龍さん、螢が泣きそう。っていうか、こんな美女が二人もいるのに、無視して男の子を取り合うって……ナニゴト？」

　冗じよう談だんめかしてそう言いながら、螢の腕を摑つかんで引き離してくれる。水伯の腕の中から救出されてホッとする間もなく、莉奈にガシッと両手を握にぎられた。

「ちょ……ホントにあったかいんだけど。これは、龍さんの気持ちがわかるわぁ。朱里も触ってみなって」

「えー？　って……やだ、ホントだ」

　今度は、女の子二人がかりで腕や肩かた、背中を撫なで回される。異性にこんなふうに触られたことなど、これまで一度もない。

「……っ！」

　二人の手を「触るな」と振ふり払はらうこともできず、頰ほおを引き攣つらせた螢は、言葉もなく身体からだを強こわ張ばらせて凍こおりつくだけで精いっぱいだった。

「はい、そこまで」

　よほど悲ひ惨さんな顔をしていたのか、久弥が割って入ってくれた。

「螢の引き攣り具合が、可哀かわい想そうになってきた。餓うえたメスライオンに押さえつけられた、ガゼルの子供っぽい」

「なによそれ。どういう意味？」

「そのまんまの意味。おまえら肉にく食しよく獣じゆうだろ。螢は完全に草食系」

　今度は久弥と莉奈、朱里の三人がテンポよく言葉を交わしてコミュニケーションを取り始めた。ホッと息をついた螢は、この隙すきに……と、じわじわ距きよ離りを取る。

　背中が、トンとなにかに当たって……。

「うわっ」

「クク……お帰り」

　低い声と同時に背後から胸むな元もとに手が回され、ギュッと抱だき寄せられる。

　しまった。水伯がいたのだ。

　咄とつ嗟さに身を離そうとしたけれど、水伯の腕はガッチリと螢を抱き込んでいて放してくれそうにない。

「あいつらに、大人しく触らせてんなよ」

「な……んで、そうなるんです。好きで触らせていたみたいな言い方、やめてください。女の子を乱暴に突つき放せないし、水伯さんだって……」

　言葉の途と中ちゆうで螢が着ているラッシュガードのファスナーを下げると、胸元に手を潜もぐり込ませてきた。　>>>♥

「俺だと逃にげようとするくせに」

　Ｔシャツ越ごしに感じる水伯の手は氷のように冷たくて、ザッと産うぶ毛げが逆立つ。心臓が、ドクンと大きく脈打った。

「つ、冷た……ッ」

　触ふれてくる手が冷たいせいだと、動どう揺ようした自分に対する言い訳のように口にする。

　ドクドク……心臓が猛もうスピードで脈打っている。激しい動どう悸きが、水伯の手に伝わってしまうのではないだろうか。

　手が……手だけでなく、顔も熱くなってきた。こうなればきっと、身体のあちこちが熱を帯びている。

「だから、おまえがあっためてくれ。はー……至福」

　ため息をついた水伯は更さらに強く螢を抱き締しめ、肩に頭を預けてくる。胸元にある手も、密着した背中も……冷たい。

　反して、螢の身体はどんどん熱を上げて行く。心しん拍ぱく数すうも上じよう昇しようし続けていて、耳の奥でうるさいくらいに響ひびいている。

　このままでは、『あたたかい』レベルを超こえてしまいそうだ。

　指先が……チリチリと痺しびれるような違い和わ感かんを訴えていて、握り込んだ自分の手のひらが熱い。

「螢を抱いていたら、あっという間に体温が戻もどるなぁ」

「も……いい加減にしてくださいって！　おれは……っ」

　もうダメだ。

　本当に発火する……と焦しよう燥そう感かんが限界に達して、水伯の腕の中から逃げ出そうとした。それとほぼ同時に、水伯の手が螢の手を摑む。

「そんなに嫌いやがられると傷つくだろ」

「あ……？」

　また、だ。水伯の手に触れられた途と端たん、今にも発火しそうだった指先からスッと……熱が引いた？

　不可解な思いで目を瞬しばたたかせていると、賑にぎやかな会話が一段落したのか三人がこちらに向かってくる。

「そこの二人、またジャレてるんですか。ちょっと風が出てきたんで、戻ったほうがよさそうだけど」

　久弥は、水伯に絡まれてジタバタもがいている螢を、苦く笑しようして見下ろしてくる。その言葉で、ようやく水伯が腕の力を抜ぬいてくれた。

「そうだなぁ。怪あやしい雲が出てきたし……マリーナに戻るか」

　水伯は空を見上げてそう口にすると、タオルを肩にかけたまま操そう舵だ室へと足を向ける。少し前まで、「寒い」と震えていたのが噓うそのようだ。

　熱を抑おさえ込んでいた冷気が離はなれて行ったことで、指先も身体も……熱くなる。

「螢、この網あみの中のやつ、バケツに移しておいて」

「はいっ」

　差し出された網を咄嗟に受け取ったけれど、螢の手が触れた部分の海かい藻そうが見る見る茶色に変色する。

「っ、ヤバ……」

　慌あわてて手を離して床ゆかに落とすと、久弥が「おいおい、なにやってんだよ」と笑いながら拾い上げてくれた。

「ごめん。手……滑すべった」

　今度は直接草に触れないよう、慎しん重ちように網の部分だけを手にする。

　水伯に抱だきつかれているあいだは、ほぼ完全に制せい御ぎよされていた。あれほど、心拍数が上がって……全身が熱かったのに、服を焦こがすこともなかった。

「あ、草になにか混じって……」

　バケツに移した水草の合間から、白にほんの少し桃もも色いろが入り混じった石の欠片かけらのようなものが覗のぞいている。

　螢が手を伸のばすより早く、振り向いた久弥が手に持った。

「ああ、海底の石だろ。気にしなくていい。根が絡んで、たまに混じるんだよな。海に戻しておく」

「うん」

　久弥が手の中に握り込んだ石から目を逸そらすと、心の中で「ごめん」と謝りながら、茶色に変色した海藻をコッソリ海に投げ入れた。
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　螢を心配する大翔からの様子窺うかがいのメールに、短く「平気」と返したら、すぐさま電話をかけてきた。

『螢、今って電話していても平気か？』

「うん。おれはもう、寝ねるだけ」

『なんか、思ったよりうまくいってる感じ？　声が落ち込んでない』

　こうして螢がロフトで寛くつろいでいても、水伯は、リビングテーブルに置いたパソコンの前で仕事をしている。

　昼間は海に出て採集活動をして、夜はパソコンに向き合って……食事と眠ねむる時以外、休む間もなさそうだ。

　助手をこき使って嫌がられるなどと言っていたけれど、本人は自分たちの倍以上働いているのではないだろうか。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。現地の学生バイトさんも、みんないい人だし。最初は相あい性しようが悪そうっていうか、まず打ち解けられないって思ってたけど、今はなんか……普ふ通つう」

　普通という表現は少しおかしいかもしれないけれど、他ほかにどう言えばいいのかわからない。

　螢の、無言の『近寄るなオーラ』をものともしない彼らは、普通の人よりすごいとは思うけれど。

『へぇ。それならいい……けど』

「けど？」

　なんとなく含ふくみのある「けど」に、首を傾かしげて聞き返す。

　ふっと息をついた大翔が、苦笑を滲にじませた声で答えた。

『嬉うれしいような、淋さびしいような……複雑な気分。雛ひなに巣立たれた親鳥の心境が、ちょっとわかる』

「なんだよ、それ」

『気分は、おかーさん……』

　電話の向こうの大翔は、自分が言った言葉にウケて、ケラケラと笑い声を上げている。螢が相手をしなくても、一人で楽しめるようで何よりだ。

『水伯先生との同どう棲せい……じゃなくて、同居も問題なさそうだな』

「……ん。なんか、拍ひよう子し抜ぬけした」

　水伯と密に接する時間など、ほぼない。朝食の時と、帰宅してからの一時間弱くらいだろうか。

　飯めし炊たきを含む雑用を……と言われていたにもかかわらず、夕食は久弥たち三人を含めてマリーナ近くの居酒屋で済ませているのだ。朝食は一応用意しているけれど、炊すい事じの内に入らない簡単な作業だと思う。

　海で使った道具の洗せん浄じようや、十枚ほどのタオルを含む洗せん濯たくなど……労働にカウントしてもいいのか悩なやましい。

『現地の学生バイトって、女？　男？　好みの子いるか？』

「……女が二人と、男が一人。女の子は二人とも可愛かわいいけど、水伯さんしか目に入ってないから、おれなんか完全な対象外だよ。久弥……は、大翔とちょっと似てるかも。おれが無ぶ愛想あいそでも、初対面の時から気にしてなかった」

『へえ。……先生はやっぱり、どこに行ってもモテるのか』

「まぁ……モテてるね」

　電話の向こうで、ふっと吐と息いきを零こぼした大翔がどんな顔をしているのか……見えなくても、想像がつく。

　少しだけ呆あきれたような、仕方ないなぁ……という苦笑を浮うかべているに違ちがいない。

「螢、起きてるならコーヒー淹いれてくれ」

　ロフトの下から名前を呼ばれて、慌てて顔を向けた。指定席のようになっているソファに腰こしかけた、背中と後頭部しか見えない。

「あっ、はい！　ごめん、大翔。水伯さんに呼ばれたから、切る」

『おー。なんかあれば、連れん絡らくしてこいよ。電話やメールが苦手なのは知ってるけど、おかーさんは心配です』

「……切るよ」

　ケラケラ笑っている大翔に聞こえたかどうかはわからないけれど、ボソッと口にして通話を終しゆう了りようさせた。

　枕まくらの脇わきにスマートフォンを置いて、急ぎ足でロフトの階段を下りる。こうして螢がロフトに引っ込んでから、水伯に呼びつけられるのは初めてだ。

「コーヒー、ホットでいいですか？」

「ああ。よろしく」

　パソコンのモニターから目を逸らすことなく答えた水伯に、見えないとわかっていながらうなずいて、キッチンスペースに入る。

　螢が眠っていない……電話で話している様子がわかったから、声をかけてきたのだろう。もしかして、話し声が邪じや魔まだっただろうか。

　手早くマグカップにコーヒーを淹れると、夜であることを考こう慮りよしてミルクを足した。朝はブラックコーヒーで目を覚まさせるけれど、この時間になればブラックよりミルク入りが胃にも優やさしいはずだ。

「……どうぞ。勝手にミルクを入れましたけど、ブラックがよければ淹れ直すので言ってください」

「あー……ミルク入りがいい。さんきゅ。気が利きくな」

　差し出したマグカップを笑って受け取ってくれて、ホッとした。電話での話し声が、気に障さわったわけではなさそうだ。

　仕事の邪魔をしないよう、声をかけずにロフトに戻もどろうかと踵きびすを返しかけたところで、冷たいモノが足首に絡からみついてくる。

「うひゃぁっ」

　ビクッと身体からだを震ふるわせながら、妙みような悲鳴を発してしまった。

　ギュッと足首を摑つかんでいるモノの正体は、「うん……ぬくい」という、嬉しそうな水伯の声を聞くまでもない。

「せめて、一言声をかけてください」

　予告なく足首を摑んで驚おどろかされたことに苦情をぶつけるため、振ふり向いたと同時に手を引かれた。

「ちょっと、ここに座れ」

　螢に有う無むを言わせず、強ごう引いんに自分の隣となりに座らせる。当然のように左ひだり腕うでが身体に絡んできて、ギュッと眉まゆを顰ひそめた。

「……なんで、こんなに冷たいんですかっ」

　昼間よりは気温が下がっているとはいえ、二十五度を上回る熱帯夜だ。螢は半はん袖そでのＴシャツとハーフパンツでも暑いくらいなのに、水伯は七分丈たけのＴシャツと足首まであるコットンパンツを身に着けていて……でも、冷たい。

　こうなれば、不思議を通り越こして不気味だ。

「なんで……って、まぁ……昼間にガッツリ水と戯たわむれているせいかな」

「海から上がった直後なら、まだわかりますけど……」

「物心つく前からだ。水に愛されすぎてるからなぁ……仕方ない」

　本人は軽く語っているけれど、それにしても、この低体温は尋じん常じようではないと思うのだが。螢とは逆の意味で、ものすごく大変そうだ。

「は、放してください。そんな寒いなら、もっと厚着をしたらいいと思いますけど。おれで暖を取らないでくださいって、何回も言ってるのに」

「久弥や莉奈、朱里たちに触さわらせてただろ。なんで、俺だと嫌いやがるんだ」

「なんで、って……」

　密着の度合いが違う。

　それに、こんなふうに二人きりの空間で、夜……薄うす着ぎでベッタリくっついていると、何とも言い難がたい気まずさが込み上げてくる。

　気まずい？　とも、少し違うような……でも、それならこれはなんだろう。

　水伯に触ふれられたところが冷たくて、熱を冷まされているみたいなのに、何故なぜか顔だけが熱くなってくる。

　怖こわい。このまま水伯に抱だき込まれていたら、自分がどうなるのかわからない。

「いい加減に、放してくださいって！」

　そわそわ落ち着かない気分の正体がわからないまま、水伯の腕うでから逃のがれた。再び引き寄せられないよう、素す早ばやく立ち上がって背中を向ける。

「仕事の邪魔をしたくないので、上……戻ります」

「邪魔っつーか、螢がくっついてくれてたほうが捗はかどるんだけどなぁ」

　水伯の文句は聞こえていないふりをして、振り向くこともなくロフトによじ登った。

　奥の壁かべ際ぎわにピッタリと背中をつけ、水伯からは見られない位置だと確かく認にんしてから……両手で頰ほおを叩たたく。

　顔が熱い。指先に熱が集まる。

　心臓が……ドキドキして、全身を巡めぐる血液が沸ふつ騰とうしてしまいそうだ。

「なんだよ、これ……」

　震える指先をギュッと握にぎり締しめても、焦しよう燥そう感かんは治まらない。

　なかなか熱が引いてくれず、必死で南極や北極、雪山に吹ふき荒すさぶ吹雪ふぶきを思い浮かべて冷れい却きやくを図はかったけれど、全身が熱いままだ。

　水伯に触れられたら、吐息をつく間もなく落ち着くのに……。

　でも、それはどうしてだ？

　だいたい、心しん拍ぱく数すうを上げる元げん凶きようになっている水伯に熱を治められるなど……矛む盾じゆんしていないか？

　なにもかもが螢にはわからなくて、作業を終えたらしい水伯が電気を落として静せい寂じやくの夜よ闇やみに包まれても、発火しそうに熱い身体を抱かかえたまま壁際に座り込んでいた。

　水伯と同じ空間にいるのがこれほど息苦しいのは、初めてだった。







《七》







　細かな格こう子し状の木材がはめ込まれた引き戸を開けると、

「いらっしゃい。あ……奥、空いてますよ！」

　エプロン姿の男性がこちらに顔を向けて、元気のいい声で出で迎むかえてくれた。

　すっかり顔かお馴な染じみとなっている店員に、水伯は、

「ありがとう。お邪魔します」

　そう笑って答えて、螢たち四人を促うながした。

　さほど広くない居酒屋の、一番奥まったところにある座ざ敷しき席せきは、自分たち五人の定位置となりつつある。

　店員はなにも言わないが、予約席状態で空けておいてくれているに違ちがいない。

　水伯が、「バイト代が安いことの詫わびを兼かねて」と言う作業を終えてからの夕食は、すっかり恒こう例れいとなっている。

　余計なお世話だと思うけれど、微び々びたる研究費でなんとかしていると語る水伯の、懐ふところ事情が心配だ。

「はー……働いた後のお酒は、最高だねぇ」

「おまえは、いつでも美味うまいだろ」

　未成年の螢と車を運転する水伯はノンアルコールドリンクで、他ほかの三人は容よう赦しやなくボトルでオーダーした焼しよう酎ちゆうを水のように飲んでいる。

　しかも、結構な度数の焼酎をロックで飲み続けているのに、ほとんど顔色が変わっていない。恐おそろしい。

「ねーってば。聞いてる？　龍さぁん。朱里が、ジュゴンは人魚っていうより……海うみ坊ぼう主ずだって言い張るわけ。でもぉ、うちの学科長がマナティのほうがそれらしいって言い返すから、朱里が拗すねちゃってぇ……学科長のハゲ！　って頭を叩いたらカツラがすっ飛んだの。ホントにハゲだったみたいで、もぉ大変！」

「ハイハイ、ジュゴンもマナティも、学科長も……みんな海坊主っぽいな」

　酔よっ払ぱらって、いつもより更さらにハイテンションになった彼女たちに素面しらふでつき合える水伯は、さすがとしか言いようがない。

　そろそろお開きになるか……とスマートフォンで時間を確認した螢の隣に、さっきまでテーブルを挟はさんだ向こう側にいた久弥が膝ひざを突ついた。

「螢さ……ちょっと、いいか？」

「なに？」

　顔を上げて目を合わせると、

「あー……外の風に当たりたいから、つき合ってよ」

　そう言って、出入り口のドアを指差した。

　これまでは酔った気配さえ感じさせなかった久弥が、こんなふうに螢に声をかけてくることは珍めずらしい。

「……いいよ」

　久弥に答えておいて、チラリと水伯たちに目を向けた。

　莉奈と朱里に挟まれた水伯は、左右から浴びせられるマシンガントークに苦く笑しようしながら相づちを打っていて、しばらく動けそうにない。

「おれたち、ちょっと抜ぬけます」

　耳に入っているかどうかわからないけれど、一応三人に声をかけておいて、久弥と一いつ緒しよに座敷を離れた。

　扉とびらを開けて外に出ると、爽さわやかな海風が頰を撫なでる。

「気持ちいいなぁ」

「うん」

　思わず零こぼれた、といった感じの久弥の言葉に螢もうなずいた。

　陽ひが落ちても、日中の暑気は残っている。でも、東京と比べると湿しつ度どが高くないせいか心ここ地ちいい風だ。

　両手を頭上に伸のばした久弥は、居酒屋の店内から漏もれる光がかろうじて届く位置で足を止めて、螢を振ふり返る。

　一際強い風が吹きつけて、久弥の着ているシャツの裾すそをバタバタと煽あおった。

「熱低の匂においだな」

「……匂いはわかんないけど、風は強い」

「明日は、海での作業は休みだろうな。台風は抜けちゃえばどうってことないから、明後日あさつて以降は様子見か」

　予報では、明日の夜から明後日の午前中にかけて台風が南西諸島に接近……もしくは上陸するらしい。

　沖縄の台風はすごい……と漠ばく然ぜんと知ってはいても、テレビの映像で見たことしかない螢には実感がない。

「海とか、大おお荒あれになるんだろうなぁ」

「台風、怖こわいか？」

「怖くない……わけじゃないけど、沖縄の台風を経験したことがないから、よくわかんない」

　思うまま答えると、久弥は「正直……っつーか、素す直なお」と笑った。

　ふと沈ちん黙もくが漂ただよい、ぼんやりと道路の向こうの海を眺ながめていた螢の目の前に影かげが差す。なにかと思えば、すぐ近くに久弥が立っていた。

「あのさ、螢。相談があるんだけど……」

「おれに？」

　久弥が、相談？

　自分が久弥の役に立てることなどありそうにないのだけれど、と目を瞬しばたたかせて、怪け訝げんな声で聞き返す。

「なに？」

「んー……龍さんてさ、希少な海かい藻そうとか、天然記念物クラスの熱帯魚の採取許可をもらってるだろ」

「うん」

　それは、螢も知っている。

　本来、採取したり県外に持ち出したりできないものでも、研究目的として許可を得ている水伯は一定の量ならば持ち帰れるのだ。

「珊さん瑚ごとかも、だよな。一昨日おとといの昼、俺らがマリーナで草の仕分けをしているあいだに深海珊瑚の採集船に同乗して、沖おきに出てたみたいだし」

「さぁ……なにをどれくらい採取したり持ち出したりできるのかは、おれは知らない」

　久弥がなにを聞きたいのかわからなくて、最低限のことだけをポツポツと答える。

　いつもハッキリと発言する久弥が、これほど言いよどむのは珍しい。

　ただ、かすかな光の中では久弥の表情がハッキリ見えないので、なにを思っているのか読めない。

「俺さ、三人兄弟の一番上なんだよね」

　しばらくの無言の後、久弥は唐とう突とつにそんなことを口にした。

　外の風に当たりたいと言い出したことといい、やはり見た目より酔っているのか？　と苦笑して久弥に答える。

「そうなんだ。ああ……でも、確かに兄ちゃんっぽいかも」

　答えながら、初めて顔を合わせた時のことを思い出す。

　あの時の螢に対する言動からしても、酔った莉奈や朱里の世話を仕方なさそうな苦笑一つで引き受けているあたりも……なにかと面めん倒どう見みがよさそうなので、三人兄弟の長男だという言葉には納なつ得とくだ。

　でも、この唐突な話題が意味するものはなんだ？　と疑問が浮うかんだところで、久弥が言葉を続ける。

「一番下の弟が、ちょっと身体からだが弱くて……通院費とか未み承しよう認にんの薬とかで、結構な医い療りよう費がかかる。で、俺もなんとかサポートしたいって思ってるんだけど、バイトくらいじゃ大した額にならないんだよな」

「……ん」

　静かに語られた家庭の事情に、表情を曇くもらせてうなずいた。

　高額な医療費が必要な弟のため、バイトを……という久弥の心情は、考えてもいなかったことだった。

　人ひと懐なつっこくて快活で、螢よりずっと学生という身分を謳おう歌かしているように見えていた久弥の意外な一面に、返す言葉を失う。

　軽々しく「大変だね」などと口にすることもできなくて、足元に視線を落として唇くちびるを引き結んだ。

「ホントはさ、ダメだ……ってわかってるんだ。でも、どうしても手っ取り早くそこそこの額の金を手にしたいって思ったら、やっぱ普ふ通つうに地道なバイトをしてたくらいじゃ無理で……」

「久弥……？」

　なんのことだ？　なにか……不安に似たものが、胸の奥でザワザワしている。

　久弥がなにを言おうとしているのか、聞くのが怖い。聞いてはいけないと、本能が頭の隅すみで囁ささやく。

「お、おれ……そろそろ店に戻もどろうかな」

「螢」

　低く名前を呼ばれ、回れ右をしようとしていた身体の動きを止めた。

　聞かないほうがいい。今すぐここを離はなれたいのに……久弥は、螢が逃にげ腰ごしなことを見み透すかしていたに違ちがいない。

　逃がしてくれずに、言葉を続ける。

「頼たのむ。協力してくれ。ちょっとでいいんだ。水伯さんが保管している珊瑚から、一株でも……コッソリ抜いて、持ち出してくれないか。春の時は、俺たちも深海採取に一緒に連れて行ってくれたのに、今回は待機で……欠片かけらを拾うこともできねーし。浅い海じゃ宝石珊瑚は採れないし、稀まれにあっても死し骸がいだから値打ちがないんだ」

「それ、は……」

　水伯の隙すきを見て、盗ぬすみ出してくれということか。

　即そく答とうできず、奥歯を嚙かんで視線をさ迷わせる。

　春の時は、という一言が引っかかった。まさかと思うけれど、春のバイトの時にコッソリ持ち出した前科があるのだろうか。

「ちょっとでいいんだ。赤の濃こい、できるだけ瑕きずとかがないヤツで……」

「無理、だと思う」

　ポツリと口にした螢は、首を緩ゆるく左右に振った。　>>>♥

　ダメだ。そんなことに、協力なんかできない。水伯の立場を考えても、絶対にしてはいけない。

　久弥も、それくらいわかっているはずなのに……それでも、こんなとんでもないことを言い出さずにはいられないほど、切せつ羽ぱ詰つまっている？

　協力などできないのに、螢に持ちかけた久弥の覚かく悟ごを考えると、どう返せばいいのか迷いが生じる。

「そんなこと言わずに、頼むよ螢。もちろん、タダでリスクを冒おかせなんて言わない。報ほう酬しゆうは、螢にもきちんと配分する。間ま違ちがいなく、龍さんからのバイト代より多いからさ」

　螢が迷っていると見て取ったらしい久弥は、そう畳たたみかけてくる。

　自分がここにいるのは、報酬を得るアルバイトではなく弁べん償しようのためなのだから、バイト代云うん々ぬんと餌えさをチラつかされても無意味だ。

　それを知らない久弥は、どうにかして螢を仲間に引き入れようと口にしたのだろう。

　螢は唇を引き結んだまま頭を横に振り、しどろもどろに言い返した。

「おれは、水伯さんの助手で……やっぱり、できない。久弥がどうにかしたいのはわかるし、別の手段なら可能な限り協力するけど……」

「螢っ」

「だいたい、今すぐ結論を出せって言われても」

　切羽詰まった声で名前を呼ばれて、苦し紛まぎれにそう返した。

　口に出した直後、まるで考える時間があれば色よい返事をする……そう期待を持たせたみたいではないかと、迂う闊かつな発言を悔くやむ。

「久弥、おれは」

　時間をもらったところで、協力するとは答えられないと告げようとしたのに、久弥は言わせてくれなかった。

　螢に生じた、わずかな迷いの隙すき間まに入り込んでくる。

「そうだよな。急に言われても、困るよな。ごめん……俺、焦あせってて……さ。なんか、支し払はらい期限が近いとか親が話しているのを聞いたもんだから……つい」

　少し早口で螢の言葉を遮さえぎり、少しずつ声のトーンを落とし……最後は、消え入りそうな音量で「ごめん。カッコ悪わりぃ」とつぶやく。

　居酒屋の店てん舗ぽから漏もれるわずかな光の中でも、彼らしくない自じ嘲ちようの笑えみを唇に浮かべているのがわかって、もうなにも言えなくなってしまった。

「……おい？　久弥と螢、そこか？　二人揃そろって姿が見えないと思ったら……こんなところにいたのか。そろそろお開きだ」

　声が聞こえてきた居酒屋の戸口を慌あわてて振ふり向くと、水伯が立っているのがわかる。光を背にしているので、大きな黒い影かげのようで……あちらも、螢たちの姿がハッキリ見えていないかもしれない。

「あっ、はい。すみません」

　久弥に背を向けた螢は、急ぎ足で水伯の下へ歩み寄る。

　話していた内容が疾やましいものだったせいか、水伯の顔を見ることができない。

「久弥、明日あしたは一応マリーナに出て来てくれ。海には出られないかもしれないけど、倉庫に突つっ込んである草のリストを作っておきたい。魚は目的の数が確保できてるし、うまく草をリスト化できたら、もう海に出なくていいかもしれないからな」

「わかりました。じゃ……また明日に。螢……明日、な」

　なんとなく、含ふくむもののある言葉だ。きっと、明日には結論を聞かせろ……という意味に違いない。

　久弥と目を合わせることができず、足元に視線を落として答える。

「……お疲つかれ。気をつけて」

　螢の言葉が終わらないうちに、店内からほろ酔よいの莉奈と朱里が出てくる。水伯の両りよう腕うでにそれぞれしがみつき、絡からみ始めた。

「龍さん、そろそろ決めてよ。あたしと朱里、どっちが好み？」

「また、適当にはぐらかして東京に帰る気でしょ？　今度こそ、選んでもらうから」

「何回も言ってるだろ。どっちも対象外。俺はロリコンじゃねぇ」

　二人に抱かかえ込まれていた腕を引き抜ぬいて、ポンポンと両手でそれぞれの頭を撫なでる。きっとわざと子供扱あつかいを強調する仕草に、二人は唇を尖とがらせて水伯の手から逃のがれた。

「こんなに魅み力りよく的な女子にロリコンだなんて、失礼っ」

「もういい。螢とデキてるってことにして、だから私たちにヨロめかないんだって納なつ得とくするから！」

　唐とう突とつに名前を出された螢は、困こん惑わくに眉まゆを顰ひそめて自分の顔を指差しながら、莉奈と朱里を交こう互ごに見み遣やる。

「あ、朱里ナイス。そうしよう。それなら腹が立たないわ。螢ってばカワイイし」

「ねー？　あーあ、つまんなーい」

　笑って手を取り合った二人は、ふらふら左右に揺ゆれながら自転車置き場に向かった。酔っ払ぱらいは最強だ。

　啞あ然ぜんとした顔になっているだろう螢に、久弥が「災難だな」と口にしながら肩かたを叩たたいてくる。

「ぐっすり寝ねたら、どっちも明日には忘れてるだろ。八つ当たりされたと思って、おまえも忘れろ」

「……酷ひどい八つ当たりだ」

　完全に無関係だったはずなのに……激しい格かく闘とうが繰くり広げられているリングの真ん中に、突とつ然ぜん引っ張り込まれてしまったようなものだ。

　思わずつぶやいた螢の肩に、久弥は先ほどより少しだけ強くポンポンと手を置いた。そして、ふと顔を上げて螢の肩から手を離す。

「あ、やっべ……あいつらチャリに乗ろうとしてやがる。じゃ、俺もこれで。龍さん、失礼します」

「ああ、お疲れさん」

　水伯と螢に手を振った久弥は、小走りで莉奈と朱里のところに駆かけ寄った。あの二人は、久弥に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　水伯と二人で取り残された螢は、そろりと隣となりにいる水伯を見上げる。思いがけず真正面から視線が合い、ギクシャクとうつむいた。

「え……と、帰りますか」

「そうだな」

　なんだろう。どうして、こんなに気まずいのか……わからない。水伯も、いつになく口数が少なくてなにを思っているのか読み取らせてくれない。

　莉奈と朱里の八つ当たり混じりの軽口など、サラリと聞き流しているはずだ。

　動こうとしない水伯を、もう一度恐おそる恐る見上げると……またしても、バッチリ視線が合ってしまった。

「久弥と、なにを話し込んでた？　ずいぶんと長く席を外していただろ」

　不思議そうに尋たずねられ、ふっと肩の力が抜ける。

　水伯が気に留めていたのは、それか。酔っ払いのあんな悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だん、聞き流すどころか耳にさえ入っていないのかもしれない。

「あ……それは、いろいろと……」

　久弥となにを話していたかなんて、言えるわけがない。

　今度は、違ちがう種類の緊きん張ちようが込み上げてきて下手へたな誤ご魔ま化かし文句を口にする。

　しばらく無言で螢を見下ろしていた水伯は、小さく息を吐はいてパンツのポケットに両手を突っ込んで歩き出した。

「言いたくないならいい。さすがに疲れが溜たまってきたなぁ。歳かね。今日は、ちょっと早めに寝るか」

「そう……してください」

　緊張から解き放たれて短く息をついた螢は、グルグル肩を回しながら歩く水伯の背中を追いかける。

　自分が、一連のやり取りのどの部分に動どう揺ようしているのか……この奇き妙みような動どう悸きの正体はなんなのか、わからない。

　速足で薄うす暗ぐらい道どう路ろ脇わきを歩いていると、瞬しゆん間かん的に強く吹ふきつける海風に煽あおられる。車道側にふらついたところで、数歩先を歩いていた水伯が振り向いた。

「風に持って行かれんなよ。車は滅めつ多たに通らないつっても、危ねーなぁ」

「だ、いじょうぶです」

　螢の二の腕を摑つかむ水伯の手は、やはり冷たくて……いつもなら、すぐさま螢の動揺を鎮しずめてくれるはずだ。

　でも何故なぜか今は、動悸も指先に溜まった熱も、なかなか落ち着いてくれなかった。
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　予想はしていたけれど、台風の接近に伴ともなって朝から波が高い。マリーナに係留されている船はどれも頑がん丈じように固定されていて、沖おき合あいには白波が立っていた。

　予報では、台風はこの後……深夜から朝方にかけて最接近するらしい。小型で速度が速いことが幸いして、影えい響きようを受ける時間は短いと推測されている。

　小型台風と言われていても、マリーナの敷しき地ちの端はしに建っている倉庫の外からは朝より強くなった風の音が聞こえてくる。時おり、ゴーッという地鳴りのような音も響ひびいて、なんとなく不気味だ。

　台風というものに馴な染じみのない螢だけが、チラチラ外を気にしている。他ほかの四人は、大して気に留めていないようだ。

「よっしゃ、これで終わり……かな？」

　屈かがみ込んでいた床ゆかから立ち上がった久弥が、水伯を振り向いた。

　マリーナの倉庫に保管してあった、これまでに採取した海かい藻そうのリスト化をしているうちに半日が過ぎた。

　ファイルを手に立った水伯は、種類を表す記号と重量を記した番号を振ったシールを貼はりつけたケースを見回して、「ああ」とうなずく。

「数は充じゆう分ぶんだな。種類も、これだけあればデータを取るのに不足はない。明日と明後日あさつては海に出られそうにないし、ちょうどいい頃ころ合あいだな」

　水伯の言葉に、水草を収めたケースの前にしゃがみ込んでいた莉奈が、「えー？」と立ち上がった。

「……じゃあ、これでバイト終しゆう了りようってこと？」

「ああ。お疲れさん。今回も助かった。バイト代は、振り込んでおく」

　名残なごり惜おしそうな莉奈に、水伯は笑って作業の終了を告げる。少し離はなれたところにいた朱里が、小走りで水伯に詰つめ寄った。

「今日の作業はこれで終わりでしょ？　どうせ明日も海には出られないし、飛行機も飛ばないんだから……どっか遊びに行こうよ」

「残念ながら、コレがダメならアレ……って、やることはいくらでもあるんだよな。俺は、遊びに来たんじゃないからなぁ」

「わかってるけど、冷たーい」

「……それは自覚している。真夏の南国でも、冷え冷えだ」

「そっちじゃない！」

　相変わらず、三人のやり取りは漫まん才ざいのようなテンポのよさだ。傍ぼう観かんしている螢は、苦く笑しようを滲にじませて成り行きを見守る。

　螢だと弁の立つ女の子たちに勝つ自信は皆かい無むだけれど、水伯はさすがと言うべきか、うまくかわして逃にげている。

「じゃあせめて、もっと褒ほめて！　よく働きました、って！」

　そう胸を張った莉奈に、水伯は、

「褒めるのはタダだから、気が済むだけ褒めてやるよ。莉奈も朱里も、めちゃくちゃ働き者だった。助かったよ」

　ほんの少し苦笑を滲ませつつも、本心からの言葉だとわかる「ありがとな」という礼を口にしながら、二人の頭に手を置く。

　水伯の手に頭を撫なでられて嬉うれしそうな二人を見ていると、指先がチリッと熱を帯びるのを感じた。

　指先が、ジンジンと熱くなってきた。その理由は？

　……知りたくない。

　奥歯を嚙かんで三人から目を逸そらした螢は、ふと足元に視線を落とした。

　莉奈も朱里も、最初に危き惧ぐしていたような水伯しか目に入らずおざなりにバイトをするタイプではなかったことが幸いして、一いつ緒しよにいても息苦しさはまったくなかった。

　しかも、アルバイトとしての戦力は、螢より遥はるかに上だったと思う。色んな意味で邪じや魔ま者もの扱あつかいされても仕方ないと思うのに、逆に愛想あいそがいいとはお世辞にも言えない螢を、「こっちおいでよ」と引き入れてくれたのだ。

「おれなんか、いてもいなくても変わんない感じだったよなぁ」

　誰だれにも聞こえない音量で、ポツリと零こぼす。

　本当に、ロクに役に立たなかっただろう。これでは、死なせてしまった魚たちの弁べん償しよう代わりになどなっていないのでは。

　旅費や滞たい在ざい費を考えれば、水伯にとってマイナスになっている可能性のほうが高い。

　考えれば考えるほど、落ち込んできた。

「……螢、ちょっと」

「あ……」

　不意に背後から肩かたを叩たたかれて、ビクッと身を震ふるわせた。振ふり向くと、すぐ傍そばに立っている久弥が建物の外を視線で指して移動を促うながす。

　チラリと見み遣やった三人は、まだなにやら賑にぎやかに言い合っている。自分たちの姿が見えなくなっても、気づかなそうだ。

　久弥を無視することもできず、気乗りしない心情をそのまま表した、のろのろした動きで建物を出た。

　屋外に一歩踏ふみ出した途と端たんに強い風が吹き抜ぬけて、乱れた前まえ髪がみに視界を遮さえぎられる。

「うわ、すごい風……」

「まだまだ。これくらいじゃ、強いうちに入らないだろ」

　風に煽られて足元をふらつかせた螢とは対照的に、久弥はまったく危なげのない足取りだ。

　それでも、海からの風が直接当たらない建物の陰かげに移動する。倉庫の壁かべにもたれかかると、螢を手招いて口を開いた。

「考えてくれた？　これで作業が終わり……ってことは、台風が抜けて空港が再開されたら帰るんだろ。ここにいるのは、明日……だと急すぎるな。せいぜい、明後日くらいまでか。持ち出してさえくれれば、明日の夜くらいにどこかで待ち合わせして……」

　今日と明日、この一日半ほどでどうにかしろ……という催さい促そくか。

　考えてくれた？　と螢の意思を尋たずねているようでいて、拒きよ絶ぜつされるわけがないと決めつけている言い方だ。

「あのさ、やっぱり無理だ。採取したものの大半はコンドミニアムに保管しているわけじゃないし、いくつかは持ち込んでるみたいだけど……なくなったら、すぐにわかるくらいちょっとだけだから」

　水伯の目を盗ぬすんで持ち出すなど、できるわけがない。

　久弥と目を合わせられず、シューズの紐ひもに視線を落としてポツポツと口にする。

「こういうのじゃなくて、他に……おれが手助けできることがあるなら、するけど……珊さん瑚ごは持ち出せない」

　ごめん、と。申し訳ない気分で小さく続ける。

　久弥は無言だ。

　唸うなるような海鳴りだけが耳に入る。うつむいたままの螢は、彼がどんな顔をしているのかわからない。

　建物を回り込んで吹き込んでくる強風に髪かみを乱されて、目元にかかる前髪を振り払はらった。

「……よ」

「え？」

　小さな久弥の声は風に搔かき消されてしまい、かろうじて語ご尾びだけを螢の耳に届ける。

　顔を上げて聞き返すと、突とつ然ぜん強い力で肩を摑つかまれて倉庫の壁に押しつけられた。身構えていなかったせいで背中と後頭部を打ちつけてしまい、クラリと眩暈めまいに襲おそわれる。

「ッ……！」

「船の上でウロウロするだけで、まったく役に立たなかったんだから、これっくらいなんとかしろよ！」

「……久、弥？」

　螢を睨にらみつけながら浴びせられた激しい言葉に、名前をつぶやいたきり押し黙だまる。

　いつも明朗な久弥が、これほど苛いら立だちを露あらわにした表情で激しい感情をぶつけてくることは予想外で、返す言葉を失った。

「二キロも三キロも持ち出せって言ってんじゃねぇよ。五百グラムでもいいんだから、なんとかできるだろ！」

　啞あ然ぜんとした顔になっているだろう螢に、久弥は声を荒あららげて「なんとかしろ」と詰め寄ってくる。

　螢はゆっくり首を左右に振り、これ以上久弥を激げき昂こうさせないよう静かに返した。

「できない、って。ちょっとでも減ってたら、すぐにわかる」

「そんなの、おまえが適当に言い訳すりゃいいんだよ。渡わたすって約束しちまったんだから、なんとかして用意しないと」

「約束？　誰と？　……なにを？」

　久弥の言葉が終わる前に、低い声が割って入ってきた。

　螢の肩を摑んでいた久弥の手がビクッと震えて、唐とう突とつに解放される。

　風の音に紛まぎれて、足音が聞こえなかったのだろう。いつからそこに立っていたのか、険しい表情の水伯が自分たちを見ている。

「な……んでもない。やだな、龍さん……怖こわい顔してさぁ」

　ヘラリと笑いかけた久弥に、水伯は釣つられて表情を緩ゆるませることなく……真しん剣けんな眼まな差ざしで、ジッと見み据すえている。

　ピンと張り詰めた空気が、息苦しい。

「水伯さん、ホントに……なんでもないんだ」

　久弥に言われた珊瑚は、一欠片かけらも持ち出していない。未み遂すいだ。だから、どうとでも言い逃のがれができるはず……と、なんとか場を取り成そうとしたけれど、水伯は螢に目を向けることもなく撥はねつけた。

「おまえに聞いてるんじゃない。久弥。……なにに、螢を巻き込もうとした？」

「なんにもねぇって！　想像で変に疑うのは、やめてくれよ。俺が、なにをした……しようとしてたって？」

　笑えみを引っ込めた久弥は、螢から見れば居直っているとしか思えない。先に嚙みついたもの勝ちだとばかりに、水伯に食ってかかっている。

　確かに、久弥はなにもしていない。

　珊瑚を持ち出せと螢を唆そそのかしていても、実行していないのだから……タチの悪い冗じよう談だんだったと言い逃れすることも可能だ。

　久弥の切せつ羽ぱ詰つまった事情を知っている螢は、どうにか逃にがしてあげたい……と、水伯の着ているシャツの袖そでを引いた。

「水伯さん、なんにもない……から、久弥を疑わないでやってよ。久弥、おれよりずっと役に立ってて……変なところ、なかっただろ」

「螢？　おまえ、なんで……」

　久弥から目を逸らした水伯は、困こん惑わくを滲にじませた表情で螢を見下ろす。

　そろりと久弥に目を向けると、気まずそうな……不ふ貞て腐くされたような表情で視線を逸らし、顔を背そむけた。

「あっ、こんなところにいた！　三人で、なにやってんの？　雨降りそうだよ？」

　少し離はなれたところから聞こえてきた莉奈の声に、場の空気がふっと緩む。

　吐と息いきをついた水伯が、螢の腕うでを摑んで強く引き……押しつけられていた倉庫の壁から背中を離した。

　顔を上げると、莉奈と朱里が建物の角から不思議そうにこちらを覗のぞいていた。

「莉奈、朱里。螢と一いつ緒しよに、この近くで適当に昼飯を食っててくれ。……昼飯って言うには、遅おそい時間になって悪いな。俺は、ちょっと久弥と話がある」

　ジーンズのポケットから財さい布ふを取り出した水伯は、螢の手にそれを握にぎらせて莉奈たちのほうに向かって背中を押した。

　異質な空気を感じていないのか、莉奈が笑って言い返してくる。

「なーに？　二人だけで、ヤラシイなぁ」

「はいはい、ヤラシーから内ない緒しよだ」

　茶化して答えた水伯は、早く行け……とばかりに螢の背に手のひらを押し当てる。薄うすいＴシャツ越ごしにひんやりとした冷たさが伝わってきて、螢は今ここで自分がしなければならないことを悟さとった。

「莉奈さん、朱里さん……財布の中身を自由に使って、好きなだけ食べていいって。デザートも選より取り見取り」

　背後から、水伯の「おいおい、螢……」という苦い声が聞こえてきたけれど、螢は聞こえないふりをする。

　自分を蚊か帳やの外に追い出そうとしていることに対する、意い趣しゆ返しだ。

「あ、ホント？　ラッキー！」

「龍さん、オトコマエ！　じゃ、雨が降り出す前に行こっか。居酒屋はお昼の営業をしていないし、カフェでいいよね」

　莉奈と朱里は嬉うれしそうに笑い、螢を手招いた。二人の後を追って建物の角を曲がる直前、さり気なく水伯と久弥を振ふり返る。

　こちらに背を向けている水伯も、硬かたい表情でうつむいている久弥も、螢とは目を合わせてくれなくて……キュッと唇くちびるを嚙かんで、場を離れた。







《八》







　車に乗ってシートベルトを締しめた時はポツリとも降っていなかった雨は、コンドミニアムまであと五分ほどのところでポツポツとフロントガラスに当たり始め……駐ちゆう車しやスペースに停とまる頃ころには視界を白く覆おおう豪ごう雨うになっていた。

　車を降りてから玄げん関かんまでの五メートルほどの移動で、すっかりずぶ濡ぬれだ。

「っ……いきなりドバッときたな」

　コンドミニアムの玄げん関かん先に駆かけ込んだ水伯は、犬のように頭を振って水気を振り払う。

　先に玄関に入っていた螢は、頰ほおに飛んできた水みず飛沫しぶきに眉まゆを顰ひそめたけれど、無言で靴くつを脱ぬいで室内に上がった。

　悪天候と夕刻が近づいていることが相あい俟まって、まだ五時そこそこなのに屋内に入れば薄うす暗ぐらい。

　電気を灯ともして迷わず足を向けたのは、バスルームだ。籠かごに入れてある大判のバスタオルを手にして、すぐさま玄関先に取って返す。

「どうぞ」

「おー……サンキュ」

　螢が差し出したバスタオルを受け取った水伯は、頭からタオルを被かぶってガシガシと乱雑な仕草で水気を拭ぬぐい、シューズを脱ぎ捨てた。

　螢もバスタオルを肩かたにかけて、水伯に背を向ける。

　あたたかいお茶かコーヒーでも用意しようかと、キッチンスペースに入った。ポットに水を入れて、スイッチを押し……沸わくのを待っていると、水伯が濡れた服を脱いで着き替がえているのが視界の端はしに映る。

　夏の沖縄だ。生ぬるい雨なので、風邪かぜをひく心配はない。着ているうちに乾かわくだろうと、着替える気のなかった螢とは違ちがい、水伯は濡れた服を着たままだと体温を奪うばわれて寒さに震ふるえることになると予想がつく。

　湯に溶とくだけでいい粉末の緑茶をマグカップに入れて、沸ふつ騰とうした湯を注いだ。湯気の立ち昇のぼるカップを両手に持ち、リビングのソファに座っている水伯に差し出す。

「……熱いですよ」

「ああ」

　水伯は螢と目を合わせることなく、マグカップを受け取り……そのつむじを見下ろしたところで、我が慢まんの限界が来た。

　自分のカップをテーブルに置いた螢は、テーブルとソファの隙すき間ま部分、水伯の足元に座って強ごう引いんに視線を絡からませる。

「なにか言ってください。普ふ段だんは余計なことまでしゃべるのに……黙だまり込まれたら気持ち悪いです」

　睨にらむように水伯を見上げてそう言った螢の行動は予想外だったのか、水伯は無言で目を瞠みはっている。

　久弥と二人で話をすると追い払はらわれた後、水伯がカフェに姿を現したのは、莉奈と朱里と螢が昼食とその後のデザートまで食べ終わった頃だった。

「遅ーい！　あれから二時間以上も、なにしてたの？」

　扉とびらを入ってきた水伯の姿に、莉奈は唇を尖とがらせて文句をぶつけ、不思議そうに「あれ、久弥は？」と首を捻ひねった。

「雨が降る前に帰る、ってよ。おまえらも、降り出す前に帰ったほうがいいぞ。酔よっ払ぱらいじゃないから、二人で大だい丈じよう夫ぶだろ？　約束通り、支し払はらいはやっておく」

　答えた水伯は、いつになく硬い表情と声だ……と。鈍どん感かんな螢が気づいたくらいだから、莉奈と朱里が察せられないわけがない。

　顔を見合わせてアイコンタクトを取ると、深く追つい及きゆうすることなく、「はーい。ごちそうさまでしたぁ」と素す直なおに席を立った。

　水伯は、二人に手を振った螢の正面に腰こしを下ろし……オーダーを取りに来た店員にコーヒーとだけ告げて、少し時間をかけて飲み干した。

　そのあいだも、会計を済ませて駐車場に向かって歩いている時も無言で……すっかり慣れた道を通ってこうしてコンドミニアムに着くまで、一言も口を開かなかったのだ。

「気持ち悪いって、おまえ……容よう赦しやないなぁ」

　苦く笑しようした水伯は、いつもと変わらない調子で返してきて、緊きん張ちようで肩を強こわ張ばらせていた螢は少しだけホッとした。

「久弥と……なに話してたんですか」

　水伯が言い出すまで、待つべきかもしれない。頭ではそうわかっていても、聞かずにいられなくなった。

　あの時の状じよう況きようを思えば、螢も無関係ではないはずだ。

　螢が久弥の名前を出した途と端たん、水伯の顔から笑えみが消えた。ほんの少し眉み間けんに縦たて皺じわを刻み、ジッと視線を絡ませてくる。

「おまえ、あいつがなにをしようとしてたか……知ってるか」

　誘ゆう導どう尋じん問もんの一種だろうか。決定的な言葉はなく、曖あい昧まいな言い回しで尋たずねてくる。

　水伯の思おも惑わくが読めなくて、螢は目を逸そらしながらポツポツと答えた。

「たぶん……少しだけ」

　そんなふうに逃にげようとした螢の頭を、水伯が両手で摑つかんで強引に目を合わせてくる。

　螢の心の深しん淵えんを覗こうとしているかのような……真っ直すぐな瞳ひとみが少し怖こわくて、コクンと喉のどを鳴らした。

「あいつを庇かばうのか。下手へたな言い訳でなにもかもおまえに押しつけて、保身を図はかろうとしたこと……知らないだろ」

　険しい表情の水伯は、低い声でボソッとつぶやく。

　頭を摑んでいる手をほんの少し動かされると、親指が頰に触ふれる。氷のように冷たくて、ザワリと鳥とり肌はだが立った。

「庇う……って、でも」

　久弥は結局、螢に珊さん瑚ごを持ち出させてどうしようとしていたのか……水伯との話し合いの際、なにを螢に押しつけようとしたのか。

　二人のあいだでどんな話があったのかわからないので、螢も答えようがない。

　珊瑚を持ち出せと言われたのは確かだが、切せつ羽ぱ詰つまった事情があって魔まが差したというやつだろう。

　結果的に、未み遂すいだったのだから罪にはならないと思いたい。

「久弥は、確かに悪いことをしそうだったかもしれない……けど、事情が」

　しどろもどろに彼の置かれた状況を語ろうとしたところで、窓の外から一ひと際きわ激しい風の音が聞こえてきた。海や空が怒ど号ごうを上げているようだ……と肩を震わせたのと同時に、ふっと室内が暗くなる。

「……っ！」

　なに？　停電……か？

　ここに帰った時はまだ薄暗かったけれど、いつの間にかすっかり夜の帳とばりが下りていたらしい。電気が消えると、真っ暗だ。

　窓の外からも一いつ切さいの光が入ってこないので、このあたり一帯が停電しているのだろう。

　突とつ如じよ視界が闇やみに包まれた螢が戸と惑まどっていると、頭を摑んでいた水伯の手が離はなれていった。

「非常用のライトかなにか、あったはずだ」

　水伯はそうつぶやいて、腰かけていたソファから立ち上がった。テーブルを蹴けったらしい音と「イテッ」という小さな悲鳴を残して、気配が遠ざかる。

　屋外からは、激しい風の音となにかが飛んでぶつかる音が絶え間なく聞こえていて……嵐あらしが迫せまっていることを知らせている。

「これは……ライターか。あと……オイルランプ？　レトロだな。懐かい中ちゆう電灯や、電池式のライトじゃねーのかよ」

　水伯の声が聞こえてきたほうを見み遣やると、青白い光がチラチラ揺ゆれていた。スマートフォンをひとまずライト代わりにしているらしい。

　目的としていた懐中電灯ではなかったけれど、ないよりはマシだと思ったのか、見つけたものを手にテーブル脇わきへと戻もどってくる。

「ライターが点つかないなぁ」

　オイルランプをテーブルに置くと、右手に持ったライターで点火しようと試みているらしく、カチカチと小さな音が聞こえてくる。

「チッ、指に力が入らん。悪い、螢。ライターを点けてくれるか」

「あ、はい」

　螢の隣となりへ腰を下ろした水伯に、ライターを手て渡わたされる。

　ほんの少し触れた指先が異様に冷たくて、力が入らない理由を悟さとった。これだけ冷たかったら、かじかんでうまく動かないはずだ。

　先ほど、雨に濡ぬれたせいだろうか。本人は口にしないけれど、そうとう体温が下がっているに違いない。

　水伯は不満そうにレトロだと言っていたけれど、オイルランプなら手を翳かざしてわずかながらでも暖を取ることもできるはずなので、懐中電灯より役に立つ。

　少しでも早く、ランプを灯ともしたい。

　焦しよう燥そう感かんを抑おさえて、ライターを点けようと指に力を入れても、やはりカチカチと音がするだけで点火しない。

　どうして火が点かない？　と不思議になり、水伯がテーブルに置いているスマートフォンの光にライターを翳す。

「……これ、ガスがほとんどないんじゃ？」

　ボディが透とう明めいではなく薄うすい赤に着色されているので、よく見えないけれど……底のほうに液体がほんの少し残っているだけだ。

「おいおい、マジかよ」

　答えた水伯の声は、消え入りそうに小さい。スマートフォンのかすかな光では様子がほとんど見えなくて、もどかしい。

　さり気なく距きよ離りを詰つめると、小刻みに震ふるえているのがわかった。

　いつもなら茶化した態度で笑いながら「暖めろ！」と抱だきついてくるくせに、本当に切羽詰まった時は螢に触れようともしない。

　ギリギリのところで螢とのあいだに一線を引く、この距きよ離り感かんが、もどかしい。

「この天気じゃ、そう簡単に復旧してくれないよな。風ふ呂ろもアウトか」

　そうだ。停電していれば電気湯ゆ沸わかし器が使えない……当然風呂の湯も出ないので、冷えた水伯の身体からだを暖めることができない。

　なんとかして、一刻も早くランプに火を灯さなければ……と更さらに焦あせった螢は、自分ならライターがなくても着火することができるはずだと思い至って、奥歯を嚙かみ締しめた。

　不ふ慮りよの事故で、意図せず火を発したことはある。でも自分の意思で、体温を上げるだけでなく……炎ほのおを発しようとするのは、初めてだった。

　うまくコントロールできるかどうか、やってみないことにはわからない。火が灯らないのならまだいいけれど、予定外の巨きよ大だいな炎を噴ふき上げてしまうリスクもある。

　未知のものに一歩踏ふみ出すのは怖い。でも、そうしなければならない時もあるのだと、拳こぶしを握にぎって決意した。

「もう一回、やってみます」

　左手でランプの芯しんを覆おおい、水伯の目から右手を隠かくすようにしてライターを持ったまま近づけた。

　暗いから、水伯の目に螢の手元はハッキリと見えないはずだ。

「火花だけで、ランプの芯に火を点けられればいいのですが……。一いつ瞬しゆんでも、小さな火が出てくれたら……」

「そんなに簡単に、オイルランプの芯に火が点くか？　いつからここにあるのかわからないが、そいつの芯自体が湿しめってる可能性も……」

「やってみないと、わかんないでしょう」

　いつになく螢の口調が強かったせいか、水伯はそれきり押し黙だまった。寒さに疲ひ弊へいして、余計なことをしゃべる気力がなくなっただけかもしれない。

　早く……火を。

　逸はやる気を抑え、カチカチと忙せわしなくライターの点火ボタンを押しながら、指先に意識を集中させた。

　火……燃え盛る炎を思い浮うかべながら、深く息を吸う。火の力を抑よく制せいすることは慣れているけれど、意図して増ぞう幅ふくさせることは滅めつ多たにない。

　加減を間ま違ちがえないように……蠟ろう燭そくのような控ひかえめな炎を脳のう裏りに描えがいて、詰めていた息を静かに吐はいた。　>>>♥

　ライターのボタンを押すタイミングに合わせて、指先に溜ためていた熱を放出する。次の瞬しゆん間かん、ランプの芯がポウッと燃え上がり、安あん堵どの息をついた。

「点きました」

「……え？」

　不思議そうな声で、ポツリとつぶやいた水伯に目を向ける。オイルランプの炎が照らしたその顔は、呆あつ気けに取られているものだった。

　これまで見たことのないものを目まの当たりにしたかのように、言葉もなくマジマジとランプを見み据すえている。

「そのライターじゃ、点かないだろ」

「いえ、実際に点いてますから……よかった」

　強ごう引いんにライターで点火したのだと言い張り、用済みになったライターをテーブルの隅すみに置いた。

　水伯の目がライターをチラリと見て、緩ゆるく首を左右に振ふる。

「どう考えても、ソレで点けたとは思えない。じゃあ……なんだ、ってのが疑問だが」

　そこで言葉を切った水伯に、不意に右手を握り締められた。

　真冬の屋外に立っていたのではないかと思うほど、冷たくて……背筋をゾクゾクと寒気が這はい上がる。

　あまりの冷たさに、離せと振り払はらうことができない。

「おまえ……だよな。どうやった？」

「どうって、だから……ライターで」

「違ちがうのはわかってんだよっ。これまでも、ちょっとばかり疑問はあったんだ。おまえの手……手だけじゃないが、平熱が高いって一言で納なつ得とくできる熱さじゃない」

　仄ほのかなランプの光が照らす水伯の顔は、怖こわいくらい真しん剣けんだった。螢のほんのわずかな表情の変化も見み逃のがさないようにと、食い入るように見据えてくる。

　心臓が、ドクドクと激しく脈打っている。どう答えれば水伯を納得させられるのか、わからない。

　それほど不自然だっただろうか？　水伯の前で、『普ふ通つうじゃない』振る舞まいを見せたことなど、なかったはずで……。

「この手、だ。マグカップのコーヒーの温度を……上げたな？」

　ドクン、と。一ひと際きわ大きく心臓が鼓こ動どうを打った。

　誤ご魔ま化かせたと思ったのだが、やはり不自然だったのだろうか。でも、それくらいで……と螢の心の声が聞こえたかのように、水伯が低く続けた。

「それだけじゃない」

「……え？」

「春の、連休明け……だ。学内の池に落ちて、凍とう死しするかと思うくらい体温が下がって身動きが取れなくなっていた。冗じよう談だんじゃなく、冬山で遭そう難なんした気分だったところに来たのは……螢だよな？」

「あ……！」

　憶おぼえている、というよりも思い出した！

　確かに、ずぶ濡ぬれになって震えていた白衣姿の男と遭そう遇ぐうした。それも、春の陽気の中で不自然にガタガタと寒さに震えていて……。

　膝ひざを抱かかえた男がほとんどうつむいていたのと、妙みようなものに関かかわりたくなくてそそくさと立ち去ったせいで、顔などロクに見ていなかったし記き憶おくの隅に追いやっていた。

「やっぱり、おまえだな」

　確信を得たらしい水伯の言葉に、反応してしまった自分の迂う闊かつさを後こう悔かいする。

　なんのことだ、人違いだと、白を切ってしまえばよかったのだ。失敗した。

「知らな……」

　時すでに遅おそしだとわかっていたけれど、惚とぼけてしまおうと試みた螢に、水伯は切り札とばかりに『疑問』の具体例を突つきつけてきた。

「俺に……缶かんコーヒーをくれただろ。温かいを通り越こして熱いくらいで、大おお袈げ裟さじゃなく命拾いした。……が、よく考えたらあの時期は、学内の自じ販はん機きは全部コールドに切り替かわっていたんだ。コンビニで買ったものを持ち歩いていたにしては、温度が高すぎる。自販機で買った直後でも、あれほど熱くない」

「…………」

　もうなにも言えなくなってしまい、黙り込む。

　確かに、自分でも不自然かもしれないと思わなかったわけではない。

　でも、普通の状態ではなかった『濡れ男』が、そこまで冷静に考えられないだろうと高をくくっていた。

「なんで、缶コーヒーが……あんなに熱かった？」

　低く抑おさえた声で尋たずねながら、螢の手を握ってくる。この手が……なにかしたのだろうと、ランプの光に照らし出された水伯の目が語っている。

　炎神の能力を引き継ついだと言われている螢の特異体質を知っているのは、家族以外には大翔だけだ。

　わざわざ好こう奇きの目で見られようとは思わなかったし、言ったところでまともに受け取ってくれないだろうと決め込んでいた。

　水伯は目を逸そらすことなく、螢の返事を待っている。

　強く握られた手は、激しい動どう揺ようのせいで熱を帯びていてもおかしくないのに……水伯の手は冷たくて、やはり螢の熱を抑え込んでいるみたいだ。

　コクンと喉のどを鳴らした螢は、そっと口を開く。

「水伯さん、こそ……ちょっと、普通じゃないだろ」

「俺？」

「冷え症しようって、そんな簡単な一言で表現できない冷たさだ。そうかと思ったら、水と同化しているんじゃないかってくらい親水性が高いし。おれの熱、抑え込むなんて……そんな人間、初めてだ」

　水伯に握にぎられたままの手を、ジッと見み詰つめる。

　さっきからずっと、心臓の動どう悸きが激しい。

　熱っぽくなっているはずの螢の手に触ふれていても、水伯はまったく影えい響きようを受けている雰ふん囲い気きではない。

「まぁ……俺は、水に愛されてるからなぁ。正確には水というより、良くも悪くもご先祖が仕えていたっていう、水神の影響か」

「え……？」

　今、水神と言ったか？

　あまりにもサラリと告げられた言葉に驚おどろいた螢は、目を瞠みはって水伯を見上げる。螢と視線を絡からませた水伯は、わずかに苦く笑しようを滲にじませて口を開いた。

「信じるかどうかは、螢に任せる。俺の先祖ってヤツが、水神の依より代しろってやつだったんだと。そのせいで、水の影響をやたらと敏びん感かんに受ける。いいこともあるが、日常生活においては厄やつ介かいなことのほうが多い」

「水神……の」

　啞あ然ぜんとした声で、水伯の語った言葉を復唱する。

　水伯は、水神の名。

　それは知っていたし、本人の口からも聞かされていたけれど、気負いの一いつ切さい感じられない言い様には現実感が乏とぼしい。

「スケールのデカい妄もう想そうを語ってる、って思うか？　まぁ……オカシイ人って思われても、仕方ない……」

「そんなの、思わない。だって、おれ……も」

　勢いで言い返そうとしたけれど、ギリギリのところで続く言葉を吞のみ込んでしまった。

　どう言えばいい？　おれも、炎神に関係するご先祖がいたせいで、火の特とく殊しゆ能力を持っているんです？

　今、この流れでそんなことを言えば……水伯に便乗して、それこそ妄もう言げんを語っているみたいではないか。

　螢の迷いを、水伯は握ったままの手に力を込めることで払い落とそうとした。

「言いかけてやめるな。俺は、信じてもらえないことを覚かく悟ごで告白したぞ」

　螢を信用している。だから、螢も信用しろ……と。

　真っ直すぐにこちらを見る目が語っていて、適当な誤魔化し文句で逃にげることができなくなった。

　水伯の手の冷たさを感じながら、震ふるえそうになる唇くちびるを開く。

「……おれは、火の神の力を……持っているらしい、です。だから、感情が昂たかぶったら炎を発して人を火傷やけどさせる恐おそれがあるし、水伯さんも知ってる通り……体温が普ふ段だんから高い。水伯さんの言葉を、妄想だとか思わない。初対面の時、苦手だと感じた理由がわかっただけだ。火と水なんだから、そりゃ……相あい性しようは最悪だろうな。感情が昂って火を噴ふきそうになっても、何回も……水伯さんの手で抑よく制せいされた」

　自然と唇に苦笑が浮うかぶ。

　水伯は暖を求めて螢に寄って来たのかもしれないが、螢にしてみれば火を消すことのできる水は危険な支配者だ。

　本能的に水伯を苦手だと感じて避さけたがるのも、ある意味当然だろう。

　無言で螢の言葉を聞いていた水伯は、ふっと小さく息を吐はいてうなずいた。

「火の神……か。俺が普通の人間なら、信じられないかもしれないな。でも……納なつ得とくした。螢のおかげで、命拾いしたからな」

　自然な仕草で指を絡められて、ビクッと身体からだを強こわ張ばらせた。親密な仕草で絡む長い指は、やはり冷たい。

「命拾いって、大袈裟な」

「それくらい、助かったってことだ。おまえも……熱の上じよう昇しようを抑制されるのは、そう悪いことじゃないよな？」

「それは……そうです。誰だれかを火傷させたり、指先が燃え上がるなんて超ちよう常じよう現象を人目に曝さらしたりする危険もないし」

　水伯には苦手意識を持っていたけれど、この周囲に危険を及およぼす火の力を抑えられる存在はありがたいと思う。

「一つ、提案っていうか……いい考えがあるんだが」

「なんですか？」

「んー……」

　いつもハッキリ答える水伯にしては、珍めずらしく迷うような間があり、握られたままだった手を強く引かれた。

「うわっ」

　バランスを崩くずした螢は、水伯の両手の中に抱だき込まれて息を詰つめる。

　絡みついてくる腕うでだけでなく、密着した胸むな元もとも冷たい。螢で暖を取っているのかと思えば、突き放すことができなくて、ジッと身を硬かたくする。

　でも……心臓が、どんどん動悸を激しくしていく。冷たい腕の中にいるのに、顔が熱くなって指先がチリチリ痺しびれるみたいだ。

　喉を通る呼気も、熱い。螢自身がこれほど熱さを自覚しているのだから、抱き込んだ水伯も熱を感じているはずだ。

「……熱いな」

　頭の脇わきでボソッとつぶやかれた一言に、肩かたを震わせた。

　心臓が苦しい。首から上は熱いのに、水伯に抱き込まれた身体は熱が抑えられているみたいで、全身を巡めぐる血は今にも沸ふつ騰とうしそうだ。

　自身でコントロールできない熱のアンバランスさに、どうにかなりそうだった。

「や、火傷しますよ。もう、暖まったでしょう。放してください」

　もういいだろうと、身を捩よじって水伯の腕の中から逃のがれようとしたけれど、長い腕はますます強く絡みついてくる。

「提案を聞けって。俺が低体温で身動きが取れなくなる前に、螢が暖めてくれるか。逆に、おまえの熱は俺が抑制してやるよ。ギブ＆テイクだ」

「な……それは」

「悪い話じゃないだろ？　断る理由も、ない」

　そう言いながら、大きな手が螢の背中を撫なでる。熱かった肌はだが、途と端たんにスッと落ち着きを取り戻もどした。

　耳の奥で響ひびく激しい動悸を感じながら、必死で思考を働かせる。

　確かに、水伯の提案はどちらにもメリットがある。事情を知り、非常事態に手助けをしてくれる存在があるならば、心強いばかりだ。

　でも……。

「無理、です。おれは……」

　両手で水伯の肩を押し、密着していた胸元から逃れた。逃げられた、と安あん堵どした直後、手を摑つかまれて引き戻される。

「なんで……なにがダメだ？　都合が悪いことなんか、ないと思うが」

「ありますっ。水伯さんと密着していたら、おれが……どうにかなりそうだ！」

　どうして逃がしてくれないのだと、困こん惑わくと動どう揺ようが限界に達して、自分でもよくわからないまま原因である水伯に情けない声で弱音をぶつけた。

　うつむいて足元を睨にらみつけていると、水伯が怪け訝げんそうな声で聞き返してくる。

「どうにか？　どういうことだ？」

「変なんだ。あんたに触さわられたら、熱が引く。それは、確かで……でも、心臓をドキドキさせてこんなにおれの熱を上げるのも、水伯さんの手だけだ。矛む盾じゆんしていて、もう……ワケがわかんない」

　螢自身がまったくわからないのだから、きちんとした説明になっていないはずだ。変なことを口走っていると呆あきれて、手を離してくれればいい。

　そんな螢の願いは、呆あつ気けなく打ち砕くだかれた。言葉もなく再び腕の中に抱き込まれ、全身を強張らせる。

「っ、おれの話を聞いてないのか！　なんで、こんな……」

「こんな不器用な愛の告白をされたら、堪たまんないだろ。可愛かわいすぎて、どうにかなりそうなのはこっちのほうだ」

「は……い？」

　今、水伯はなんて言った？　不器用な、アイノコクハク……？

　あまりにも想定外な一言に、思考が真っ白になる。なにも考えられなくなり、ただひたすら身を硬くして水伯がなにか言ってくれるのを待った。

「自覚していないのか？　そうとしか思えないが。俺だけに感情を乱されるなんて……好きって他ほかに、理由はあるか？」

「そ……んな理由なんて、好き……とか言われるより、嫌きらいだからって言われたほうが、しっくりする」

　混乱の中、なんとか水伯の言葉を否定しようと『好き』ではなく『嫌い』だと正反対の可能性を引っ張り出す。

　心臓が苦しい。図星を指された気分なんかじゃ……ない。

「おまえなぁ。いくらコミュ力が低いっても、そいつはどうだ。……嫌い、か？」

「あ……」

　両手で頭を摑まれて、仰あお向むけにされた……直後、目の前が真っ暗になる。唇くちびるにやんわりとしたものが触ふれ、螢は大きく身体を震わせた。

　この男は、なにをしている？　信じられない。

　動けない自分も、どうかしている……。

　凍こおりついたように動きを止めている螢に、唇を離した水伯は額を触れ合わせてきた。子供に言い聞かせるように、ゆっくりとした口調で話しかけてくる。

「本当に嫌いやだと思ってるなら、殴なぐってでも逃にげられないわけじゃないだろ。力は、そう変わらない」

「…………」

　答えられなかった。腕わん力りよくの差はさほど大きくないのは確かで、本気で暴れれば逃げられるはずだ。

　水伯の腕の中から動けないのは……。

「おれ、スキンシップとか慣れてないから、冗じよう談だんみたいなキスとか、こんなふうに密着されたら……勘かん違ちがいする」

「だから、勘違いじゃないだろ。……俺は、おまえが好きだよ。久弥にあっさり懐なつくおまえを見て、俺には警けい戒かい心しんバリバリでロクに近づかせてもくれなかったくせに、って大人げなくイラつくくらい……な」

「好……っ、て、でも……なんか、それ変じゃ……。え……？」

　なに？　水伯が変だ。

　考えたこともなかった言葉の数々に、本当に変なのは自分なのか水伯なのか、わからなくなってきた。

「認めろよ。俺に触られるの、嫌じゃないだろ？」

「……ぁ」

　シャツの背中側を捲まくり上げられて、大きな手が素す肌はだに触れてくる。冷たい……と感じたのは一いつ瞬しゆんで、すぐさま身体からだが熱を帯びるのがわかった。

「すげ、熱くなった。おまえは頭で考えるより、身体の声を聞いたほうがいいんじゃないか？」

「っ、そんな……触さわ、な……ッ！」

　熱いと思った直後、スッと熱が鎮しずめられる。

　水伯の手が背中を撫で回すたびに目まぐるしく体温が乱高下して、身体がどうにかなりそうだった。

「ほら、あきらめて認めろよ。背中だけじゃなく、身体中……すげー熱い」

「水伯さんが触ってくるの、い、嫌がらせされてるんだと思ってた……のに」

「おいおい、嫌がらせでなんで男の手を握にぎったり抱だき締しめたりするんだ。最初っから、おまえが特別だった。火の力ごと、俺のものになればいい」

　もう、螢に尋たずねているのではなく……尊大な宣言だ。

　眉まゆを顰ひそめた螢は、水伯の肩を摑んで顔を上げた。仄ほのかなランプの光の中、挑いどむような気分で視線を絡からませる。

「おれが水伯さんのものになるんじゃなくて、水伯さんがおれのものになるんなら……いい」

「っふ……それでいいよ」

　クスリと笑った水伯が、端たん整せいな顔を寄せてくる。

　螢の背中を抱く水伯の腕うでの力は、もうさほど強くなくて、簡単に逃げられるはずだったのに……螢は逃げなかった。







《九》







　窓の外では、ガタガタと激しく吹ふき荒すさぶ風雨の音が聞こえてくる。海際ぎわに建つ建物は時おり軋きしんだ音を立てて揺ゆれ、倒とう壊かいするのではないかと不安が過よぎる。

　意識を外に向けていた螢は、ズルズルとソファに背中を押しつけられたことで、逸そらしていた気を戻した。

「ちょ、っと……水伯さん。なに、やってんです」

　見下ろしてくる水伯は、黒い影かげのように見える。

　シャツの裾すそを捲り上げて頭から引き抜ぬかれ、当然のようにジーンズのフロントボタンを外す手に身体を捩よじった。

「なに、って……そうだな。まだ寒いから、暖めてくれ」

「そんな、取ってつけたように棒読みで言われても……、っぁ」

　紙に書かれた台詞せりふを読み上げるように、ボソッと告げられて目を瞠みはる。

　そのあいだも水伯の手は動きを止めることなく、恐おそろしい手際の良さで螢が着ている服を剝はぎ取っていった。

「おまえ、冷静になったら逃げるだろ。勢いと雰ふん囲い気きで流して、さっさと既き成せい事じ実じつを作ってやることにした」

　勢いと雰囲気で流すなど、偉えらそうな口調で堂々と宣言することだろうか。

　呆気に取られて押し黙だまってしまった螢は、下着を脱ぬがせる手の冷たさを腿ももの内側に感じたと同時に、ハッと我に返った。

「そんな、恥はずかしげもなく手の内を明かし……っ。だから、なんで……当然のように伸のし掛かかってくるんです？　おれが上でもいいでしょう」

「あぁ？」

　言い放った直後、ようやく水伯が動きを止める。

　螢をマジマジと見下ろして……不思議そうに尋ねてきた。

「なんだ、おまえが俺を押し倒たおすって？」

「そりゃ、おれも男ですから……なんていうか、支配欲よく？　みたいなものはあります。好きだって思ったら、されるんじゃなくて……したい、し」

　自分の中にある衝しよう動どうや欲求を、うまく伝えられる言葉を見つけられない。露ろ骨こつな言い様かもしれないけれど、しどろもどろに言い返す。

　数十秒、無言でなにか考えていた水伯は……止めていた手の動きを再開させながら、短く答えた。

「却きやつ下か」

「っ、あ……横暴だっ」

　冷たい手が胸むな元もとに押し当てられる。指の腹で胸の突とつ起きを押し潰つぶされて、ビクッと身体を跳はね上げさせた。

「だっておまえ、なにをどうやるかわかってる？　経験値、低いっつーか……ゼロだよな？」

「それは、本能でなんとか」

「なるものと、ならねーものがあるだろ。あきらめて大人しく抱かれろ」

　力の差は、さほどない。水伯も言っていたし、螢もそう思っていたのに……噓うそだ。

　膝ひざのあたりに乗り上がられて、肩かたを押さえつけられると、ほとんど身動きできなくなってしまった。

「可愛かわいがらせろよ。おまえの熱……どこまで熱くなるのか、知りたい。火を噴ふきそうになったら、俺が抑おさえてやるから」　>>>♥

「ズル……い」

　そんなふうに言われたら、絶対に嫌だと突つっぱねられないだろう。水伯に対する感情は、もう認めているのだ。

　莉奈や朱里たちと親しげな姿に苛いら立だって……特別だとか久弥に嫉しつ妬としたと言われて嬉うれしくて、嫌きらいな相手にそんなふうに感情を揺さぶられるわけがない。

「誰だれを抱いても、どこか冷静で……熱くなるってことはなかった。でも、おまえだと俺も熱が上がるんだな」

「ぁ……っ、ぅん」

　言葉を切って唇を触ふれ合わせた水伯は、歯列を割って舌を潜もぐり込ませてきた。絡みつく舌は、言葉通り熱くて……クラリと眩暈めまいに似たものに襲おそわれる。

　胸元から脇わき腹ばら、腰こし骨ぼね……と少しずつ触れる場所を移動させた冷たい手も、いつしかぬくもりを帯びていた。

「は、……っぁ、ッ……」

「冷たくないだろ」

「な、い……けど」

　口づけと、少し触れられただけで反応している屹きつ立りつを、躊躇ためらいの欠片かけらもなく手の中に包み込まれて戸と惑まどいが頂点に達する。

　膝を割り開かれてそのあいだに身体を入れられているせいで、隠かくせない。逃にげられない。

「また熱くなった」

「っ、触さわる……から」

　カッと首から上が熱くなる。水伯が触るせいだと、言い返そうにもうまく言葉にならなくて、奥歯を嚙かんで顔を背そむけた。

　心臓の鼓こ動どうが、際限なく高まる。手も、顔も、爪つま先さきまで熱くて……全身が燃えているみたいだ。

「中も、熱いか……？」

「あっっ！」

　開かれた脚あしの奥、双そう丘きゆうの狭はざ間まに滑すべり込んだ指先が後こう孔こうに押しつけられて、ビクンと腰こしを震ふるわせた。

　戸惑う螢を無視して、浅く指先を潜り込まされる。

「やっぱ、熱い……な。無理やり、強ごう引いんにしたりしないから……力を抜いてろ」

「で、も……無理」

　そうするつもりはないのに、勝手に身体が強こわ張ばるのだ。頭を左右に振ふって訴うつたえた螢に、唇くちびるを重ね合わせてくる。

　体温を馴な染じませるように、ゆったりと絡みついてくる舌は……気持ちいい。無意識に強張っていた身体からだから、ふっと力が抜ける。

「ア……っ、ん……んん」

　強張りが解けた瞬しゆん間かんを見み逃のがすことなく深く指を突き入れられて、息を吞のんだ。

　そうして、螢が身体を硬かたくするたびに気を逸らし……長い指を抜き差しして違い和わ感かんに馴染ませて、長い時間をかけて緊きん張ちようを解きほぐされる。

　暴風が吹き荒あれる外の音がほとんど耳に入らなくなり、ぼんやりとした心ここ地ちに漂ただよう頃ころになって指が引き抜かれた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶそうか」

「……ん」

　なにを聞かれたのか、よくわからないまま小刻みにうなずく。

　なんでもいい。もう、どうしてくれてもいいから……と、水伯の肩をふるえる手で摑つかんだ。

「い、い。熱い……から、鎮しずめて」

「バカ、もっと熱くするんだよ」

「ぇ、ゃ……あ！」

　ボソッと答えた水伯は、螢の膝の裏を掬すくい上げるようにして身体を重ねてきた。圧あつ倒とう的な熱に侵しん略りやくされた衝しよう撃げきに息を吞み、水伯の肩を摑む手に力を増す。

　熱い。熱い……燃える。

「こ、怖……い。ゃ……ヤダ、熱……っ」

「ッ、力を抜け。ほら、息を吐はいて……大丈夫だから。螢」

　混乱に陥おちいった螢の頰ほおを、大きな手が包む。今にも燃え上がりそうになっていた顔の熱さが和やわらぎ、不思議な心地で目を瞬しばたたかせた。

「な……んで」

「大丈夫だろ？　俺が、おまえの炎ほのおを抑えてやる。だから……もっと熱くなってくれ」

「あっ、ぁ……！」

　矛む盾じゆんする言葉に反論する間もなく、身体を揺さ振られる。

　熱いのに、時おり触れてくるひんやりとした指先が熱を奪うばう。限界まで上がった熱を鎮められ……また押し上げられる。

　灼しやく熱ねつの嵐あらしに翻ほん弄ろうされて、思考が焼き尽つくされる。

「っ、ふ……ぅ、ぁ……あっ、助け……」

　救ってくれるのは、このどうしようもない混乱に巻き込んでいる張本人だけだと……手を伸のばして、必死でしがみついた。

「螢……。あー……もう、たまんねーなぁ」

　強く抱だき返されて、全身に纏まとう炎を包み込まれる。

　耳じ朶だに齧かじりつかれて、熱い吐と息いきが肌はだを撫なで……閉じた瞼まぶたの裏に業ごう火かが見えた直後、パチンと一瞬で消し飛んだ。

「あ……あ……」

「ッ、熱……」

　強く抱きすくめられて、息が詰つまる。

　震える身体を宥なだめるように抱き込む腕うでの強さを感じながら、ストンと闇やみに意識を落とした。　>>>♥










「眩まぶし……い」

　窓から、眩しい朝日が差し込んでいる。

　目の上に腕を置いて、その光を遮さえぎった……直後、意識がクリアになった。

「あ！」

　飛び起きた瞬間、螢は眩暈に襲われて頭を抱かかえる。

　どうして、こんなに身体が怠だるい？　頭も重くて……喉のどがヒリヒリしている。

「急に起きるな。ほら、水」

「ありがとう、ございます……？」

　差し出されたペットボトルを反射的に受け取って、カラカラに渇かわいていた喉を潤うるおし……夜の記き憶おくがよみがえった。

「あの、火傷やけど……していませんか」

　気き恥はずかしさのあまり、顔を上げられない。

　でも、最後のほう……完全に理性を手放した自分の手が、とてつもなく熱かったのは憶おぼえている。

　その手で、水伯の背中にしがみついたのだ。

「なんだ、そっちの心配か。無事だと思うが。確かめてみるか？」

　クスリと笑った水伯は、シャツを脱ぬいで螢に背中を向けた。ソファに座っている螢の前に座ると、目の前に背中が現れた。

　息を詰め、恐おそる恐る視線を走らせたけれど、火傷らしき痕あとは一つもない。

　ホッと吐息をつき、広い背中に手のひらを押し当てた。

「……よかった」

「大丈夫だって、言っただろ。おまえがどんなに熱を上げても、俺が抑えてやる」

「うん……」

　素す直なおにうなずいて、肩かたに額を押しつける。噓うそではない。水伯なら、螢の熱を鎮めてくれるだろう。

「台風一過だな。この感じだと、空港も再開されてるだろ。今日は満席だろうが、明日の便で帰れそうか」

「あ、そっか。もう終わり……」

　帰る……と思ったところで、螢の中で解決していないものの存在を思い出した。

　昨夜、その話をしている最中に停電して、話題が別のものに移り……きちんと聞けていないのだ。

「水伯さん、久弥……は」

　どうなったのか。どうなるのか。

　どんな言葉で尋たずねたらいいのか迷い、曖あい昧まいに語ご尾びを濁にごす。

　額を押しつけていた肩が、少しだけ揺ゆれる。急せかすことなく答えを待っていると、静かな声が返ってきた。

「赤あか珊さん瑚ごの盗とう難なんか。今回は未み遂すいだったが、春先に持ち出していたからな。あいつらだろうとは薄うす々うす感じていたが、三人のうちの誰だれか……全員がグルなのかもわからなかったし、証しよう拠こが摑めなかったからな。わざと春と同じメンバーに声をかけたんだ」

「……久弥、だけ？」

　久弥と二人で話すと言って螢たちを追い払はらい、約二時間半後。疲つかれた様子で、カフェに現れた時の水伯を思い出す。

　莉奈と朱里には、普ふ段だんと変わらない態度だった。

　あれほど水伯を慕したい、懸けん命めいに作業していた莉奈や朱里までグルだったと思いたくない、という螢の希望的観測だ。

「ああ。結果的に、おまえを囮おとりにするみたいになって、悪かった」

　うなずいた水伯に、ホッとする。

　謝りながら頭に手を置かれて、ポツポツと口を開いた。

「久弥、病気の弟のためにお金がどうしてもいる、って言ってたんだ」

「……あいつは一人っ子だぞ」

「っ……」

　もうなにも言えなくて、強く奥歯を嚙かむ。

　押し黙だまった螢の髪かみを、水伯の手がグシャグシャと撫で回した。

「あんなバカのために、傷つくな。処分は学校に任せてきた。まぁ……今回は未遂だったといっても、お咎とがめなしってわけにはいかないだろうな。裏に、タチの悪いブローカーなんかもいるだろうし。刑けい事じ告発するかどうかまでは、俺の一存で今すぐ決められることじゃないが」

　明朗な笑えみを浮うかべる久弥の顔が思い浮かび、震ふるえる手を握にぎった。

　傷つかない。自分より水伯のほうが、心情的にきついはずだ。

　でも、水伯は久弥への恨うらみ言ごとや苦言を一いつ切さい漏もらすことなく、吐息一つで自身の中に抑おさえ込んだ。

「丸一日、フリーになったな。午前中は関係各所にあいさつ回りと……採取したものの移送手配をするのにあちこちに出かけるが、午後は空くぞ。どこでも、好きなところに連れて行ってやるよ」

　ポンポンと軽く頭を叩たたきながら、そんなふうに螢を甘やかそうとする。

　螢は頭を左右に振ふり、そろりと水伯の胸むな元もとに両手を回した。

「どこも行かなくて、いい。……水伯さんがどこかに行きたいなら、つき合うけど」

「そっか？　じゃあ……この前の海で、水遊びでもするか。おまえも、ちょっとは泳げた方がいいだろ」

「……泳げなくても困らないけど、水伯さんが海に入るなら傍そばにいる」

　海に潜もぐる水伯は、水に愛されすぎて、同化するのではないかと……少し怖こわかった。近くで見張っていよう。

　そんな思いは声に出さなかったつもりだが、水伯には伝わってしまったのだろうか。

「んー……俺、螢に愛されてるなぁ」

　いつもと同じ、茶化した調子でそう言って笑う。

　螢が反論しなかったせいか、「あれ？　否定しないのか？」と、不思議そうに言いながら振り返る。

「否定してほしいなら、しますけど」

「いやいや、無言の肯こう定ていってことでＯＫだ。しっかし、仲原に知られたら殴なぐられそうだな。螢……顔が赤いぞ」

　頰ほおの赤みを指し摘てきした水伯が、手を伸のばしてくる。

　あの手に触ふれられたら、顔の熱が引いてくれる……と待っていたのに、触れる直前で手を下ろしてしまった。

「やめた。カワイイから、そのままでいろ」

　ふざけた台詞せりふと共に指先で頰を突つかれて、ムッと顔を背そむけた。

　甘ったるい笑顔を間近で目にしたことで、ますます熱くなった顔を、水伯に見られないように……。
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　螢は大おお股またで構内を歩きながら、ジーンズのポケットに突つっ込んであるスマートフォンを取り出し、現在時刻を確かく認にんする。

「あ、ヤバ。十六時……って言ってたよな」

　指定された時間の、二分前だった。

　いつもは時間ぴったりに終わる講義が珍めずらしく長引いたせいで、教室を出るのが遅おそくなってしまったのだ。

　肩かたから斜ななめ掛がけにしたバッグが足を踏ふみ出すたびに揺ゆれて、身体からだの側面にぶつかるのが邪じや魔まだ。

　バタバタ揺れないように紐ひもを片手で摑つかみ、早歩きから小走りへとスピードを上げる。

　目指すのは、普ふ段だんの螢は縁えんのない理学部の研究室が並ぶ棟とうだ。

　縁がないとは言っても、二ヵ月ほど前に水すい槽そう掃そう除じのアルバイトのために通ったこともあるので、知らない場所ではない。

「……こんにちは」

　そろりと戸口から顔を覗のぞかせると、長い白衣を身に纏まとった長身の男が振ふり向いた。

　白衣の下は、柄がらのシャツと色の抜ぬけたジーンズ……と、相変わらず学生と見み紛まがうばかりの格好だ。

　水伯龍司。

　この研究室の主あるじは三十二歳という若年で准じゆん教きよう授じゆの肩かた書がきを持ち、理学の世界では新進気き鋭えいの研究者……らしい。

　人を外見で判断してはいけないけれど、まるで芸能人のような年ねん齢れい不ふ詳しようの華はなやかな容姿は、大学の准教授だと聞かされても信じない人のほうが多いだろう。

　学者というイメージを覆くつがえす見かけだけでも『先生』という感じではないのに、学生に対する気さくな言動も相あい俟まって、夜のバーや高級路線のカフェでギャルソンエプロンを身に着けて接客するほうが似合いそうな雰ふん囲い気きなのだが……。

「待ってたぞ、螢。そんなところから覗いてないで、入って来いよ」

　螢を目に留めた水伯に笑って名前を呼ばれながら手招きをされて、おずおずと室内に足を踏み入れた。

　プールのような巨きよ大だいな水槽が、部屋の大部分を占しめている。

　腰こしや肩の凝こりと戦いながらこの手で磨みがき上げたこともあり、透とう明めいな水で満たされたピカピカの水槽を目にすると、自然と頰ほおが緩ゆるみそうになる。

「大翔は……」

「仲原？　まだだ」

　同じようにここにやって来るはずだった幼おさな馴な染じみの名前を口にすると、水伯は少しだけ拗すねたような表情になって背を屈かがめた。

　螢のすぐ傍そばに端たん整せいな顔を寄せると、

「俺だけじゃ不満か？　三日ぶりなんだから、逢あえてうれしい……って笑えよ」

　そんなことを口にして、甘ったるい笑えみを浮うかべる。

　眉まゆを顰ひそめて無言でその頭を押し戻もどした螢に、「なんだよ」と大人げなく唇くちびるを尖とがらせる。

「……近い」

　水伯から顔を背けた螢は、距きよ離りを詰つめ過ぎだとポツリと文句を口にした。

　自じ慢まんにならないが友人の少ない螢は、スキンシップに慣れていないのだ。吐と息いきがかかりそうなほど接近された上に、涼すずしげな瞳ひとみでジッと見詰められると、そわそわ落ち着かない気分になる。

「照れて、可愛かわいいなぁ」

「……照れているわけじゃありませんから」

「そうか？　じゃあ、俺と目を合わせろよ」

　螢が、水伯との接せつ触しよくになかなか慣れなくて戸と惑まどっていることがわかっているくせに、ニヤニヤ人の悪い笑みを浮かべながら更さらに距離を詰めてくる。

　そうして、からかっているのだ。螢が狼狽うろたえる様子を、楽しんでいる。悪あく趣しゆ味みなこと、この上ない。

「そういうの、いじめっ子って言うんだ。大人げない」

　顔を背けたまま無ぶ遠えん慮りよにそう口にすると、水伯がクククッと低く笑うのがわかった。

　いつも、こうなのだ。

　螢が少しくらい文句を言っても、可愛げのない態度を取っても、スルスル流れる水のようにあっさり受け流してしまう。

　年ねん齢れいの差が一回り以上あるのに加え、コミュニケーション能力は比べようもなくあちらが高いことを思えば、太た刀ち打うちできないことなどわかっている。

　でも、翻ほん弄ろうされるばかりなのは、やっぱりなんとなく悔くやしい。

「いじめっ子か。懐なつかしい言葉だな。まぁ……昔っからのセオリー通りだな」

　螢が複雑な思いを抱かかえていることなど知る由よしもない水伯は、普段と同じ軽い口調でそう言いながらなにやら納なつ得とくしている。

　どうせ、ロクなことを考えていない……水伯がこんな言い方をする時は、螢をからかおうとしている時だ。

　そこまで予想していながら、気になって尋たずねずにはいられない自分は、水伯の罠わなに自ら身を投げるバカだ。

「……なにが？」

　そっぽを向いたまま、複雑な思いを抱えて尋ねた螢に、

「あれ、小学生の頃ころとか、言わなかったか？　好きな子ほど、イジメたい」

　水伯は躊躇ためらいや気負いの欠片かけらもなく、スルリと返してくる。

　堂々とした言葉に、螢は絶句して目を見開いた。

　無む駄だに偉えらそうに、胸を張って言い放つようなことか？　なにより、いい年をしてよく恥はずかしげもなく『好きな子』とか……。

「あれ、螢？　耳……頰も、ほんのりいい色になってるんだが」

　頰が紅潮していることを指し摘てきされ、手の甲こうでゴシゴシと擦こする。

　からかわれた！

　絶対に、螢を狼狽えさせようとしてあんな言い方をしたのだ。水伯の思うままの反応をしてしまったなんて……めちゃくちゃに悔しい。

「……帰る」

「ああ？　なに言って……ちょっと、待てって」

　足元に視線を落としてポツリとつぶやき、即そく座ざに回れ右をしようとした。けれど、水伯の手が伸のびてきて螢の手首を摑む方が早かった。

　見てくれは優やさ男おとこ風なのに、海に潜もぐったり山奥の川や池で固有種の水草や魚を採集したり……とサバイバルに身を投じることもあるという水伯は、意外にも鍛きたえられた体たい軀くをしている。

　ゆったりとした白衣を身に纏まとっているせいもあって、ひょろりとした長身に見えるけれど実じつ践せん的な筋肉をつけていて力が強い。

　体格で劣おとる螢は、手首に絡からむ大きな手を振り払はらって逃にげられない。

「なんで、帰るとか言ってんだよ」

　しかも、当然のように腕うでの中に抱だき寄せられてギョッとした。

　手を摑むだけならともかく、両腕で抱き締しめる……なんて、端はたから見れば普ふ通つうじゃない光景のはずだ。

　いくら水伯が変人……いや、奇き特とくな学者でも、誰だれかに目もく撃げきされてしまったら変に思われるに違ちがいない。

「す、水伯さん。放してください。なに、して……ッ」

「放したら、逃げるんだろ」

　逃のがれようとジタバタしながら訴うつたえると、短く答えた水伯は、放すものか……とばかりに螢を抱き締める腕に力を込める。

　苦しい。逃げられない。

　この腕の中に抱だき込まれることが本心では嫌きらいではないと、螢の深層心理を知っていての行動なら、ますます性質たちが悪い。

　初めて逢った時は、相あい性しようが最悪だと苦手意識ばかり感じていたのに、逆に水伯はどんどん螢との距離を詰めてきた。否いや応おうなしに慣らされて、気がつけばこの手に触ふれられることを嫌いやだと思わなくなってしまった。

「放せって！」

「やーだね」

「……っ！」

　焦あせるあまり、身体からだが熱くなってきた。心しん拍ぱく数すうの増加に合わせて、全身を巡めぐる血が温度を上げていく。

　軽い調子で言い返してくる水伯は、螢の焦しよう燥そう感かんの理由を知っていて飄ひよう々ひようとしているはずだ。

　握にぎり締めた指先が、チリチリと熱い。

　自分でも熱いと感じるくらいなのだから、きっと密着している水伯も螢の身体が熱を帯びていることに気づいている。

「やだって、そんな……子供じゃないんだからっ。逃げません！　逃げないから、放せって。白衣とか、燃える……っ」

　視界の端でひらひらする白衣が燃えてもいいのかと、自分なりに精いっぱいの脅おどし文句を言い放った。

　きっと、螢以外の人間が口にしたなら「なに言ってんだ」と笑って、取り合ってくれない。ここには火気などないのだから、燃やせるわけがないだろうと鼻で笑われて終わりだ。

　でも、水伯は螢の特異体質を知っている数少ない人物で……それが、あり得ないことではないと、笑えないはずだ。

「うーん……白衣は支給品だから、さすがにヤバいかな。頻ひん繁ぱんに買ってると、無駄な出費だって怒おこられる」

　渋しぶ々しぶ、といった調子でそう言いながら腕の力を抜ぬかれて、ホッとした。

　それでも、逃がさないとばかりに右手は螢の左手首を握っているのだが……抱き締められることに比べたらマシだ。

　ようやく腕の中から解放された螢が、ホッと息をついた瞬しゆん間かんを待っていたかのように、背を屈めて顔を覗のぞき込んでくる。

「俺の自宅のベッドシーツなら、遠えん慮りよなく焦こがしてくれてもいいぞ」

「なに言って……」

　反射的に身体を引こうとしたけれど、水伯の指が手首に絡んだままなので動けない。

　言葉の意味など聞き返すまでもなく、その情景が目に浮かんだ。少し前、実際にやってしまったのだ。

　ただでさえ平熱の高い螢を、水伯は容よう赦しやなく追い詰めて……熱くて熱くて、燃えると口にしたのに、「俺が冷ますから大だい丈じよう夫ぶ」などと自信たっぷりに言い返してきた。

　噓うそだ。熱い。冷めない……。

　そう泣いて訴えても水伯は螢を翻弄し続け、熱の嵐あらしに巻き込まれて理性を手放した。

　結局、強く握り込んでいたシーツに拳こぶし大の焦げ穴を作ってしまい……螢は青あお褪ざめたのに、水伯は笑っていた。

「いくらでも焦がしていい。買い換かえればいいだけだからな。それだけ、理性を飛ばして夢中になったって証しよう拠こだろ」

「バカ！」

　螢が思い起こしたのと、まったく同じセリフが水伯の口から出て、ギッと睨にらみ上げた。

　信じられない。こんなところで、プライベート空間でのやり取りを持ち出すなんて……大人のクセに。

　憤いきどおりのあまり、どんな言葉をぶつければいいのかわからなくなる。唇くちびるを嚙かんで、目の前のデリカシーが欠けつ如じよした大人気ない大人を睨み続けるしかできない。

「目、うるうるになってるし。やめてくれよー。可愛かわいすぎるだろ」

「おれが、悪いのかっ？」

「うん。螢のせい」

　あっさりとうなずいた水伯は、更さらにとんでもない行動に出た。

　螢の両手首をグッと握り締めたかと思えば、顔を寄せて……躊躇いの欠片もなく唇を触れ合わせてくる。

　軽く触れたかと思えば、少し強く押しつけられ……舌先が唇の合わせをチラリと舐なめる。

　声もなく目を瞠みはった螢は、全身を硬こう直ちよくさせた。

　あまりの出来事に、突つき放すことも逃げることも、文句を言うこともできない。

「あれ？　怒らないのか？」

　予想していた反発がなかったことが不思議なのか、唇を離した水伯は意外そうにそう言いながら螢を見下ろしてくる。

　目が合い、ハッと我に返った。

「怒……ってる、よ！」

　首から上が熱い。間ま違ちがいなく、顔が真っ赤になっている。

　怒っているに決まっているだろうと眦まなじりをきつくしたのに、水伯はますます嬉うれしそうに笑う。

「うん、でもなぁ……顔が真っ赤だし。手、熱いし……怒っているというより、照れてるようにしか見えない。可愛いだろ」

　螢の手の熱さは、強く握っている水伯には如によ実じつに伝わっているに違いない。

　普通の人なら、きっと熱くて触さわっていられない。でも、水伯の手はひんやりとしていて……自分でも制せい御ぎよできない螢の熱を、抑おさえてくれる。

　螢は、火の神に仕えていた先祖の力を継つぎ、火に属する。逆に、水神の依より代しろを役目としていた先祖を持つという水伯は、水属性だ。

　時に自身で制御できなくなりそうな熱を、水伯は抑えてくれる。

　この冷たい手に触れられると、大丈夫なのだと、自分が誰かを傷つけるばかりではないのだと安心する。

　それなのに、螢の鼓こ動どうを乱して熱を上じよう昇しようさせるのも同じこの手なのだから、矛む盾じゆんしている。

「あんたに触られると、わけわかんなくなる。おれ、心を波立たせないように色んな感情、抑えてきたのに……全部、崩くずされそうで怖こわい」

　混乱する螢を、水伯は再び腕の中に抱き込んだ。

　今度は、拘こう束そくするのではなく……やんわりとした力だ。容易に逃れられる抱ほう擁ようなのに、動けない。逃げられない。

「螢。俺には、抑える必要なんかないだろ。全部見せろよ。怒ってもいいし、泣いてもいいし……エロい姿も、な」

「ッ、信じられな……っ」

　水伯の背中を抱き返そうとしていた両手を握り、ドンと肩けん甲こう骨こつのあたりにぶつけた。

　最後につけ加えられた余計なひと言に、これ以上熱くならないと思っていた頰ほおが更に熱を帯びる。

　ちょっとだけ、ほんの少し感動しそうだったのに。わざと螢の神経を逆なでして、振ふり回そうとしているみたいだ。

「無神経。最悪だ。バカ。嫌い！」

「んー……好きって言われているようにしか聞こえない」

　都合のいい変へん換かん機を耳に仕込んでいるらしい水伯は、ふふ……と笑って螢の髪かみを撫なで回す。

　何度も広い背中を叩たたき、白衣を手の中に握り締しめた。

　悔くやしいから、焦げ穴を作ってやろうかと手に神経を集中させたところでドタドタと足音が近づいてくる。

「すみません、遅おそくなっ……て……」

　水伯の腕うでの中から逃にげ出すより先に、足音が止まって大翔の声が聞こえてきた。

　……見られた。水伯に抱だき込まれているところを……誤ご魔ま化かしようもなく、バッチリと。

　頭の中が真っ白になり、硬直していると、ゆっくり水伯の腕が離はなれて行った。

「遅いぞ、仲原。おまえを待たずに、魚を水すい槽そうに入れようかと思ってたところだ」

　動どう揺ようなど微み塵じんもない。普ふ段だんとまったく変わらない声で話しかけた水伯に、大翔が答えるのが聞こえてくる。

「まだ……みたいですね。よかった。せっかく螢が頑がん張ばって沖縄で採取したのに、歴史的瞬間を見み逃のがすところだった」

「おまえ……まるきり、子供の成長記録を見守る親だな。いい親おや父じになりそうだ」

　大翔と話しながら、螢の背をポンポンと叩いてくる。なにか言えと促うながされているのだと思うが、なにをどう言えばいい？

　うつむいて突っ立っていると、視界に大翔の靴くつが映り込んだ。顔を上げられずにいると、そっと頭に手を置かれる。

「螢、また水伯さんに暖を奪うばわれていたのか？」

　笑って話しかけられ、肩かたの力が一気に抜けた。

　水伯の日ひ頃ごろの行いが、幸いなほうへと作用したらしい。

「嫌いやだって訴うつたえても、離してくれないし……大翔からも文句言ってよ」

　かろうじてそう口にした螢に、大翔は「ははっ」と声を上げて笑う。

「水伯さんと一週間あまりもベッタリだったせいか、だいぶん鍛きたえられた感じだけどなぁ。まだハリネズミを脱ぬげないのか」

「おれが大人しくしてたら、際限なく調子に乗るだろっ。助けろよ」

「それもそうか。よし、じゃあ俺の後ろに隠かくれてろ」

　よしよしと頭を撫でられて、「うん」と大翔の背後に回り込む。

　大翔の背中からそっと窺うかがい見た水伯は、いつもと同じように飄ひよう々ひようと笑っている……と思っていたのに。

「あ、れ？」

　いつになく不ふ機き嫌げんそうな顔で、大翔と螢を見ている？

　目が合ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐに白衣を翻ひるがえして身体からだの向きを変えたので、確信は持てない。

「じゃ、魚たちを入れるぞ。幼おさな馴な染じみを甘やかしていないで、手伝え仲原」

　そう大翔を呼んだ水伯の声は、やはり硬かたい響ひびきで……。

　奇き妙みような甘苦しさが胸の奥から込み上げてきた螢は、うつむいて手の甲こうで強く頰を擦こすった。

　顔が赤いのは、そうしてゴシゴシ擦ったせいなのだと、言い訳ができるように。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。このたびは、『水神×炎神』をお手に取ってくださってありがとうございました！

　水神と炎神の組み合わせです。なんとなくイロモノ……でしょうか。

　水と火は相性がよくなさそうではありますが、互たがいにうまく中和したらプラスの関係になりそうだな……と思います。苦手な『水』に懐なつかれてしまった『火』は、ちょっぴり気の毒かもしれませんが（笑）。

　水と火、結局どちらが強いのか……本編にお目を通して確かめていただけると嬉うれしいです。




　ルビー文庫さんの既き刊かんに『風神×雷神』というものがございますが、それとは完全に独立したものとなっています。ですが、特とく殊しゆな力に振り回されるという点では今回の螢と相通じるものがあるかと思いますので、よろしければ『風神×雷神』もお手に取っていただけると幸いです。ちゃっかりＣＭ、失礼しました。




　今回も、とても格好よくて綺き麗れいなイラストを描かいてくださったみずかねりょう先生、お世話になりました。ありがとうございました！　水伯はいい感じに優やさ男おとこ風のイケメンで、螢は格好よく可愛かわいく……眼福でした。




　担当Ａさま。コイツは本当に大だい丈じよう夫ぶか、と幾いく度どとなく不安にさせてしまったことと思います。お手を煩わずらわせまして、申し訳ございません。お世話になりました。もう少し、他人ひと様にご迷めい惑わくをかけない人間になりたいと思います……。




　毎度のことながら面白いことを一つも書けないあとがきですが、ここまでおつき合いくださりありがとうございました。

　ほんの少しでも楽しんでいただけると、なにより幸せです。

　駆かけ足ですが、そろそろ失礼します。またどこかでお逢あいできますように。








二〇一六年　手足に霜しも焼やけを育成中です……




真崎ひかる　
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